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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







零　ごめんなさい。ゾンビです。

一　スクール・オブ・デッドコースター。

二　死体と遊ぶな生徒たち。

三　合宿。

四　カレーのしたたり、死霊の入浴。



















口絵デザイン／中デザイン事務所

口絵・本文イラスト／蔓木鋼音







　零　ごめんなさい。ゾンビです。







　十数年前に解散し、数年前に再結成したが、今年に入ってまた解散したインディーズバンドの曲が、電子音に改変されたその旋せん律りつで早朝の空気を引っかきまわした。

　──祝・ご入学。

　花はな飾かざりに縁ふちどられた立て看板を横断歩道の向こうに眺ながめ、その校門に吸いこまれていく新入生たちの中に中学時代の同級生でもいないものかと、目で探しながら歩道を歩いていたときだ。

　入学祝いにもらった最新モデルのスマートフォンを学生服のポケットから出し、液えき晶しよう画面に触ふれると着信メロディが止まる。

　メールの差出人は、この携けい帯たい電話を贈おくってくれた相手、つまり父親だった。

『ほんとに行かなくていいのか？　義よし崇たか』

　義崇は父親の名前だ。入学式に保護者として付き添そわなくていいのか、と気にかけているらしい。時間から考えて、通勤電車の中からの送信だろう。

「だから、いいっての。親同どう伴はんなんて小学校じゃねぇんだから……」

　市内で三番目の進学校に合格し、その入学式が近づくにつれて何度も父親に尋たずねられ、その都度言ったことを、今また苦く笑しようとともにつぶやく。

　子供の晴れの姿を目に納めたいという親としての感情も理解できるが、さすがに十五歳ともなると、義務でもない保護者の同席は気き恥はずかしいものだ。帰ったら入学証書でも見せて、それで我が慢まんしてもらおう。ついでに寿す司しの出前でも頼たのんでくれたらありがたい。

　そう返信しようと、親指で画面に触れた。

　その直後だった。

　電器店と金物屋の間の路地から、いきなり飛びだしてきた何か──獲え物ものを襲おそう熊くまくらいの勢いで突とつ進しんしてきた何者かに激げき突とつし、猛もう烈れつに吹ふき飛ばされたのだ。

　クルマではなくクマだと思ったのは、それが自動車ほどの質量を感じさせるものでもなく、また金属のように硬かたくもなかったからだ。もっともこんな町中に熊が放し飼いにされていると考えるのは無理がある。それも、やわらかくていい匂においのする、ほっそりとした手足の、身長１６０センチ未満の熊が、だ。

　いくら相手が真横から無む鉄てつ砲ぽうに走ってきたとしても、携帯電話に目を落としていなければ、簡単によけられたかもしれない。いや、たとえぶつかったにしても、それがただの女子高校生であれば、こうも派手にはじき飛ばされただろうか。

　とにかく、である。

　交通事故に遭あった人の体験談のとおりに、視界から色しき彩さいが失われ、味気ない空がスローモーションで近づき、そして遠ざかっていった。自分の体が歩道から車道へと弧こを描えがいて落下していくのが、不思議と他人の視点で見るように理解できる。

　このまま放物線に従って飛行するとどうなるのだろう？

　通勤時間の車道のど真ん中に落ちるのだから、その後は推おして知るべしだ。ちょうど今、交差点を曲がってきたトラックなど、タイミング的にぴったりではなかろうか。

　しかし運命は、入学初日に衆しゆう人じん環かん視しの中で未来ある若者が悲ひ惨さんな死を迎むかえることを望んではいなかったようだ。

「あうにゃい！」

　こんにゃくでも嚙かむような声と同時に、がくん、と体が空中に止まった。

「──うっぐぇっ」

　強ごう引いんにねじ曲げられた慣性の法則がその不満を人間に代弁させたような、そんなうめき声が喉のどから漏もれた。

　学生服の詰つめ襟えりに首をしめられる苦しさを意識する暇ひまさえなく、ふたたび視界が大きく回転し、今度は逆の方向、つまり車道から歩道へと体が運ばれていく。

　そのままの勢いで歩道に叩たたきつけられれば、それはクラクションとともに通りすぎていったトラックのタイヤで体を踏ふんづけられるのと同程度の悲劇を意味しただろうが、幸いそうはならなかった。

「ほっ……と」

　ぐるぐるぐるっ、と陸上のハンマー投げでやるのとは反対に何度か回転することで勢いを殺し、彼女は右手でつかんだもの、つまり比ひ較かく的背せ丈たけに恵めぐまれた高校一年の男子の体を穏おん便びんに地面へともどしたのだった。

　母親が赤ん坊ぼうを立たせてやるようにそっとではなかったが、猫ねこの首根っこをつかんで縁えん側がわに降ろしてやるくらいには丁てい寧ねいな扱あつかいと言えた。

　何しろ、はげしく咳せきこみながら膝ひざをつき、確かく認にんしたかぎりでは、体には手も脚も頭もちゃんとついているのだ。信号待ちをしていた周囲の学生がみんな口を半開きにして突つっ立っていることからして、短時間のうちにどのような劇的な救出劇が行われたかは想像にかたくない。

「あの、らいじょぶれすか？」

「あ、あぁ……だい、じょぶ……げほっ」

　あいかわらずもごもごと聞き取りにくい声で尋ねる彼女の両りよう脚あしは、黒いパンティストッキングでまだ寒い春の空気から守られている。その二本の細い脚の間から、車道が見える。

　もっと正確に言うならば、車道に落ちてぺしゃんこになった最新型の携帯電話だ。

「なん……だと……」

　肉体的な苦痛とは無関係な涙なみだで視界がぼやけてきた。

「あのぉ……ろこか痛いんれすか？」

　もごもご声が一段と気き遣づかわしげな口ぶりになるのと同時に、ストッキングの両りよう膝ひざがすとんと落ちて、一いつ瞬しゆん、拡ひろがったスカートの内側がのぞいた。

[image: ]

　しゃがみこんだ彼女の心配そうな表情が眼前に現れ、そして、そのもごもごの理由を知る。

　彼女はパンを──マーマレードをたっぷりと塗ぬった食パンのトーストを、口にくわえているのだ。

　まさか、この世の中に、パンをくわえながら走って登校する女子高生が存在するなど、誰だれが信じるだろう。そして、その彼女とぶつかり、自動車事故さながらに吹き飛ばされ、さらに子猫をつかまえるように軽々と助けられるなんてことが起こりえるのだろうか。

　だが、彼女の顔を見た瞬間、そんなことはどうでもよくなってしまった。まだ残る喉の違い和わ感かんや壊こわれた携帯電話のことも、だ。

「ふぃまへんぐっ……すいません。ものを食べるの慣れてなくて」

　口の中に押しこんだパンを力任せに嚥えん下かし、照れ笑いを浮うかべる彼女は、冬服のセーラー服に真っ赤なマフラーを巻き、中学から使っているものらしいよれよれの革かわ鞄かばんをさげている。

　肩かたに触れぬほどの髪かみは黒曜石の色、肌はだは蠟ろう燭そくのように白い。高校生にしては幼く見えるが、それは作り物のように整った顔立ちと大おお粒つぶの瞳ひとみのせいかもしれない。

　いや、顔かたちなど問題ではない。

　重要なことは、この顔がはじめて見るものではないということだ。

　全身の筋肉がひきつり、痙けい攣れんし、喉に吸いこんだ空気が恐きよう怖ふの悲鳴になる。生命にかかわる危機に直面した人体の反応だ。

「お、おおおまえ……っ。──眞ま子こ!?」

「え……!?」

　差しだした手を荒あらっぽく打ち払はらわれた無礼ではなく、その名前を呼ばれたことが彼女の笑え顔がおをこわばらせたようだった。

　マーマレードの透とう明めいなオレンジ色をくっつけた唇くちびるが、あわあわと空気を咀そ嚼しやくし、妙みように赤味がかった瞳がいそがしく右往左往する。逃とう亡ぼう中の指名手配犯が警官に職務質問されたらこんな反応をするだろうか。

「あ……えーと……えーと、ですね。人ひと違ちがい……じゃないでしょうか？」

「おまえの名前だろ！　小鳥遊たかなし！　眞子！」

　歩道の上を転がるようにして距きよ離りをとり、震ふるえる指先で示したセーラー服の胸には、安全ピンで留められた名札がある。そこに記された、「小鳥遊眞子」の五文字。

　それをすばやく彼女の手が隠かくした。

「同どう姓せい同名の人って、いますよね！」

「ふざけんな！　俺がてめぇの顔忘れると思ってんのか!?」

　ののしるような言葉と敵意丸出しの視線を受けて、しかし小鳥遊眞子はやおら顔を赤らめ、口もとに手をやった。

「あの、それって、もしかして……わ、わたしのこと……？」

「なんでそういう解かい釈しやくになるんだよ……ていうか、おまえ、おぼえてねーのかよ!?」

「いや、おぼえてないっていうか……」

　草食動物の子供が親からはぐれて天敵に追いつめられたような表情で、数秒。

　空中をさまよう瞳の動きから察するに、よほどの葛かつ藤とうがあったようだが、やおら彼女は手を打った。

「いえ、あの、思い出しました！　はっきり！　急に！」

　両眼に大きな決意をたたえ、何度もうなずく。その目が学生服の胸にある「指宿」の文字を捉とらえて、不意に曇くもった。

「ゆび……ゆびやど？　さん？」

「いぶすき、な」

　指宿いぶすき孝たか晴はる。

　それが彼の名前だ。

　そして小鳥遊眞子は、彼のもっとも嫌けん悪おする名前だった。




　指宿家に男の子が生まれたのが、今から十六年前。

　そして、隣となりの空き地に小鳥遊という家族が家を建てたのがその二年後。

　小鳥遊家には当時二歳になる女の子がいた。

　ふたりはともに近所の幼よう稚ち園えんに通い、同じ小学校に入学し、隣りん家かという関係上、当然ながら私生活でもいっしょに過ごす時間が多かった。

　男の子はこれといった才能もなく、ただ健康だけは損そこなわずに育ったが、女の子は目をみはるほどの容色に恵まれ、それ以上にその個性で大人たちの注目を浴びた。

　いや、大人たちよりも本当の彼女を知っていたのは、周囲の子供たちだった。

　たとえば、幼稚園のおやつの時間。

　年長組の男児にみかんゼリーを取りあげられた眞子がしたのは、次の日のおやつの時間、その男児をカッターナイフで脅おどしつけ、ビスケットを奪うばい取るという報復だった。

　そのビスケットを食べるのではなく、目の前でぐしゃぐしゃに踏みつぶして相手に食べさせたという部分に、眞子を知る人々は彼女らしさを見いだすだろう。

　小学二年生のときだ。

　眞子の体操着がなくなったことがある。

　ホームルームでの担任のお説教の甲か斐いもなく事件は迷めい宮きゆう入り。だが眞子はその観察力と推理力、そして並はずれた執しゆう念ねん深さで犯人の女子を特定し、返へん却きやくを要求──したりはしなかった。

　ただプールの時間にその女子の水着にライターで火をつけ、裸はだかのまま消しよう毒どく槽そうに沈しずめて溺でき死し寸前に追いこんだだけである。

　そして小学五年生の夏休み明け。

　自由研究の発表で眞子が見せたのは、生きたネコの解かい剖ぼうだった。

　さすがに教師総出で不幸なネコを救出し、カエルを身代わりに差しだすことで彼女を納なつ得とくさせたものの、実演された解剖中に孝晴をはじめクラスメイト全員が味わった精神的苦痛は計り知れない。

　男友達の間で、小鳥遊家のインターホンを押して逃にげきるというのが最高の勇気の証あかしとされていたのも当然のことだろう。

　それは「マコポンダッシュ」と呼ばれる死のゲームだ。

　孝晴は幼なじみだけにクラスの誰よりも眞子の怖こわさを知っていたが、昼休みのドッヂボールで負けた罰ばつゲームでそれをやらされたことがある。

　断れば、弱虫、ヘタレ呼ばわりはまだしも、

「タカハル、おまえマコのこと好きなんだろ？」

　この言葉が飛んでくる。

　事実無根であったとしても、それが噂うわさとなって拡がってしまえばおしまいだ。恰かつ好こうのネタとして半月はからかい倒たおされるのは疑いない。直接は眞子に手を出せない男子たち、冷れい淡たんな眞子に反感をいだいている女子たち、つまりクラス全員の本来眞子へ向かうべき悪意を肩かた代がわりさせられるわけだ。もちろん、眞子はかばってなどくれないだろう。むしろ不本意な噂が拡散した責任を孝晴に求めるかもしれない。

　友人一同に背中を押され、孝晴は汗あせばんだ指先で恐おそる恐るインターホンのボタンに触ふれた。

　呼び鈴りんが鳴ると同時に、指示された言葉をそのまま口にする。

「眞子のクソブス！　オトコ女！　カエル殺しのド変態！」

　そしてすぐさま身をひるがえす。その場に二秒以上留とどまるのは危険だ。

　前回、マコポンダッシュに挑ちよう戦せんした隣のクラスの男子は、二階から投げられたボウリングの球をよけそこない、頭を二針縫ぬったらしい。

　ところが、振ふり返った孝晴を待っていたのは、大きな誤算だった。

「排はい泄せつ物のように醜みにくくて、性せい転てん換かん者で、両生類を解剖した性的倒とう錯さく者？」

　血の色のランドセルを背負った眞子が、笑いもせずに立っている。

　今、帰宅してきたところなのだろう。

「いや、あの……ボク、そんなこと言いましたか？」

　膝ひざが震えて、ここが地面だか雲の上だかわからなくなってきた。

　一目散に逃げた級友たちの背中が、あっという間に住宅街を遠ざかっていく。

「独創的な悪口なら、その芸術性に免めんじて見み逃のがしてあげてもよかったけど」

　眞子の両眼のまぶたが半ばまで落ち、右手では彼女が何よりも愛しているカッターナイフの刃はが、カチカチ、カチカチ、出たり引っこんだりしている。

「今日は何して遊ぼっか？」

　その日の遊びはいつにも増して過激なものとなった。

　翌日、クラスメイトたちは孝晴の顔面が教室のゴミ箱に似ていることに気づいた。サッカーボール代わりにしょっちゅう蹴けられて変形したゴミ箱だ。そして髪の毛は壊れた芝しば刈かり機が走りまわったかのように、斬ざん新しんな髪型に変へん貌ぼうしていた。

　孝晴は一日ひたすら沈ちん黙もくを守り、友達もまた何も訊きかなかった。

　右の事件は一例にすぎない。

　そのような日常が小学校を卒業するまで続き、孝晴はいっそ空手でも習って眞子に対たい抗こうするしかないと子供ながら思い至ったのだが、中学に上がると同時に家の都合だとかで眞子は転居することとなってしまったのだった。

　眞子がそばを離はなれてくれるのは、たとえそれが一ミリでも大だい歓かん迎げいだった。その後、孝晴は眞子がいないこの地方都市で平和な三年間をすごしたのち、今日、同じ高校の新入生として不幸にも邂かい逅こうしたというわけである。

　ふたたび眞子の顔を見る日が来たのは、それ自体悪夢なのだが、すでに車道に突つき飛ばされて殺されかけ、新品の携けい帯たい電話を破は壊かいされるという実害が出ている。

　しかし、腹立たしい以上に、何か彼女は──おかしかった。




「おい！　もうちょっと離れて歩けよ」

「へ？　あの、なんかわたし変ですか？　もしかして、く、臭くさかったりとか……!?」

　横を歩く眞子が、突とつ然ぜん、取り乱してセーラー服のあちこちをくんくん嗅かぎまわる。

「そうじゃねぇよ。ただ……」

　この女に近くにいられると、悪お寒かん、動どう悸き、発はつ汗かん、ときに体の震えといった異状をきたすのだった。

　ようするに、こわいのだ。

　もう何年も前のことである。孝晴の脳はそれを不要な（そして有害な）記き憶おくとして処理していたのだが、肉体はそうでなかった。子供の喧けん嘩かでは禁じ手とされていたにもかかわらず眞子が得意とした目つぶしとローブローの痛みや、カッターナイフに反射する蛍けい光こう灯とうの光や、踏ふみつけられた上うわ履ばきの味が、しっかりと刷すりこまれていたのだろう。

　ところが、相手のほうはというと、地球の自転を逆にして時間をさかのぼってもそんな過去は存在しないといわんばかりの態度なのである。

「おまえ、ほんとに昔のこと忘れてるんじゃねーだろな……？」

「いえいえ、ご心配なく！　ばっちり思い出しましたから！」

　疑わしげな孝晴の口ぶりに、眞子は機き嫌げんを取るように手をひらひらさせてみせる。

　思い出した、ということは、やはり忘れていたわけだ。

　仮にも幼なじみと言っていい間あいだ柄がらなのに、そう易やす々やすと忘れたりするものなのだろうか？　孝晴は右手に鞄かばんをぶらつかせ、空いた左手でちょっとあごをなでてみた。成長したにしても三年で別人みたいに変わったとは思えないが……。

　横断歩道を並んで渡わたりながら、孝晴は隣を行く少女の様子を盗ぬすみ見る。

　背せ丈たけはいくぶん伸のびたが、顔かたちは以前とそれほど変わっていない。高校生にしては幼く、中学生と言えばそう見えるだろう。

「………？」

　視線に気づいて、眞子が軽く首を傾かたむけた。

　髪かみがひとすじ、真っ白な頰ほおにこぼれて淡あわい桜色の唇に触れた。かすかに開いた唇の隙すき間まから、歯が真しん珠じゆの色をのぞかせている。

「いや──おまえ、いつこっちに引っ越こしてきたんだ？」

　なんとなくうろたえ気味に顔を背そむけ、孝晴は切りだした。

　奇き妙みようだ。

　小鳥遊眞子は、こんな無防備な表情を他人に見せたりする少女だったろうか。

「つい最近です。ちょっとその、前の中学には居づらくなっちゃって……ちょうど卒業だから遠くの高校に移ったらいいってアルマが」

「アルマ？」

　信号が点てん滅めつしはじめた。

　孝晴が少し歩度を速め、眞子がそれにあわせて足早に白と黒の縞しま模も様ようを踏む。

「あ、うちのメイド、っていうか、いろいろやってくれるお手伝いさんです」

「家政婦みてぇなもんか。そういや、おまえんとこ兄貴とふたり暮らしだったもんな。修しゆう一いち郎ろうさんは元気かよ？」

　修一郎は年の離れた眞子の兄だ。大学で西洋の文化史を教えていると聞いた憶おぼえがある。眞子が学校や近所で何か問題を起こしたとき、頭を下げるのはいつもあの気の弱そうな瘦やせぎすの青年だった。

　眞子が前の中学に居づらくなった理由も、きっと彼が冷や汗をかいてクラスメイトの親や教師の前でぺこぺこしなければならないようなものだったのだろう。

　ところが、眞子の反応は兄のそうした気苦労に見合うものではなかった。

「しゅういちろうさん……」

　眉まゆを寄せ、事問いたげに孝晴を見つめる。

「おいおい……まさかと思うけど、自分の兄貴の名前まで覚えてないわけじゃねぇよな？」

「ああ！」

　横断歩道を渡り終え、向かいの歩道に足をつけるのと前後して、眞子が頓とん狂きような声を上げた。

　いっしょに車道を横断してきた新入生数人がびっくりして振り向く。眞子は赤面し、声の調子を落とした。

「修一郎さん、お兄さんですね。も、もちろん忘れてませんよ」

　まるで他人の兄について話すような口ぶりだ。

「やっぱ、おまえ……変だぞ」

　ひょっとして、さっきぶつかったとき、眞子のほうが頭でも打ってしまったのだろうか。

　変、という表現に、眞子は過か敏びんに反応した。

「そ、そんなことないと思いますよぉ！」

「いや、ある！」

　不自然なほど明るい口調で否定した眞子の言葉を、孝晴のさらに強い否定の言葉が塗ぬりつぶした。眞子の肩かたをつかみ、その場に立ち止まらせる。

「だいたい、なんで敬語なんだよ？　そりゃ、会うのはひさしぶりだけど、おまえ……もっとこう、自分以外の人間すべてを見下してるっていうか……人を人とも思わないようなやつだったよな？」

　孝晴はつい訴うつたえかけるような勢いになった。

「そう……なんですかね？」

「そうだよ！　覚えてねぇかもしんないけど、ガキのころから、俺に馬になれとか犬になれとか靴くつなめろとか死ねとか、よく無茶言ってただろ？　いやだって言うといつもあれ出してさ……そういえば、今日は持ってねぇのかよ？」

「え？」

「カッターナイフ」

「は!?　いやいや、持ってませんよ！　なんでですか！」

「そりゃこっちの台詞せりふだって。おまえ、いつも楯たて突つくやつはあれで黙だまらせてたじゃねーか」

「いや、でも、わたし……えー……そんな危ないことは……してましたか？」

　口もとに拳こぶしを当ててむずかしい顔で自問したのち、自信なさげに答えを求めてくる。

　その頼たよりなげな視線。

　孝晴はカッターナイフの冷たい刃で頰をぺちぺち叩たたかれるよりもぞっとして、半歩身を引いた。眞子にこんな目で見られたことは一度だってない。

　そういえば、眞子の肩をこれほど力を込こめてつかまえたこともなかったはずだ。そんなことをすれば、警告なしに刃物が飛んでくるからだ。

　孝晴は、セーラー服越ごしの感かん触しよくに驚おどろいた。

　あの眞子が、こんなに華きや奢しやな体をしていたとは。

「はいはぁい、そこのふたり。早くしなさぁい。式がはじまっちゃうわよ」

　教師だろう。スーツ姿の若い女性が門もん扉ぴの横で手招いている。気づけば、もうあたりに学生の姿はない。

「急がなきゃ！　えと、ゆび……孝晴くん？」

　眞子が孝晴の手をつかみ、胸の名札をちらと見て、また「指宿」で口ごもったのち、ごまかすように下の名前を呼んだ。

「お、おう」

　思わず拗すねたような声を出してしまった。

　手を引く眞子の意外な力強さに驚いたこともあるが、孝晴を動どう揺ようさせたのは、眞子に手をつかまれたという単純な事実と、彼女の言葉だ。

　たかはるくん？

　これも初めてじゃないだろうか。眞子が孝晴を名前で呼んだのは。

「──はぁい、閉めちゃってください」

　女教師がそう指示したのは、眞子が正門を通過した瞬しゆん間かんだ。

「うおっ!?」

「きゃ……っ」

　自動ドアでもないだろうに、鉄てつ格ごう子しの門が猛もう然ぜんと横よこ滑すべりし、反対側の門柱に激げき突とつする。

　孝晴は後ろへ、眞子は前へと飛びのいて、からくも直ちよく撃げきはまぬがれていた。

「おい、なんだよ！　あっぶねぇな！」

　年長者だとか教師だからと丁てい寧ねいに接する心の余よ裕ゆうはない。もし孝晴がもう一歩前にいたなら、とんでもないことになっていたに違ちがいないのだ。

　幸い、眞子は一歩ではなく、一歩と半分、孝晴より前にいた。ちょうどふたりの間を門扉は横切っていったわけだ。

「ごめんなさいねぇ」

　女教師の謝罪は、どちらに向けられたものだろう。

「ふぅ、びっくりしたぁ……あら？」

　眞子が乱れた髪を手で直そうとして、何度か空気だけをなで、不意に困り顔になった。

「おまえ……手……」

　孝晴は自分の血が勢いよく引いていくのを、雨音のような音と体温の低下で知った。

　一歩と半分の、半分のところにあった眞子の右みぎ腕うでは、肘ひじのあたりからなくなっている。

　門扉と門柱の間に、それがはさまっていた。やぶれたセーラー服の袖そでがだらりとたれ下がって、黒い魚のようだ。

「おい……おい！」

　鉄格子にかじりつき、孝晴は叫さけんだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶかよ!?　じゃねぇよな、救急車……くそ！」

　制服や鞄をどれだけ探しても、出てくるのはつぶれた携帯電話の残ざん骸がいだけだ。

「先生！　早く電話を！」

「はぁい、心配しないで。あなたは裏門から入ってね？」

「俺のことより、怪け我がしてんだぞ、あいつ！」

「はいはぁい、落ちついて。これは通常の処置だから」

　二十代前半の女教師は、近くで見ると外国人のようだった。間延びしたような声の調子は極きわめてやわらかく、横顔にも汗あせひとつ浮うかべた様子がない。

「……小鳥遊眞子ちゃんね。はい、通報どおり。知能あり、生前の記き憶おくも……ちょっとあやしいけど、まぁサービスでＯＫかな。感かん染せん性の有う無むは追々検査するとして、見た感じ凶きよう暴ぼう性も認められないし、イイ子ちゃんねぇ」

　バインダーを開いて何かの書類を確かく認にんし、ボールペンで書きこんでいる。

「通常って……何言ってんだよ！　これのどこが……」

　激痛でのたうち回っているであろう眞子を指さして抗こう議ぎした孝晴は、そこに眞子がもういないことに気づいて、言葉を失った。血の跡あとがわずかに残っているばかりだ。

　視線を巡めぐらし、門柱の近くに彼女の姿を見つける。

「んっ……だめ、抜ぬけない」

「な、何やってんだ、おまえ!?」

　あろうことか眞子は、ちぎれて門扉と門柱にはさまった自分の腕を引き抜こうとがんばっているのだった。

「どうしよう……右手がなくなったら不便だわ」

「今はほっとけ、それは！　いや、大事なもんなのはわかるけど！　そういうのは医者に任せて、おまえ自身はもうちょっと安静にだな！」

「あら、きみ、その子はねぇ」

　女教師がはじめて孝晴のほうに顔を向けた。

　彼女の右手が上がり、ボールペンの頭がなめらかな頰ほおに軽く触ふれる。手首の装身具バングルは、トルコ石ターコイズのような鉱石や動物の骨を加工したものらしい。

「そっか、見かけは新しん鮮せんだものね、眞子ちゃん。でも平気なのよ、彼女は。痛くないの」

「え……」

「彼女は、ほら、もう死んでるから」

　孝晴の戸と惑まどいを、女性教師の言葉が決定的な混乱に変えた。

「死んでるって……何言ってんだ？　だって、こいつ……」

　鼻で笑おうとした孝晴の頭の隅すみに、ある答えが浮かんだ。孝晴ならずとも、この日ひ継つぎ市に育った人間なら、それを連想しただろう。幼よう稚ち園えんの棚たなにある絵本や、公民館や郷土資料館の展示物、小学校の社会科の教科書にかならず見つかる、ある固有名詞。

「………」

　それの特とく徴ちようは、まず体が頑がん強きようで力が強いこと（自分より背が高い高校一年生を体当たりで車道まで吹ふき飛ばし、片手で引きもどせる程度に）。

　次に知能の低下、あるいは生前の記憶の欠けつ如じよ（幼なじみの顔や名前を三年かそこらですっかり忘れてしまうように）。

　さらには痛覚などの鈍どん化か（たとえば、ちぎれた腕の痛みを気にもとめない鈍感さ）。

　そしてそれは、多くの目もく撃げき証言によれば腐ふ敗はいの兆候が見られるが、ときに生きた人間と見分けがつかないこともある。

「まさか……」

「──そう。ゾンビなの、眞子ちゃんは」

　女性教師の肯こう定ていを孝晴は聞き流し、校門越しに眞子を見やった。

　ようやく引き抜いた自分の右腕を左小こ脇わきにはさみ、もじもじと居い心地ごこちがよくなさそうにしていた眞子が、言い訳がましい微び笑しようを浮かべた。

「ええと、あの……」

「おまえ……本当に？」

　ゾンビ？

　眞子の、今あらためて見るとくすんで血色のよくないくちびるが──おそらく肯定を告げるために──動いたとき、自動車の排はい気き音とタイヤがアスファルトを摩ま擦さつする音が、孝晴の視線を背後へと誘ゆう導どうした。

　振ふり返った孝晴が見たのは、急停止した二輌の黒いバンである。

　一見、霊れい柩きゆう車しやと勘かん違ちがいしかねないその車体に、白いわかりやすい文字で「日継市役所衛生管理課」と記されているのを、孝晴の目は認めた。それとほぼ同時に、後部ドアが開き、大勢の黒い影かげを吐はきだす。

　頭部をヘルメットとゴーグルつきのガスマスクで守り、アサルトライフルなどという物ぶつ騒そうな代しろ物ものを手にしたその群れは、防ぼう弾だんベストの市章がなければ、警察の特とく殊しゆ部隊に見えただろう。

「な、なっ、なんだよ……!?」

「だいじょうぶよ。彼らは衛生管理課の保護回収班。つまり市役所の職員さんね。再活性者を回収するために来てくれたの」

　女性教師が保証したように、黒ずくめの武装集団には無む辜この高校生を蜂はちの巣にするつもりはなさそうだった。無数の銃じゆう口こうが向けられたのが、四し肢しを硬こう直ちよくさせて門扉にへばりついた孝晴ではなく、その背後だということでも、それは明白だ。

「あら、まぁ……なんだか昔を思い出すわ～……」

　眞子がかすれた笑いをこぼした。無抵てい抗こうを表すつもりだろう、両手を──つまり、ちぎれた自分の右腕をにぎった左手を挙げ、立ちつくしている。

　部隊の一部は、校門の向こう側にも待機していたものらしい。慎しん重ちように距きよ離りをとった十人ばかりの隊員が、銃床ストツクを肩かたに当て、同士討うちにならないよう扇おうぎ形がたに眞子を取り囲んでいた。

「それじゃ、眞子ちゃん。いっしょに来てくれるかな？」

「あのぉ、念のためにお尋たずねしますけど、お断りした場合は……あ、いえ、仮に！　仮にの話なんですけど！」

　女性教師の指示を受けていったんは上へ逸それたいくつもの銃口が、ふたたび頭部へ狙そ点てんを移すにおよび、眞子はあわてて手を振った。

　やわらかなミルクティーの色をした髪かみに指を通し、女性教師は残念そうに嘆たん息そくした。

「……そうねぇ。その場合、行き先がちょっと変わるけど、結果的にいっしょに来てもらうことには変わらないの。──火か葬そう場ばに予約入れてくれます？」

「了りよう解かい」

　彼女に言葉をかけられた衛生管理課の隊員が、胸の無線機を手に取る。

「あーっ、待って！　待ってください！　行きます！　すごく行きたいです、わたし！　もちろん自分の意志で、はい！」

「ありがと。協力的で助かるわぁ」

「はは……わ、わたし無害なゾンビですから」

　ひきつった愛想笑いで応じ、眞子は銃で背中をつつかれながら教員用の駐ちゆう車しや場に向かった。そこに駐車してある、これも真っ黒な護送車の後部ドアへと彼女が消える寸前、ようやく孝晴は気を取りもどした。

「……おい、眞子！」

　ドアのステップに片かた脚あしを踏ふみだした眞子が、ちょっと振り向き、微笑ほほえんだ。

　はにかんだその表情には、不安こそあれ、危機感はそれほどないようだ。まるで下校時間に友達と別れるときみたいに、ちぎれた右腕をにぎった左腕を振る。

　その姿が、閉じたドアによって孝晴の視界から奪うばわれた。

　がらがらと音をたてて正門が開き、装そう甲こう車といっても通用しそうな護送車が孝晴の眼前を行き過ぎる。鉄てつ格ごう子しと金かな網あみが二重になった窓からは、眞子の姿は見えなかった。

　排気ガスを浴びて立つ孝晴には目もくれず、保護回収班の隊員たちは軍隊アリの規律を保ったまま、ふたたび二輌のバンに吸いこまれていく。

「はい、きみの鞄かばんでしょ？」

「……ああ」

　砂すな埃ぼこりをはたいてから女性教師が差しだした学生鞄を、孝晴はぼんやりとして受けとった。今起きたことが、まだ頭の中で整理されていない。

「眞子のやつ、これからどこに……？　ていうか、ほんとにゾンビなんかが……」

「あら、気になるのかな？　ゾンビのことをもっと知りたい、将来ゾンビに関かかわるお仕事に就つきたい、そんなきみには……はい、どうぞ！」

　突とつ然ぜん、孝晴の眼前が真っ白に塗ぬりつぶされた。

　両目の焦しよう点てんが合うにしたがい、それがなんであるのかが孝晴にもわかった。女性教師が横から突つきだした一枚の書類だ。

　──私立椛祢かばね学園特別練れん士し高等学校転入願書。

　上質な紙に、そう記されている。

「眞子ちゃんもそこに転入するの。ちょっと変わってるけれど、いい学校よ」







　一　スクール・オブ・デッドコースター。







　土日をはさんだ月曜日。快晴。

　その午前八時四十九分。

　私立椛祢かばね学園特別練れん士し高等学校の入学式の開会時間は、速達で自宅に届けられた案内状によると、午前九時からである。

　入学式の会場となっている体育館の出入口には、小さな人混みができていた。そこで受付に案内状を渡わたし、代わりに名札やプログラムを受けとるのだ。

「一年……五組か」

　封ふう筒とうから出した案内状にきちんと自分のクラスが記入されていることを確認し、孝たか晴はるは軽い安あん堵どを覚えた。

　父親がパソコンのメールで転入の手続きを申し入れたのは金曜の深夜のはずだが、学校側は素す早ばやく対処してくれたようだ。孝晴はすでに他ほかの高校の生徒であり、転入という形なので入試は免めん除じよされたが、ここまで簡単に入学が認められたのは何か理由がありそうだった。

　母親が夭よう折せつしてから、十五年間、男手ひとつでひとり息子を育ててきた父親は、市内でも指折りの進学校からこの椛祢学園への転校に、とりたてて反対することはなかった。

「椛祢か。あそこは、おまえ、ちょっと変わってるぞ？」

「そりゃそうだろうよ、ゾンビなんかが入学させられるんだからな」

「ま、そこまで知ったうえでおまえ自身が決めたことだ。好きにしたらいい」

　缶かんビール片手に新聞の夕刊をめくりながら、父親があまりにあっさりと首を縦に振ったため、かえって孝晴が驚おどろいたくらいだ。

「それに、おまえは眞ま子こちゃんと仲よかったからな。幼なじみの女の子と同じ高校でイチャイチャしたいという若者の気持ち、おじさんもわからんでもない」

「わかってねぇよ！　仲がよかった？　眼科、いや、脳神経外科行ってこい！」

　よりにもよって、あの加か虐ぎやく性愛者（しかも今はゾンビときた！）とイチャイチャなど論外である。目的はひとつ、仕返ししかない。

　ゾンビだというなら好都合だ。多少手て荒あらなことをしても痛みはなかろうし、まかりまちがっても死んだりはしないはずだ。おまけに記き憶おくがあいまいで、血の気が多い性格もどこかに置き忘れてきてしまったらしい。

　長年、眞子の足もとにひれ伏ふしてきた屈くつ辱じよくと敗北の歴史はおわりを告げるだろう。全面的な勝利が約束されているといっても過言ではなかった。

　大人げないと思ってはいけない。いや、大人げないのは事実であるが、このような短たん絡らくきわまりない行動を選せん択たくさせるほど、孝晴が眞子から受けてきた仕打ちは無む惨ざんなものだったのである。よってこれは、法に代わってみずからおこなう正義の制裁なのであった。

「くく……修学旅行で買っといてよかったぜ。待ってろよ、外げ道どう！」

　かくて孝晴は、京都のみやげ屋で購こう入にゆうした木刀を撫ぶしつつ、血に飢うえたまなざしで入学式の会場となっている体育館に足を踏み入れたのである。

「ま、俺も鬼おにじゃねーからな。今までの悪逆の数々を素直に詫わびるってんなら、女相手にこんな物騒なもんは……」

　そんなことをぶつぶつ漏もらしながら、木刀片手でにやついている男子生徒は、通常ならば入り口で教師に止められるか、警備員につまみ出されるのがオチだろう。ところが、上級生とおぼしい受付の女子生徒たちは、木刀については一言の注意もなく、さわやかな笑顔で孝晴を歓かん迎げいしてくれた。

「ご入学おめでとうございます。五組の……指宿いぶすきくんね。はい、名札とプログラム。それから、うしろ気をつけてね」

「え？　……っと」

　振ふり向いた孝晴があわてて身を引くのと、入り口から巨きよ大だいな風ふ呂ろ桶おけが突っこんできたのはほぼ同時だった。

「じゃまだぞ、そこの一年！」

「どいた、どいた！　ほら、通してくれ」

　風呂桶といっても、四角い立方体や楕だ円えん形のバスタブではない。時代劇に出てきそうな、巨大な木桶だ。それを制服姿の男子生徒が数人がかりで運んでいるのである。

「……なんだ、これ」

「だめ、触さわっちゃ！　それをはがすと、ドえらいことになっちゃう！」

　桶の蓋ふたに貼はりついている紙の御お札ふだに何気なく手を伸のばした孝晴は、受付嬢じように袖そでをつかまれ、その手を引っこめた。

「まだほかの荷物も通るから、道開けてくれ！」

　生徒会の腕わん章しようをつけた先導役の男子生徒が声をあげ、入り口やその近辺にたむろしている新入生を左右に散らそうとする。そうこうするうちに、滑かつ車しやのついた台車がいくつも、それぞれ生徒に押されて、渡り廊ろう下かからビニールシートの敷しかれた出入口へと飛びこんできた。

「台車は段差に気をつけろよ？　ひとつでも壊こわしたら追試じゃ済まないぞ」

　風呂桶を先頭に、行ぎよう儀ぎよく直立した人体模型、ホルマリン漬づけの脳を抱いだいたガラス瓶びん、銀の皿に鎮ちん座ざする心臓、水すい槽そうの中で揺ゆれる浮うき草のような植物……そんな品々ががらがらと騒そう音おんをまいて行進する。それを見守る孝晴やその他大勢の新一年生たちは、さながら武ぶ鑑かん片手に大名行列を見物するお上りさんといったところだ。

「脳みそにミイラに……ありゃあ心臓かよ？　まさか本物じゃ……」

「いやいやいや、さすがに作り物っしょ？」

　思わず眉まゆをひそめた孝晴の独白を、横からの声が否定した。

　灰かい白はく色しよくのセーラー服、つまり椛祢学園の制服の上に、青色のカーディガンを羽織った女子生徒だ。校章の色からすると新入生のようだが、すらりと背が高く、こちらに動かした視線は孝晴の目の位置とそれほど変わらない。音楽を聴きいていたらしく、両手で頭から移動させたヘッドホンを首にかける。

「だって動いてたもん」

「は？」

「だから、心臓が！　お盆ぼんの上で鼓こ動どうしてたの！　どくん、どくん、って。作り物でなきゃ、心臓だけで動くわけないじゃん？」

「手術なんかで取りだした直後なら、しばらく動くんじゃねぇかな」

「勘かん弁べんしてよ！」

　女子生徒が露ろ骨こつに顔をしかめた。ヘッドホンの下になった髪かみを手ですくい、肩かたに流す。クリーム色に近い金きん髪ぱつが軽かろやかにうねり、いい香かおりが漂ただよった。

「だいたい本物の心臓なんてなんに使うのよ？　入学式で闇やみの儀式的なモンでもはじまるってわけ？　いくらこのガッコに変な噂うわさが多いからって、そりゃないでしょ」

　孝晴自身、まさか医務室で生徒が胸を裂さかれ、その新しん鮮せんな心臓がこれから悪あく魔まに供せられようなどとは思っていない。だが、彼女の言う変な噂とやらには興味があった。わずか三日前に転入を決意した孝晴より、彼女はこの学園の事情にくわしいだろう。

「なぁ、その噂ってどんな……」

　孝晴の問いかけは、耳ざわりな車輪のきしみと衝しよう突とつ音にさえぎられた。

「おい、気ィつけろや！」

　水槽を載のせた台車が、こちらに背を向けていた大おお柄がらな男子生徒の腰こしにぶつかったらしい。

　立派な剃そり込みを入れた坊ぼう主ず頭あたまに、ほとんど無毛の眉、そしてまくった袖からのぞく二の腕うでの入れ墨ずみ。高校の制服を身につけていなければ、暴力団の構成員かそれを取り締しまる刑けい事じのどちらかにしか見えなかっただろう。

　台車を押している上級生たちはこういった手合いには慣れっこのようで、かまわずに前方のステージのほうへと去ってしまう。男子生徒も一言二言罵ば声せいを浴びせた程度で、その場はそれで収まるはずだった。

　しかし彼は気づいていなかった。先ほど、彼が台車とぶつかった拍ひよう子しに、近くを通りかかった別の生徒を突き飛ばしてしまったのだ。

　相手は彼の体重の半分もなさそうな小こ柄がらな女子生徒だ。綿わた埃ぼこりみたいによろめいて、並べられたパイプ椅い子すのひとつを巻きこんで膝ひざをついた。

「──眞子！」

　孝晴は思わず叫さけび、あたりの生徒を押しのけた。だが、木刀をにぎる手に力をこめて数歩も行かぬうちに、自分の勘かん違ちがいに気づく。

　眞子は華きや奢しやで高校生の平均よりもいくぶん背が低いが、床ゆかに四つん這ばいになっている女子生徒はさらに一回りは小さかった。楽器か何かを収納したものか、ひどく重そうな革かわ鞄かばんの把とつ手てをしっかりと小さな手でにぎっている。

「……だいじょぶかよ？」

　人違いだったからといって、見過ごすわけにもいかない。孝晴が差しだした右手を、相手は不思議そうに見つめた。表情はわからない。チャコールグレーのフードが彼女の顔を影かげに沈しずめているからだ。ワンピース型のセーラー服の上から少女の肩を抱いたコートは、いやに素っ気なく、さながら修道士の装しよう束ぞくに見える。

「ほら、しっかりしろって」

「………！」

　戸と惑まどう女子生徒の手を強ごう引いんにつかみ、引っぱり起こす。その瞬しゆん間かん、孝晴の手が電極に変化した。彼女の四し肢しが痙けい攣れんし、青白いくちびるがわななき、そして背筋が硬こう直ちよくする。

「お、おい……」

　ボウリングのピンみたいに固まってしまった女子生徒の顔の前で、孝晴は手を振ってみたが、反応がない。フードの奥で彼女の顔が茹ゆでダコみたいに紅潮していることを、孝晴は見すごした。

　まぁ自分の足で立ってるようだし、ほっといても問題ないか……。そう結論づけ、あらためて眞子の姿を探そうとしたときである。

「おいおいおォい、そこのガキ、てめェ。当てつけかよ？」

　苛いら立だちと揶や揄ゆの混じった声が、背後から聴ちよう覚かくを刺し激げきした。振り向く前に、周囲の生徒たちの表情で、そのいがらっぽい声の持ち主がだれなのかはわかった。

　案の定、先ほど女子生徒を転ばせた剃りこみ頭の男子生徒だ。自分が転てん倒とうさせた相手を、横から助け起こしたのが気にさわったとみえる。それなら自分で助けてやればいいと思うのだが、この手合いにそういう親切心を期待するのはお門かど違ちがいだ。

「いるんだよなァ。大勢の前でいいカッコしたがる野や郎ろうってのが。女に手ェ貸して、いっぱしの優等生気取りか？」

「おまえこそ、入学式だからって張り切ってんだろ？　オレさまの怖こわいところみんなに見せちゃおう、って鼻息荒あらいのが見え見えなんだよ」

「て、てめェ……！」

　剃りこみ頭の顔面がゆがみ、朱しゆが射さした。

　孝晴は木刀で肩を叩たたき、相手を見すえる。こんな強面こわもての不良ひとり、眞子にくらべればなんでもなかった。この剃りこみ頭もかなり体を鍛きたえているのだろう、そのごつごつした拳こぶしを見るかぎり、殴なぐり合いになれば孝晴に勝ち目は薄うすい。だが、眞子ならこんな悠ゆう長ちような恫どう喝かつなどしないで、とっくにカッターナイフで斬きりつけている。この男には眞子のような、へたをしたら殺されるという怖さは感じなかった。やる気なら堂々と応じるまでだ。

　ところが、その状じよう況きようが変わった。

「オス、西にし沢ざわさん！　買ってきやした」

「おう、遅おそかったな、アキ」

　剃りこみ頭がアキと呼んだのは、ひょろりとした長身の男子生徒だ。火事場から逃にげだしたようなアフロヘアと口をぐるりと囲むヒゲが目を惹ひいた。彼以外にも、パンチパーマやら脱だつ色しよくした坊主頭やらリーゼントやらが、ざっと七、八人、人ひと垣がきを分けて現れる。

「すんません。購こう買ばいやってなかったんで、外のコンビニまで……。どうぞ、いちごミルクとクリームパンと、あとハイチュウのブルーベリー味っす」

「ば、バカ野郎！　でけェ声で言うんじゃねェよ！　そういう……いちごミルクとか、クリームパンとかいうことをよ……」

「す、すんません！」

　ビニール袋ぶくろを引ったくり、アキの頭を平手で殴りつけた西沢は、ばつが悪そうに孝晴や周囲の生徒たちをうかがう。

「な、なんだボケ、その目はよォ……。こ、これはべつに、俺の遅めの朝食じゃねェんだよ。つまりアレだ……母ちゃん、そう、母ちゃんに買い物頼たのまれてたんだよ！」

「あれ？　そうだったんスか、西沢さん。でもおフクロさん、昨日から町内会の温泉旅行だって……」

「お、おまえは黙だまっとれ、アキ！　ボケェ！」

「す、すんません！　すんません！」

　西沢に怒ど鳴なりつけられたアキが、メトロノームみたいにぺこぺこする。まわりの新入生の間から、失しつ笑しようが漏もれた。

　しかし、孝晴は笑うに笑えない。相手がひとりならまだしも、こういっぺんに人数が増えてしまっては顔もひきつろうというものだ。

「くそっ、群れで行動してるからいやなんだよ、こういうやつらは……」

　左ひだり肩かたにかけていたスポーツバッグを床に下ろし、両手で木刀をかまえる。使うつもりはなかったが、この戦力差なら卑ひ怯きようとは言われまい。どうせ多勢に無勢、ボロ雑ぞう巾きんにされるのは目に見えているのだ。多少でも相手の手を焼かせてやりたかった。

　切きつ尖さきを向けられた西沢も、それを咎とがめはしなかった。

「かまわねェぜ。俺らも使わせてもらうからよォ」

　前をはだけた制服の内うち懐ぶところから、いかつい右手が木の棒を取りだした。いや、そうではない。西沢が鯉こい口くちを切れば、そこにのぞいたのは白々とした刃はの光ではないか。──白木造りの長脇差しドスだ。

　見れば、西沢ばかりではない。アキは忍にん者じやが使う手てつ甲こう鉤かぎを両手に装着し、リーゼントは捕とり物でおなじみの刺さす叉また、パンチパーマは三尺はありそうな胴どう太た貫ぬき、さらにはアフリカの投げ斧おのや中国の三さん節せつ棍こん、とどめは火ひ縄なわ式の抱かかえ大おお筒づつが登場するのを目まの当たりにして、孝晴は立ちくらみに襲おそわれた。

「……待て！　ちょ、ちょっと待て！」

　声が裏返ったのは、この状況ではやむをえないだろう。

「なんだよ、それは！　もうちょっとこう……金属バットとか自転車のチェーンとか、高校生らしいもんで来いよ！」

「はァ？　おめェ、椛祢ここに入学しといて、何眠てェことぬかしてんだ？　こういう人斬り道具で闘やりあうのが、俺らの目的だろ？」

「な、何言って……」

　西沢のあきれ顔からして、ただの脅おどし文句ではなさそうだった。周囲の新入生たちも、傷害事件を飛び越こして殺人事件に発展しそうなこの光景に、それほど驚おどろいてはいない。

「喧けん嘩かなら外でやれよー」

「ひとりに大勢でみっともないわよ！　タイマンでいきなさい、タイマンで！」

　何人かが西沢や仲間たちをなじるが、それは単純に彼らを煙けむたがっているといった風ふ情ぜいで、肝かん心じんの武器の所持について非難するような者はいなかった。

　孝晴は動どう揺ようした。

　不良たちもそうだが、見物している新入生たちもどこかおかしい。すくなくとも、孝晴が知ってる同世代の少年少女とはちがう。

　西沢が長脇差しの白はく刃じんに窓からの陽ひ射ざしを吸わせ、その光を舌でなめ取った。

「ま、命タマまで奪とろうたァ言わねェよ。そうだなァ、そこに手ェついて詫わび入れてもらおうか？　頭で床にワックス掛がけするみてェに、丁てい寧ねいにな」

「ありゃァ、西沢さんは甘あめぇなァ。さすがァ〝菩ぼ薩さつの西沢〟だァ」

「ふっ、よせや、アキ。めでてェ日に血ィ見たくねェってだけよ」

　手下の阿あ諛ゆを受け、西沢が相そう好ごうをくずす。すでに勝った気、いや、もとより喧嘩をする気さえないのだ。数と凶きよう器きで生意気な同級生を屈くつ服ぷくさせることで、自分たちの力を誇こ示じしようというパフォーマンスにすぎない。

「だれが頭なんぞ下げるかよ……」

　孝晴は吐はき捨てた。こっちに落ち度がないのだから、非を認める理由がない。

　だが、内心ひるむものがあった。

　俺が眞子にやろうとしてるのも、こいつらと同じじゃねぇのか……？

　もちろん、眞子に非がないなどとは、天地がひっくりかえっても言わせない。だが、彼女は昔のことをほとんど憶おぼえていないのだ。そんな相手に木刀をちらつかせて謝罪を強要するなど、はたから見ればさぞかし下げ劣れつな行こう為いだろう。

　孝晴の声が萎なえたのを察して、西沢はあと一押しと踏ふんだようだ。

「オラ、早くしろよ！　式がはじまっちまうぞ、コラ。おめェもこんなダセェことで目立ちたくねェだろ？　スパッと土下座ゲザって──」

「先生～、こっちこっち！　ほら、コイツら！　なんか喧嘩おっぱじめようとしてますよ～！」

　割って入った大声に、西沢がぎょっと身をこわばらせた。

　見物人の向こうで、背の高い女子生徒が大きく両手を振ふっていた。ステージに近い教員席には、校長はじめ数人の教師が腰こしかけている。

「……ケチがついちまったな。行くぞ、アキ」

「へ、へい！」

　長脇差しの刃を鞘さやに納め、西沢がきびすを返す。アキをはじめ、取り巻き一同がそれぞれの得物を懐や鞄かばんにしまいこみつつ、あわててそれに従った。

　周囲の生徒たちを押しのけ、彼らが座席のほうへと去るのを見とどけ、孝晴は木刀の切尖を地面に向けた。野次馬も半分安心、半分拍ひよう子し抜ぬけといった体ていで散っていく。

　ようやく力を抜いた孝晴の肩かたに、横からたおやかな手が置かれた。

「いやいや、災難だったねぇ、お兄さん」

　小気味よい語気で、そうねぎらうのは例の金きん髪ぱつ少女だ。彼女が教師を呼ぶふりをして一ひと芝しば居い打ってくれたのである。

「助かったぜ……。あのままなら、わりと本気でやばかった」

「ま、気にしない、気にしない。クラスメイトのよしみってことで」

「クラスメイト？」

「そ！　五組でしょ？　アタシ、宮みや川がわ瑠る佳か。ヨロシクね」

　孝晴は木刀を左手に移し、差しだされた右手を握にぎった。握りかえす彼女の手指はやわらかく、適度な力がこもっていた。

「ああ、よろしくな。俺は……」

「ゆびやど？」

「いぶすき！」

　胸の名札を見て、三日前に同じ読み間ま違ちがいをした人間（元人間というべきか？）がこの体育館のどこかにいるはずだ。探さなくてはならない。

　だが、探しだしてどうしようというのだろう？　さっきまで燃えさかっていた復ふく讐しゆう心しんは、今は小さな炭火となってくすぶるだけだった。

「ね、この子、アンタの知り合い？」

「あ？　いや、知らないやつだけど？」

　瑠佳が指さしたのは、フードをかぶり、楽器箱をさげた小こ柄がらな女子生徒だ。

　彼女のまわりだけ、時間が凍こおりついていた。先ほど、孝晴が助け起こしたときの姿勢のまま──つまり、右みぎ腕うでを前に突つきだし、顔を真っ赤にして歯を食いしばり、全身の筋肉を硬こう直ちよくさせたまま、少女は棒立ちになっている。

「どしたの？　この子」

「俺が訊ききてぇよ」

「ふぅん。……もしもーし。式はじまっちゃうよー？」

　瑠佳が女子生徒の顔の前で手をひらひらさせ、それでも無反応と知ると、彼女の小さな肩をつついた。その途と端たん、彼女の体がぐらりと傾けい斜しやする。

「わ、何!?　ちょっと！」

「あっぶねぇ！」

　伐きり倒たおされた枯かれ木きのようにゆっくりと傾かたむく彼女の体を、孝晴と瑠佳が両側から受けとめた。床ゆかに激げき突とつすることは回かい避ひできたものの、ふたりの救助者は膝ひざをついて大きく息をつく。

「ふぅ～……なんなのよ？　コイツ。指宿、アンタなんかした？」

「知らねぇよ！　なんか朦もう朧ろうとしてるみてぇだけど……体の具合悪いのかもな」

「ひょっとして、女の子の日？」

「おまえな……そういうことをな……男の前でな……」

「あらら、失礼。見かけによらず紳しん士しなんだねぇ、お兄さんてば」

　赤面する孝晴に、瑠佳はにかにか笑ってみせる。猫ねこみたいに屈くつ託たくがない。凛りん如じよとした顔立ちも、どこか気まぐれそうで、猫に似ていた。

　その顔がかなり近い距きよ離りにあることに気づき、孝晴は目を伏ふせた。

「このままほっとくのもまずいよな」

「だね。とりあえず、じゃまになんないとこに寝ねかしとこっか？」

「そうだな。あとで先生か先せん輩ぱいに言って、医務室につれてってもらえばいいか」

　ふたりは少女の体と楽器箱を体育館の壁かべ際ぎわに移動し、床に横たえた。冷たい床板にそのまま寝かせるのは少々気の毒なので、孝晴は学生服の上着を脱ぬいで、それを敷しいた。

「何もないよりはマシだろ」

「いいとこあるじゃん。ほんじゃ、かけ布ぶ団とんはアタシが提供するよ」

　瑠佳が自分のカーディガンで少女の体を覆おおう。そのポケットからキャラメルやキャンディがぼろぼろ落ちたのを、瑠佳はしゃがんで拾いながら孝晴を見上げた。

「アタシは制服だからいいけどさ、アンタはシャツ一枚で寒くない？」

「まー、ちょっとな。コート着てくりゃよかったかもな」

　ブルゾンでも入れっぱなしになってないか、とスポーツバッグを開いて中をまさぐった孝晴の手が、大きな布のかたまりをつかみ上げた。長さ４０センチほどの太い棒状で、途と中ちゆうでゆるやかに湾わん曲きよくしている。

「何それ？」

「親父おやじからの入学祝い。すっかり忘れてた」

　今朝、自宅を出るとき、無理やり持たされたものだ。急いでいたので中身を確かく認にんしてはいないが、受けとったとき、やたら重くて驚いたのを記き憶おくしている。孝晴としては壊こわれた携けい帯たい電話の二代目がほしかったのだが、贅ぜい沢たくは言えない。決して裕ゆう福ふくではない家計に、よけいな出費（どんな高校でもタダで入学を許してくれるわけではないのだ）を強しいたわけだから、なんであろうともらえるだけでありがたく思うべきだろう。

「入学祝いねぇ……千ち歳とせ飴あめとか？」

「こんなでけぇ千歳飴かよ!?　つーか、それは七五三のお祝いだろ」

　なんにしても、包みを開いてみればはっきりする。古いタオル地の布を一気にまくってやると、その内側から黒っぽいものが現れた。ごとり、と床板を叩たたいて転がった〝入学祝い〟を一いち瞥べつし、孝晴は息を吞のむ。

　光こう沢たくのとぼしい金属の円えん筒とうに、よく使いこまれた木製の柄つか。一いつ般ぱん家庭にはまず用がない、ものものしい形状の道具──はっきりいってしまうと、銃じゆうである。

　猟りよう銃じゆうとして使われる水平二連装式の散さん弾だん銃じゆうの銃身と銃じゆう把はを切り詰つめ、小回りがきくように改良したものらしい。引き金が前後にずれて二つついているのは、近距離用と遠距離用、二本の銃身に対応しているのだろう。飴あめ色いろの銃把と先台フオアアームは、胡桃くるみ材に見える。

「これって……」

「………っ！」

　瑠佳が何かを言う前に、孝晴は銃の上に覆いかぶさった。大あわてで布をぐるぐる巻きにして、バッグに押しこむ。冷や汗あせで背中が寒く感じた。ほかの生徒に見られなかっただろうか？

「……千歳飴」

「へ？」

「今、おまえが見たのは千歳飴だったよな？」

「いや、でも……」

「頼たのむ……千歳飴ってことにしといてくれ」

　片手でしっかりとバッグを胸に抱だき、もう片方の手で瑠佳の肩に爪つめを立てるようにして、孝晴は懇こん願がんした。その真っ青な顔色を見て、彼女は不思議そうに目をまたたいた。

「いや、いいけど。そんなん隠かくすことないと思うよ？」

「俺はまだ警察の世話になりたくねーんだよ！　──あのくそ親父！　不出来な息子むすこを刑けい務む所しよに叩きこむ罠わなか、これは!?」

　体育館の天てん井じように、金属音が反はん響きようした。音響機材のハウリングだ。

『えー、では式をはじめますので、新入生およびご来らい賓ひんのみなさまはご着席ください』

　ステージ上に立つ司会役の男性教師がそう告げると、まだ立って雑談していた新入生や数すくない保護者は、それぞれの座席へと移動しはじめた。孝晴も瑠佳とともに五組の席へと着いたが、スポーツバッグをさも大事そうに抱かかえ、木刀を握りしめて、そわそわと左右に視線を投げる様子は銀行の現金輸送車襲しゆう撃げき犯といったところである。

　もちろん、式の内容など頭に入ってこない。校長の挨あい拶さつも在校生代表の祝辞も耳じ朶だを素す通どおりした。ただ司会進行にしたがって起立と礼と着席を繰くり返すだけだ。

　そんな孝晴の意識をバッグの中の散弾銃からステージ上に引き寄せたのは、祝辞を述べた生徒会長と入れかわり、マイクをにぎった若い保健医の話だった。

『やぁやぁ、どうも。まずは新入生諸君、ご入学おめでとう。保健医の庄しよう司じ丈じようです』

　あちこちに跳はね返った灰かい白はく色しよくの頭とう髪はつに、唇くちびるに光るピアス。黒いレザーパンツやスウェードのラバーソールといった出いで立ちもふくめ、教きよう壇だんに立つ者としては異色だった。かろうじて白衣だけが、彼の保健医という肩かた書がきを裏打ちしている。

『肩が凝こるような話はもういいよね？　キミたちは再活性者──俗ぞくに言うゾンビについて学ぶために、この学校に来たわけだ。だから、ゾンビの話をしよう』

　ゾンビ。

　そう、ゾンビだ。

　孝晴は顔を上げ、ステージに強い視線を送った。

　自分がここにいるのも、ゾンビという存在のせいだ。眞子との再会が、ごく一般的な、健康な人間同士のものであったなら、ふたりはあのまま平へい凡ぼんな公立高校の生徒となっていただろう。

『まず基本からだ。ゾンビのことを正式には再活性者、もしくは二次活性者というのは知ってるかな？』

「……知ってたか？」

「んー？　いちおうねー」

　隣となりの椅い子すに浅く腰こしかけた瑠佳が、頭に装着したヘッドホンを少し持ちあげ、うなずいた。式に退たい屈くつしているようで、キャラメルの包装紙をはがして口に運んでいる。

『再活性者はその名めい称しようのとおり、いったん死んだ人間や、ときに動物がふたたび活性化したものを指す。簡単に言えば、生き返った死体ってことだ。しかし死体である以上、それは生きているわけではなく、生命活動と呼ぶのはむずかしい。……ま、このへんは学者の間でも意見が分かれるとこなんだけどね。この国の法律上、死人ってことになってるから、ボクらもそれに従うしかないわけ』

「あー、庄司先生。そのへんはデリケートな問題ですので」

『あ、すいません、デリケート・ゾーンに触さわっちゃったみたいで』

　司会役の男性教師に釘くぎを刺さされ、庄司は頭を搔かいた。

『話をもどそう。再活性者の活動を停止させることを、〝重殺〟といい、その処置を執しつ行こうする資格を国から認められた人間を、公認重殺士という。つまり、ゾンビ退治の専門家だね。キミたちはその重殺士資格免めん許きよの取得を目指して、これから三年間、当校で訓練を受けることになってる。……って、入試受けたんだから、みんな知ってるよね？』

　庄司が肩をすくめ、眼下に整列した新入生たちを見まわす。ひかえめな笑いが起きた。

　すこしの笑いも口もとに浮うかべない者がいたなら、それはただひとり、孝晴だけだったろう。

「ゾンビ退治……？　退治って……俺らが？　ゾンビを？」

「そだよ。つか、アンタそんなことも知らずに、よくこのガッコ入ったね？」

　隣りん席せきの瑠佳がおかしそうに、そして少し心配そうに笑った。

「千歳飴まで用意してるから、てっきり乗り気なのかと思ったよ」

「んなわけねーだろ。高校生が銃なんか持ってたら捕つかまっちまうじゃねぇか」

「重殺士候補生は未成年でも市役所と警察に登録した武器だけは持ってていいの。対再活性者検けん疫えき条例とか銃刀法にちゃんと書いてある、って試験に出たじゃん」

「いや、俺、入試受けてないから……」

　だが、それでわかった。木刀が受付で取りあげられなかったのも、西沢たち不良が物々しい刃は物ものや火器を持参していたのも、それがこの学園の生徒に認められているためなのだ。

　そして今、体育館に参列した百人を超こえる新入生たち、さらに今日は姿がない多くの上級生たちは、ゾンビを殺す──重殺する──ためにここに集まっている。

　だが、そうなると、殺される側のゾンビというのは……？

　孝晴のてのひらに、じわりと汗がにじんだ。護送車に押しこまれる前に眞子が見せた人なつっこい笑え顔がおが、いやに鮮せん明めいに脳のう裏りに浮かびあがった。

「──って、やだ！　アハハ、あんまマジに受けとめないでよ！」

　孝晴の横顔を凝ぎよう視ししていた瑠佳が、不意に噴ふきだした。けたたましく笑いながら、ばしばしと肩を叩く彼女の豹ひよう変へんぶりに、孝晴は目を白黒させる。

「ゾンビなんてただの昔話だって！　いくら市がゾンビを売りに町まち興おこししてるからって、さすがに今どきゾンビ退治はないわー」

「だ、だけどよ、その重殺士とかいうのは……？」

「重殺士なんてとっくに形だけの仕事になっちゃってんのよ。アタシのお母さんもそうだったんだけど、ほんとにゾンビ退治なんてやってたんだかどうだか……。つか、ここにいる連中だって半分も信じちゃいないんじゃん？」

　瑠佳は目め尻じりの涙なみだを指ですくいながら、笑いの余よ韻いんを残した顔を四辺に向けた。突とつ然ぜんの笑い声に振ふり向いた男女が、怪け訝げんそうに彼女を見やる。

『コラ、そこー。今、笑うとこじゃないよー』

「はーい。すいませーん」

　演えん壇だんからの叱しつ責せきに明るく応こたえてから、瑠佳は申し訳程度に声をひそめた。

「単におもしろそうだから入学したヤツ、とにかく資格取っとけば就職に有利だと思ってるヤツ、あとはアタシみたいに親とか身内から資格譲ゆずられたヤツくらいでしょ、このガッコに入ってくるのなんて」

　孝晴は理解した。瑠佳はゾンビの存在を真に受けていないのだ。彼女ばかりでなく、おそらく新入生の大半が、だ。

　孝晴が生まれたこの日ひ継つぎ市、および周辺地域は少々風変わりな土と地ち柄がらだ。他県から引っ越こしてきた者や旅行者は、まずＪＲ日継駅前のバスターミナルにある看板に目を丸くする。

　市役所の観光課が公こう募ぼして決まったマスコットの〝ぞんびくん〟と〝くさりちゃん〟が青白い顔で「ようこそ、ゾンビのふるさとへ」と出で迎むかえているのだ。

　日継市は日本で唯ゆい一いつ、ゾンビの起源を主張している地域である。映画でもハイチの呪じゆ術じゆつでもなく、この人口わずか二十万そこらの地方都市から、あの有名な歩く死体、ゾンビは誕生したというのだから、日継市をよく知らない県外の人々が冗じよう談だんだと思うのも無理はない。

　実際、この土地で育った孝晴でさえ、ろくに信じてはいなかった。

　ただ古くからそういった人間の死体が生き返って悪事を働いたり、逆に人助けをしたというような伝説が多く、それがたまたま方言で〝ぞんび〟と呼ばれていたことから、強ごう引いんにこじつけてゾンビの発はつ祥しようを唱えているにすぎない。

　毎年、駅前商店街が主しゆ催さいしておこなう夏祭り〝ぞんびの盆ぼん踊おどり〟も、大衆食堂のぞんび定食も、小学校の道徳の時間に習った〝ぞんびの恩返し〟も、しょせんはフィクション。ごくたまにローカルニュース番組で、どこぞの火か葬そう場ばやら病院でゾンビが保護されたと報じられるのも、手の込こんだ観光用プロモーションだろう（なにせ地方局が制作した低予算ドラマ『ゾンビ探たん偵ていふらんちゃん』の制作協力団体の中には日継市市役所観光課の名前があるのだ）。

　それが、違ちがった。

　本物のゾンビがこの町に存在しており、しかもそれがあの小鳥遊たかなし眞子だったのだ。

　しかし、瑠佳たちは眞子を知らない。ゾンビなど新聞やニュースでしか見聞きしていない。本物がいるなど、どうして信じられようか。

　壇だん上じようの庄司教きよう諭ゆは、そうした新入生の心理をしっかり把は握あくしていた。

『重殺士を志すとはいっても、キミたちのほとんどは本物のゾンビを見たことがないよね？　そこで、まず見てほしい』

　先ほどの瑠佳の爆ばく笑しようをきっかけに、ややざわついていた体育館に、沈ちん黙もくがもどった。

『一口にゾンビといっても、その種類は多た岐きにわたってね。代表的なものを挙げると、ウィルス感かん染せんのロメロ型、化学物質由来のトロマ型とトライオキシン型、真しん菌きん寄生のホジスン型、植物寄生のフィニイ型、動物寄生のキャンベル型、怨おん念ねん再生のボーヒーズ型、科学再生のフルター型、呪術再生のブードゥー型などがあるんだ』

　庄司の説明が続く間に、ステージ袖そでの緞どん帳ちようの奥から、いくつもの品物が登場した。数人の上級生にかかえられた風ふ呂ろ桶おけがまず床ゆかに据すえられ、銅板でくまなく覆おおわれた人体や水すい槽そうやホルマリン漬づけの脳を載のせた台車が続く。先刻、出入口から運びこまれていたものだ。

『これらは当校の備品でね、中には大英博物館とここにしかない貴重なものもある。たとえば、これ！　一見、ただの中国唐とう代の宦かん官がんの遺体だけど、一年に数日だけ身動きして、会話さえ可能なんだ。……今は動かないけどね。そして、これは南米はアステカ文明で太陽神ウィツィロポチトリに捧ささげられた生いけ贄にえの心臓。ほらね、動いてるでしょ？　こういうのは部位限定型ゾンビっていうんだよ。えーと、それから変わり種といったら、これね。ロシア原産のトリフィド亜あ種しゆ、これはこのままだとただの無害な浮き草なんだけど──』

「庄司先生。時間も押してますので、そういったことは場所をあらためて」

『はぁ、じゃ再活性者分類学の授業中にでも……』

　足取りも軽く、気味の悪い品々を紹しよう介かいしてまわっていた庄司が、残念そうに吐と息いきした。それから気を取りなおしたふうにマイクを口もとへやる。

『えっと、それじゃゾンビの分類について最後にちょっと。さっきのロメロ型、トロマ型っていうのは要素範はん型けいといって、ゾンビになった原因による区別なんだ。もうひとつ、ゾンビには重要な区別がある。危険か無害か、という区別だ。ボクたちは脅きよう威い基準と呼んでいる』

　庄司が背後のホワイトボードにペンを走らせた。

　甲きのえ乙きのと丙ひのえ丁ひのと……という十干の文字が縦に連続し、丙と丁の間に線が引かれる。

『脅威基準は、感染性や攻こう撃げき性、知能、特とく殊しゆ能力といった項こう目もくから判定され、上から甲・乙・丙・丁・戊つちのえ・己つちのと・庚かのえ・辛かのと・壬みずのえ・癸みずのとの十段階に分かれているんだけど、ぶっちゃけ下のほうは気にしなくていい。性別とか死亡時の年ねん齢れいとか身長なんかで区別されてるから、あんま意味ないしね。……問題なのは甲乙丙の三種。この三種は人間に対して攻撃的で、法律上、特定有害非生物として駆く除じよ対象に指定される。つまり、将来、キミらの敵になるのがこの三種のゾンビってわけだ』

「………」

　瑠佳の面おも持もちが硬かたくなったのを、孝晴は見てとった。ゾンビをろくに信じていない人間にしては真しん剣けんすぎる面持ちに見えた。

　もっとも、程度の差こそあれ、それは周囲の新入生も同じである。むずかしい専門用語を並べたうえで、ゾンビと戦うと聞かされれば、それが架か空くうの話でも緊きん張ちようするのだろう。

　新入生たちの神しん妙みような様子に満足したのか、庄司は左手の指でくちびるのピアスをちょっといじり、ふたたびマイクを持ちあげた。

『さて、それじゃあ実際に、見てもらおうかな。ここに並んでる標本なんかじゃなく、ちゃんと能動的に活動してるゾンビを』

　庄司の右手が上がり、貴き賓ひんを観衆に紹介するように、うやうやしく弧こを描えがいた。

『──ご登場願おう。どうぞ、カワイコちゃん！』

　その直後。

　とん、という感じで、緞帳の陰かげからひとりの少女が現れた。

　軽く背中を押されたのだろう。ちょっと前のめりに数歩進み、眼下の新入生一同のほうへと顔を向ける。

「あ……」

　おびただしい眼まな差ざしにさらされ、それが不可視の矢であるかのように硬こう直ちよくした。

　眞子だった。

　金曜日の朝、例の校門で最後に見たときと同じ濃のう紺こん色のセーラー服に身をつつみ、緋ひ色いろのマフラーを首に巻いている。やぶれた袖は縫ぬい直したとしても、切断されたはずの腕うでまでが元どおりの場所にくっついているのが不思議だ。

　眞子は自分を見つめる人間の数に圧あつ倒とうされ、もじもじと両手の指を胸の前でからめた。

「あのぉ……はじめまし、て……」

　何か言わなければと思ったのか、真っ赤な顔に愛想笑いを作り、ぺこりと頭を下げる。

　反応はない。

　わずかばかりの雑音は、新入生たちの戸と惑まどいの声だ。

　これがゾンビ？

　まだ壇上に陳ちん列れつされているミイラや脳みそといった品々のほうが、よほど信しん憑ぴよう性せいがある。それらは大おお仰ぎようすぎていささか作り物めいてはいたが、物もの珍めずらしさや不気味さはそなえていた。ところが、今、目の前に出現した少女はどうだ。どこにでもいる、ただの女子高生である。

『あー、見てのとおり、彼女は……』

　けたたましい音を立ててパイプ椅い子すが倒たおれた。

「眞子！」

『そう。資料によれば名前は小鳥遊眞子だね。庚種だから社会生活に適合可能な……って、なんだい？　キミは』

　突然、立ちあがり、少女の名を叫さけんだ新入生を、庄司が見とがめた。瑠佳も呆あつ気けにとられたように孝晴を見上げている。その前席の女生徒、その左右の男子生徒、さらにその前後……ようするに、館内のすべての人間が孝晴に注目していた。

　そして、人間ではない残るひとりも。

「孝晴くん！」

　信じられないくらいうれしそうな声で、眞子が孝晴の名を呼んだ。笑顔が輝かがやくという古典的な表現は、どうやら誇こ張ちようではないらしい。

　そのせいだろうか、このとき、孝晴は次の行動を決めかねた。

　木刀をつかみ、席を立ったものの、そのあとは？

『あ、もしかして、キミは生前の小鳥遊くんの知り合いだったのかな？　なるほどね、わかるよ。彼女がゾンビだなんて信じられない。そうだね？　よろしい。証明しようじゃないか』

　重々しく首を上下させた庄司が、おもむろに白衣の下に右手を入れた。そして、ふたたび現れたとき、その手の中には無機質なプラスティック製の器具があった。動物相手に使用される、それは大ぶりな空くう気き銃じゆうだった。

「え？　あの……」

　身の危険を感じる暇ひまさえなかっただろう。自分の胸に向けられた銃口に、眞子が当とう惑わくのつぶやきをこぼした直後、ずどっ！　とシリンダー内部の圧縮空気が解放された。

「ぅきゃぁっ!?」

「ま、眞子……！」

　仰あお向むけざまに吹ふき飛んだ眞子が、ステージ上をすべって孝晴の視界を移動し、例の風呂桶に頭をぶつけてようやく止まった。瑠佳が声もなくすくみ上がり、生徒たちが悲鳴を漏もらし、あるいは椅子から腰こしを浮うかせる。

「て、てめぇ、何しやがる！」

　孝晴は前席の男子生徒の肩かたを押しのけ、庄司に食ってかかった。もし数メートルの範はん囲いに彼がいたら、怒ど声せいだけでは済まさなかっただろう。だが、木刀の切きつ尖さきを向けられた保健医は、迷めい惑わくそうに顔をしかめる。

『そう熱くならないでほしいなぁ。新入生諸君も落ちついて。ほら、彼女はなんともないから』

「はぁ……びっくりした」

　むくりと身を起こした眞子が、彼の言葉の正しさを証明していた。漆しつ黒こくに近い色のセーラー服のど真ん中、まさしく心臓がある位置に、銀色の円えん筒とうがきらめいている。その金属の杭くいは人体の中で最重要の臓器を貫つらぬき、背中から尖とがった頭をのぞかせていた。

　どんなに医い療りように無関心な人間が見ても、それは致ち命めい傷しようだ。

　それなのに、少女は何事もなくスカートのプリーツを整え、立ちあがろうとしている。

「おい、眞子！　だいじょぶかよ!?」

「あ、はい。ありがとう、孝晴くん」

「いや……」

　孝晴は目を逸そらした。自分は何を心配しているんだ？　あいつはゾンビだ。ほうっておいても死ぬはずがない。

　生徒間で交かわされるささやきが、その音量を増し、次し第だいに喧けん噪そうへと変化しはじめていた。

「ゾンビ……って、ほんとに？」

「うそでしょ？　テレビ局のでっち上げだってお父さんが……」

「でも俺の爺じいさんはゾンビ見たことあるって……」

「それにあの子、心臓刺さされても平気なんだぞ？」

「ゾンビ……」

「本物の？」

「本物のゾンビ！」

　恐きよう怖ふの混じった好こう奇きの視線。数百の目。数百の感情。

　眞子は照れ隠かくしに頭を搔かきながら、膝ひざを伸のばした。やや足がふらついてはいるが、かたわらの風呂桶に手をかけ、立ちあがる。

「えへへ……ど、どうも。本物、です」

　何やら期待に添そわなくてはという義務感でも感じたものか、右手でひかえめにピースサインを作ってみせる。一方で落ち着かなげに髪かみを触さわる左手に、ふと眞子は目をやった。

「あら？　これは？」

　一枚の紙っぺらが、彼女のてのひらにくっついていた。風呂桶で体を支えたとき、御お札ふだがはがれたものらしい。

『あ、やばい、かな？』

『──いかん！　全員、退たい避ひしなさい！』

　頰ほおを搔いた庄司の横からマイクに乗りだし、司会役の中年教師が血相を変えて叫んだ。

　手伝いのためにステージ上に待機していた上級生たちが、池に小石を放ほうりこまれた鯉こいのようにすばやく散った。わけがわからないのは、新入生たちである。

「どしたの？　急に……」

　瑠佳の疑問に答えたのは、空気を震ふるわせる鋭するどい断だん裂れつ音だった。

「な、なんだ!?」

　驚おどろいて頭上に視線を投じた孝晴は、舞まいあがった大きな円えん盤ばんが照明器具に激げき突とつするのを見た。風ふ呂ろ桶おけの蓋ふただ。フレームをぐしゃぐしゃに変形させ、自身もばらばらになった蓋が、木もく片へんとガラス片の雨を降らせる。幸い、真下に席は配置されていないが、生徒たちは声をあげて後退した。あちこちでパイプ椅子が倒れる。

「あれは……」

　いつの間にか、眞子のすぐ隣となりに、もうひとつ人ひと影かげがたたずんでいた。

　幽ゆう霊れいでおなじみの白しろ装しよう束ぞく、つまり経きよう帷子かたびらを身につけた壮そう年ねんの男だ。土気色の皮ひ膚ふはところどころ変色し、月代さかやきを剃そったざんばら髪の隙すき間までうつろな眼球が湿しめっぽく輝いている。

　どこから見ても、死人だ。

　そして彼が立っているのは、今まで彼が内部に納まっていた風呂桶の中である。もうあきらかなように、それは風呂桶ではなく棺かん桶おけであった。死者を寝ねかせる西洋式の柩ひつぎではなく、膝をかかえた姿勢で死者を収納する東洋式の棺桶だ。彼が勢いよく立ちあがった拍ひよう子しに、縄なわがちぎれて蓋が天てん井じようまで跳はね飛ばされたのだ。

「な、なるほど、こーいうことかよ……」

　孝晴は納なつ得とくした。

　──それをはがすと、ドえらいことになっちゃう！

　どうやら、あの受付嬢じようの警告は正しかったようだ。

「え、ええと……はじめまして。変わったところでお休みになってるんですね？」

　おずおずと頭をさげる眞子を無視して、男はぎこちない動きで前へと踏ふみだし──棺桶の縁ふちに膝をぶつけて桶ごと前に倒れた。

『あー……と、新入生諸君。ちょっと予定と違ちがうけど、せっかくだから紹しよう介かいしよう。これがゾンビだ。じゃなくて、これもゾンビだ──って、あら？』

　庄司の説明を聞いている生徒はひとりもいなかった。

　ゾンビが床ゆかを搔いて体を起こし、その黄色く変色した歯を剝むいたのだ。

「やべぇ！　やっぱ本物だっ」

「塩！　塩を口につめるのよ！」

「塩なんか持ってねーよ！　逃にげろ！」

　気持ちがいいほどの逃げっぷりで、我先にと出入口に殺さつ到とうする。床が激しく振しん動どうし、照明や天井の構造物が揺ゆれた。

　眞子のときとは反応が桁けた違ちがいだ。外見的な説得力というものであろうか。

『あー、こらこら、危ないから！　そうあわてるんじゃないよ。丙ひのえ種しゆだから攻こう撃げき性はあるけど、これはわりと安全な部類なんだってば。経口感かん染せんするタイプでもないから、嚙かまれたって平気。ま、ちょっと痛いかもしれないけど』

「庄司先生。このままでは式が中断してしまいます。ひとまずあの〝標本〟の暴走を止めませんと」

『お願いできますか、幸こう谷たに先生』

「本当なら若いあなたにお任せしたいところですが……まぁ、いいでしょう」

　幸谷と呼ばれた司会役の教師は、申し訳程度のバーコードが横断する頭頂部と眼鏡の銀ぎん縁ぶちを光らせ、ステージ中央へと進み出た。交差させた両りよう腕うでをくたびれた背広のふところに突つっこみ、引きずりだしたのは二丁の自動拳けん銃じゆうだ。

　右にモーゼルＭ７１２、左にアストラＭ９０２。一見、同じ銃に見えるが、ゴッホとその贋がん作さくほども違う両者は、しかし性能面では同等とされていた。

「学校の備品であるし、頭はいかんな。まず脚あしをもらおうか」

　錆さびついた機械のように関節をきしませつつ白装束のゾンビが起きあがったとき、ふたつの銃口がその両りよう膝ひざを捕ほ捉そくし──だが、銃声が轟とどろくことはなかった。

「あぁあ……どうしましょう！　どうしたらいいの？　アルマ・Ｖ！　逃げるべきかしら？　でも、せっかく孝晴くんが来てくれたし、ちゃんとお礼くらい……」

「どきたまえ！　小鳥遊くん！」

「わ、わぁ!?　撃うたないで！　逃げませんから！」

　おろおろと自問自答しながら二丁の銃の射線上に入ってきた眞子が、すくみ上がって万ばん歳ざいをした。ゾンビの鼓こ膜まくはまだ腐くさっていないらしい。眞子の声に反応し、くるりと体の向きを変えた。

　幸谷は舌打ちし、両手の銃をいったん上へ向ける。

「ええい、きみを重殺するつもりはない。きみは備品ではなく、当校の生徒だからな。しばらくじゃまにならん場所でおとなしくしていたまえ！」

「は、はい……あわぁっ!?」

　素す直なおに教師の命令に従おうと振ふり向いた眞子は、鼻先数センチに出現した腐りかけの顔面に驚きよう愕がくし、大きくのけぞった。いつの間にか、ゾンビがすぐ背後に肉にく薄はくしていたらしい。

　ごんっ。

「あうっ？」

　鈍どん音おんと脳天を揺らす振動が眞子を襲おそった。

　完かん璧ぺきなカウンターだった。

　飛びのいた眞子と前に出た幸谷。前者の後頭部が、後者の鼻っ柱を思いっきり強打したのだ。「うぶぅ……ッ」

　鼻血と折れた前歯、そしてひしゃげた眼鏡めがねを空中に置き去りにしつつ、幸谷の上体が天を仰あおぐ。頭皮からはがれたバーコードが、まるで柳やなぎ葉ばのように優ゆう雅がにそよいだ。

　大の字になって床に仰ぎよう臥がした幸谷の両手で、二丁の銃が吠ほえた。銃じゆう弾だんが穿うがったのは二階席の窓ガラスだけだったが、その破は壊かい音と銃声は、生徒たちの混乱をさらに助長するものとなってしまった。

「くそっ。どうなってんだ！」

　出入口へと向かう生徒たちとは逆に、孝晴は彼らを搔き分けてステージ側へと向かう。

　人混みに揉もまれてヘッドホンを落とさないように手で押さえた瑠佳が、目を丸くする。

「ちょっとアンタ！　どこ行くつもり!?」

「前だよ、前！」

「何言ってんの！　ゾンビいるんだよ？　逃げたほうがいいって！」

「でも、眞子が……」

「あの子？　あれもゾンビでしょ？」

　孝晴は一いつ瞬しゆん、返答に詰つまった。だが、前進する努力を放ほう棄きはしない。

「……わかってるよ、んなことは！　だけど置いてけねぇだろ！」

「なんで!?」

「だから、よくわかんねぇけど……とにかく俺は行く！　短いつき合いだったな、宮川！」

「うわ！　アホだ、コイツ！」

　まるで議論から逃げるように前へと突進する孝晴の行動は、瑠佳に絶望的な声をあげさせた。

　ゾンビをゾンビから助ける。たしかに、なんとも矛む盾じゆんした行動だ。

　孝晴自身、そう思う。だが、ここに集まった百数十人の少年少女が重殺士を目指す候補生だとしたら、今、ゾンビに背中を向けている彼らよりも、前へ進もうとする孝晴の態度が、唯ゆい一いつ正しいと言えた。

「……ったく、もう！　行動力あるアホは手に負えないよ！」

　罵ば倒とうに近い瑠佳の言葉と、彼女の行動は正反対だった。手荷物らしいエナメル製のボストンバッグを肩かたにかけると、孝晴の腕に自分の腕をからめる。

「そんな真っ正面から特攻してたら、ステージに着く前に日が暮れちゃうって。ルート考えないとね？」

　瑠佳の右手が、ボストンバッグの中から銀色の蛇へびをつかみ出した。

　しゃあっ、と攻撃的な音を発して彼女の手から放たれた蛇が、宙を斜ななめに裂さき、体育館の二階席の欄らん干かんにからみつく。それは長く頑がん丈じようそうな鎖くさりであった。先せん端たんに備えつけられた分銅が、まさに蛇の頭だ。

　そして、瑠佳の手もと側には、湾わん曲きよくした鋭えい利りな刃はがきらめいている。
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「く、鎖くさり鎌がま!?」

「うん。お母さんの形見なんだ」

　母親が重殺士免めん許きよ取得者だったと先に聞いていなければ、孝晴は彼女を忍にん者じやの子孫だと決めつけただろう。

　孝晴の視界から、瑠佳の姿が消えた。

「ほいっ、と」

　跳ちよう躍やくし、鎖を大きく引いて上じよう昇しようした瑠佳が、欄干を手でしっかりとつかみ、さらに両脚でコンクリートの張り出し部分を蹴けって一転。ハチミツ色の髪とスカートをひるがえして、みごとに二階席に着地した。

　孝晴は啞あ然ぜんとして、彼女を見上げた。体操選手を思わせる身体能力だ。

「すげーな……宮川」

「そう？　ありがと！　アンタも早く上がっといでよ」

「よっしゃ！」

　とは言ったものの、瑠佳のような真似まねはできっこない。ロープを上るように鎖を伝って階上へ移動するしかなさそうだ。

　鎖がきちんと欄干にからまっているか確かく認にんするため、何度か引いてみる。問題ないと見て、スポーツバッグを肩にかけ、孝晴は腕に力を込こめた。

　瑠佳のように優雅に宙を渡わたってではなく、なんとか鎖を手た繰ぐって二階席の欄干を越こえた孝晴は、ひと息ついてステージの方向に顔を向ける。

「ん……？　何してんだ、あいつ！」

　孝晴に眉まゆをひそめさせたのは、眞子ではない。ステージへ向かうべつの人物だ。

　地域で一番の伝統校にかかわらず、椛祢学園は生徒の身だしなみに関して寛かん容ようだ。男子のブレザー、女子のセーラーともに細部がことなる数種類が用意されている。その中でダブルボタンのツーピースを彼女が選せん択たくしたのは、それがもっとも自身の容色や威い厳げんを引き立てることを計算したためではなかろうか。

　とにかく、遠目にもそれとわかるほどの美び貌ぼうだった。

　背せ丈たけは平均より高い程度だが、均整のとれた肢し体たいといい、眉び目もくの整った横顔といい、どこか俗ぞく世せから隔かく絶ぜつされたような、一種貴族的な姿である。前まえ髪がみをきちんと切りそろえ、三つ編みにして後頭部で結ゆった黒髪は烏からす羽ばの濡ぬれたつややかさ。これも黒曜石の光こう沢たくを秘ひめた双そう眸ぼうには、強い使命感。そしてセーラー服の上から胸当てを着け、弓ゆ懸がけで固めた右手に二本の竹矢を、左の手にはこちらも竹の和弓をさげている。

「まさか、戦う気かよ!?　ゾンビと！」

　この事態に傍ぼう観かんを決めこんでいる教員席の近く、生徒会長や運動部・文化部の両代表といったスピーチの役目がある生徒たちと同じ席から、彼女はやってきたらしい。

　ゾンビに慣れているせいか、それともいざとなれば危険を回かい避ひできる自信があるのか、優やさ男おとこの生徒会長も美人の運動部代表も扇せん子す片手の文化部代表も、教師たちと同じく席を立とうとしない。そんな中で、ただひとつの空席には「新入生総代」の張り紙があった。すなわち、それが彼女の肩かた書がきなのだろう。

「あんのバカ！　何考えてんのよ……！」

　舌打ちした瑠佳が、孝晴の前に立って二階の通路を走りだした。

「知ってるやつなのか？」

「昔の……知り合い、だったヤツ。目立ちたがり屋のお嬢じようさまだよ！」

　そのお嬢さまは、急ぐでもなく、かといって尻しり込ごみするでもなく、一段一段ゆっくりと階段をのぼり、壇だん上じように立った。ステージの下の恐きよう慌こうとも、ステージの上の混乱とも、それは無む縁えんの姿だ。まるでアスファルトの道路に白い百合ゆりが咲さいたようである。

「先生。あの二体の再活性者について、重殺の許可をいただけますか？」

「きみはたしか……」

「新入生総代、緒お澤ざわ穂ほ稀まれです」

　鈴すずのような声で発音されたその名前は、庄司に何かを納なつ得とくさせる効果があった。

「緒澤？　なるほど、きみが華はな柩ひつぎ流の……。それじゃ止める必要はないね。ほんとは処分したくないんだけど、幸谷先生もあの様子だし、お願いするよ。ただし小鳥遊さんの重殺は許可できない。彼女は〝協賛生〟だからね」

「承知しました」

　緒澤穂稀は、右手に手た挟ばさんだ二本の矢のうち、一本をその場に捨てた。残った一本を弓につがえ、その鏃やじりを下に向けたままふたたび歩みを進める。

「そこのあなた！」

「へっ？」

「そう、あなたよ。一秒でいいので、動かないでください」

　幸谷と激げき突とつし、そのまま尻しり餅もちをついた眞子が自分に人差し指を向けるのにうなずき、穂稀は弓を持ちあげた。眞子の手前数歩に迫せまっているゾンビが、くるりと体の向きを変えた。

　腐った生卵のような両眼が、新たに現れた新しん鮮せんな血肉を映す。骨張った両りよう腕うでが、生きた人間の体温を求めて伸のびる。

　穂稀は動かない。弓ゆ弦づるがきしむ。

「だ、だめっ！」

　眞子が穂稀の命令を無視したのは、無防備にゾンビの接近を許す彼女を救うためだった。ゾンビが身につけた単衣ひとえの裾すそをつかみ、引き止める。それは善意に満ちた行こう為いだったが、いかんせんタイミングとしては最悪だった。

　一瞬先に穂稀の右手から放たれた矢が、空気に鋭するどい悲鳴をあげさせた。

　矢は正確に、半瞬前まで頭部があった空間をつらぬき、ホワイトボードに突つき立つ。もしも裾を引っぱられてゾンビがのけぞらなければ、鏃は彼の眉み間けんを捉とらえ、脳は破壊され、その肉体は本来そうであるように動くことを放棄していただろう。

　穂稀は驚おどろきも狼ろう狽ばいもしなかった。ただくちびるを結び、目を据すえ、詰きつ問もんした。

「……なぜ動いたの？」

「え？」

「動かないでと言いましたよね？　わたし」

　正しいことをしたのに思いどおりの結果が得られない、それはつまり自分以外の何かが悪い。そう決めつけている表情だ。拗すねた子供がこういう顔をする。

　目と鼻の先に迫ったゾンビが、右腕を突きだし、割れた爪つめで彼女の喉のど笛ぶえを裂こうとする。穂稀はそちらに目も向けず、ひょいと半身になっただけでやりすごした。

「あ、あぶ……！」

「危なくありません。こんな知能の劣れつ化かした再活性者の一体や二体。逃にげだした新入生の程度が知れるわ。それより質問の答えをまだ聞いてませんけど？」

　はらはらする眞子とは裏腹に、穂稀は自分に浴びせられる攻こう撃げきに無む頓とん着ちやくだ。闘とう牛ぎゆう士しのあざやかさでゾンビにひたすら空から振ぶりさせながら、被ひ告こく人にんに対する尋じん問もんを続ける。

「もし耳が不自由だとか日本語が理解できないというなら、それは仕方ないわ。でも、ちゃんと聞こえて意味が通じたのなら、なぜ動いたのか、その理由を教えてちょうだい」

「え、えっと、それは……だから、その人ゾンビがあなたのほうに……」

「いいのよ、それで」

　穂稀の髪の毛一本すら奪うばえずつんのめったゾンビが、体を反転させ、もう一度、今度は左手で彼女を襲おそう。新入生総代は半歩の移動でそれをあしらい、右みぎ脚あしで強く床ゆかを踏ふんだ。先ほどそこに捨てられた矢がわずかに浮うきあがり、さらにローファーのつま先で蹴りあげられて、彼女の右手に納まった。

「遠い的より近い的のほうが当てやすいのは当然でしょう？　違ちがう？　ただし今みたいに、一の矢で仕損じたばっかりに、ふところに入られてしまうと困るのだけれど！」

「す、すみません……」

「ええ、そう。その言葉を聞きたかったの。素す直なおに落ち度を認めた人を責めるほど、わたしは話がわからない人間じゃありません。……それから、念を押しますけど、もう二度と動かないでくださいね？」

　二度とわたしの前に現れないでください、という台詞せりふにこそ、その語気はふさわしかった。悄しよう然ぜんとする眞子には興味を失ったふうに、穂稀は二本めの矢をつがえ直し、それと並行して敵との間合いをとった。懲こりるということを知らずに襲いかかってきたゾンビの胸むな板いたを蹴りつけ、その反動で跳躍したのだ。

「──すっげぇ！」

　二階通路をステージに向かって疾しつ走そうしながら、孝晴は舌を巻いた。中学時代、補欠ながらバスケ部に所属していたが、あれほど見事な動きをする選手は強きよう豪ごう校のレギュラーにもいなかった。むろんバスケの試合でマーカーに蹴りなど入れれば、即そつ刻こく、笛が鳴るが。

「あの緒澤ってやつ、しゃしゃり出てくるだけのことあるな！　リッキー・ルビオかよ!?」

「ま、総代だからね。筆記も実技も入試トップだったわけ、アイツが」

「おまえが心配することなんてなかったんじゃねぇの？」

「心配なんてしてないじゃん！　……ムカついてんの！　いいカッコしてあんなはしゃいでたらケガするって、ぜったい！」

　それを心配するというんじゃないだろうか、と孝晴は思ったが、瑠佳の表情を見れば、それを口にすべきでないことはわかった。それに心配といえば、眞子のほうこそ心配だ。いくらなんでも、素手であんなところに留とどまっているのはまずい。ゾンビがいつ穂稀からふたたび眞子のほうへ矛ほこ先さきを向けるかわからないのだ。

　一いつ瞬しゆん、孝晴はスポーツバッグの中の散さん弾だん銃じゆうのことを考えた。だが、素人しろうとがこの距きよ離りから撃うって命中するかは疑わしい。それに散弾は近くにいる眞子や穂稀にまで傷を負わせてしまうおそれがある。

　さっさと逃げればいいものをと思うが、眞子は大の字になって気絶してしまった幸谷教きよう諭ゆのかたわらにしゃがみ、おずおずと声をかけている。

「せ、先生……ご無事ですか？　あら、髪の毛が……これは一大事……」

　幸谷のゆで卵のような頭頂部からはがれたバーコードヘアを丁てい寧ねいに直そうとしているのを見て、孝晴はあきらめた。となれば、一刻も早く眞子のもとへ向かうしかない。先に穂稀がゾンビを倒たおしてくれればなんの問題もないが、眞子にはせめて身を守る手段が必要だ。

「──眞子！　受け取れぇっ！」

「あ、孝晴く……えっ!?」

　眞子がちょっと左右を見回してから顔をあげ、ぱっと笑え顔がおになった。そして、二階から孝晴が投とう擲てきしたものを見て、その笑顔が驚きよう愕がくにこわばる。

　天てん井じようの構造を維い持じする金属の梁はりやワイヤーの間を、木刀が回転しながら放物線を描えがく。それは台車に載のせられたさまざまな展示物──ミイラやホルマリン標本や水すい槽そう──を避さけ、眞子の手前２メートルほどの床に落下するはずだった。

　そのはずだったのだ。

「わ、わ……っとと！」

「ば、馬ば鹿かっ！」

　眞子の行動は、ファールフライを追う野球選手だったら、そのあきらめない姿勢を賞賛されたかもしれない。だが、落下地点にすべりこみ、「はあっ」とか気合いを入れて伸ばした両手の間を、木刀は当然のごとくすり抜ぬけた。

「あだっ!?」

　ぼこっ、と孝晴にもはっきり聞こえるくらいの音がして、眞子の頭を直ちよく撃げきした木刀は大きく方向を変え、さらなる飛行に身を任せる。

　くるくると円えん弧こを描きながら、木刀が向かった先には、新入生総代の姿があった。

　胸を蹴けられて大きく体勢をくずしたゾンビとは逆に、穂稀はスカートをひらめかせて片かた膝ひざ立ちになり、弓弦を引いた。洋弓のように横に寝ねかせた弓がしなる。あとは倒れたゾンビめがけて矢を放つのみ──。そこへ死角同然の方向から、木刀が飛来したのである。

「あ……っ」

　青ざめる眞子の脳内には血まみれでぶっ倒れる穂稀がいたであろうが、彼女はそれを現実の光景とはしなかった。

　まるで背中にも目がついているかのように、身を沈しずめた穂稀の頭上を凶きよう器きは通りすぎ、台車上のガラス瓶びんを粉々に砕くだいた。中身の白茶けた巨きよ大だいなカリフラワーが、べちゃりと床の上で変形する。庄司が頭をかかえて悲鳴をあげた。

「ああっ、それはフランスの食人鬼きジル・ド・レの執しつ事じエチエンヌ・コリトーの脳！　ふたつとない貴重な標本が……！　きみがよけたりするから……！」

「わ、わたしですか!?　責任を問うなら彼女でしょう！」

　焼けた針を刺さすような一いち瞥べつに、眞子は首をすくめる。が、すぐにその顔に緊きん張ちようがよぎり、右手を上げる。

「あ、あの」

「お黙だまりなさい！　まさか自分は無関係だなんて言わないでしょうね？」

「そうじゃなくてですね」

「違うって言うの!?」

「ち、違いません！　わたしが全面的に悪いです！　それより、一秒でいいですから、あっちを……」

　渋しぶ々しぶ、眞子の右手に従って首の向きを変えた穂稀が、さすがに目を見ひらいた。

「──っ！」

　彼女の痛つう烈れつな蹴りを浴びて倒れこんでいたゾンビが、緩かん慢まんな動きで上体を起こそうとしている。肩かたまでずれた白しろ装しよう束ぞくを直すこともせず、半開きの口からは意味をなさぬうめきをこぼし、そして震ふるえる右手に黒い鋼はがねの道具をにぎって……。

　失神した幸谷教諭の手から離はなれた二丁の拳けん銃じゆうのうち、モーゼル社の製品であった。

　知能を失ったゾンビでも道具を使うことがある事実は古くから知られている。生前の習慣を反復するケースをのぞけば、たいていの場合、それは無意味な行動なのだが、稀まれに動物のように興味をもって学習することもあるという。

　弦つる音おとと銃声はどちらが早かっただろう。

　銃口から硝しよう煙えんをたなびかせ、銃が床を転がっていく。のけぞったゾンビの右手のてのひらを矢が貫かん通つうしていた。そして穂稀の珠たまの肌はだを汗あせが伝い落ち、髪の焦こげたにおいがかすかに流れる。彼女は無傷だった。

　穂稀の髪を擦さつ過かした銃弾は、彼女の背後にある台車の支柱に弾だん痕こんを残していた。段ボール箱などを運ぶ台車ではなく、展示台として使える足が長いタイプだ。その支柱の一本が破損し、上に載っている水槽に満たされた数十リットルという水の質量によって不ふ吉きつなきしみを上げ……今まさに折れた。

「きゃあぁぁぁ……!?」

　突とつ然ぜんの豪ごう雨う、いや小規模な津つ波なみが穂稀を床に押し倒した。大量の水が床に無色の絨じゆう毯たんを拡ひろげ、ステージの縁へりに滝たきを作る。

「な、なな……あうっ！」

　ずぶ濡ぬれになって両手をつき、振り向いた穂稀が見たのは、傾けい斜しやしつつある台車とその上から落ちてくる大きな水槽だった。直後、水槽が（非常に痛そうな角度で）彼女の脳天を強打し、ガラスのかけらをまき散らして横よこ倒だおしになった。

「……あら？　お星さまが」

　眠ねむたげな目で上体をふらふらさせていた穂稀が、こてん、と横になったのは、その数秒後だ。水槽の中に入っていた水草が、その頭の上にちょこんと乗っかっている。

「なんてことだ！」

　保健医の庄司が悲痛な声をあげたのは、しかし意識を失った女子生徒のためではなかった。

「このままでは水草が枯かれてしまうじゃないか！　水を！　早く……！」

　白衣を羽根のように拡げてステージの脇わきへと走り去る庄司を、ひとり残された眞子は呆ぼう然ぜんと見送る。いや、ちがう。ひとりではない。もうひとり、彼女と同じ〝歩く死者リビング・デツド〟がいる。

「眞子！　もういいから、とっとと逃げろよ！」

「で、でも……」

　倒れている穂稀と幸谷に目をやり、眞子は躊ちゆう躇ちよした。意識を失ったふたりを置いて逃げるのは、ライオンの前に新しん鮮せんな牛肉を差しだすのと同じだ。

「くそっ、しゃあねぇ！　伏ふせろ！」

　孝晴はバッグから猟りよう銃じゆうの包みを引きずりだし、布を取り払はらってかまえた。ここからステージ上の眞子までは、高低差も考こう慮りよして７、８メートル。ゾンビはこちらに背を向けて、その手前にいる。

　安全装置を親指で解除し、欄らん干かんを支えにして、銃身の先にゾンビの頭部を据すえた。短縮ソウンオフされているため照星はないが、散弾なら命中は期待できる。

「ちょっと指宿、アンタ鉄てつ砲ぽう撃ったことあんの!?」

「任せろ！」

「いや、だから撃ったことあんのかってば！」

「当たるように祈いのっててくれ！」

「ないの!?　神かみ頼だのみ!?　この状じよう況きようで!?」

　瑠佳の悲観的な声を消し飛ばす銃声は──響ひびかなかった。

　孝晴の人差し指はすでに引き金を引いている。

「……おい！　なんだよ!?」

　ふたつの引き金のどちらを何度引いても、発砲しない。不発だ。まさかと思ってレバーを動かし、銃身を折って薬室を開放すると、案の定、そこは空っぽだった。

「親父おやじぃぃぃ……っ！」

　もし目の前にいたらこの役立たずの散弾銃を棍こん棒ぼうにして殴なぐりつけているところだが、今はいない人間を責めている時間などない。眞子は？　とステージへ視線を投げれば、木刀を拾いあげ、穂稀を守るようにゾンビと対たい峙じしている。

「そ、それ以上近づくと、海の藻も屑くずにしますよ！」

　刀の錆さびにする、と言いたかったのだろうが、ともかく本気らしい。ゾンビ対ゾンビの対決の結末やいかに？　むろん孝晴にはそれを待つつもりなどない。

「宮川、預かっといてくれ！」

「いいけど……って、アンタ、何してんの!?」

　散弾銃とスポーツバッグを押しつけられた瑠佳が目を疑う暇ひまもあればこそ、孝晴は欄干に手をかけて地を蹴り、さらにその欄干を踏ふみ台にして跳ちよう躍やくしている。

　断るまでもないが、指宿孝晴の背中には、神がマイケル・ジョーダンに与あたえた不可視の翼つばさは存在しない。だが、補欠で過ごしたバスケ部の経験は無む駄だにはならなかった。地球が伸のばす引力という名の腕うでを逃のがれて数メートルを移動した孝晴がつかんだのは、ゴールリングではなくステージ袖そでの緞どん帳ちようであった。

　天井のレールが金切り声を上げ、金具が次々と外れる。たっぷりとした紫し紺こんの緞帳が金モールの縁ふち取どりでステージの床ゆかを掃そう除じしながら撓たわむ。突風が眞子の黒くろ髪かみとゾンビのざんばら髪をかき乱す。そして緞帳にしがみついた孝晴は空中ブランコよろしく虚こ空くうを旅した。

「よけろ、眞子ぉっ！」

「きゃ……!?」

　眞子が孝晴の体当たりを受けなかったのは、風圧と驚おどろきのせいで尻しり餅もちをついたからだ。彼女がにぎっていた木刀をすれ違ちがいざまかっさらい、孝晴はそれを思いきり横に薙ないだ。

「成じよう仏ぶつしとけ！　この落ち武者野や郎ろうっ！」

　ぼぐっ！

　ひどく音の悪い木魚のようだった。折れた木刀の尖せん端たんが、宙に飛ぶ。側頭部を殴りつけられたゾンビが、踊おどるように経きよう帷子かたびらをはためかせてステージから転げ落ちた。

　やや遅おくれて、反対側のステージ袖に接地──お世辞にも着地とは表現できない──した孝晴が、ホワイトボードやマイクスタンドを巻き添ぞえにしながら転がる。大量の空気を圧あつ迫ぱくしつつ、緞帳が床にわだかまった。

「孝晴くん！　だいじょうぶ!?」

「お、おう……ま、なんとかな……」

　駆かけ寄ってきた眞子に、孝晴はなんとか笑ってみせる。ヨガに挑ちよう戦せんして失敗したような格好ではあるが、眞子に弱みを見せたくなかった。全身の関節の痛みを押し殺し、ぎくしゃくと体を動かす。

　手を貸そうとした眞子が、不意に青くなった。

「あっ、ち、ち！」

「乳？　おまえ、ないだろ、乳」

「ありますよ！　違う！　血が……！」

　一いつ瞬しゆん、赤面して両手でつつましい胸を隠かくした眞子が、首を振って孝晴の額を指さす。つられて手をやると、ぬるりとした感かん触しよく。指は赤い液体で濡れていた。

「ちょっと切れちまったか……。中学んとき、部活で同じとこ切ったことあってさ、そんなに強くぶつけなくても……おい、なんの真似まねだよ？」

「し、止血を！」

　おそろしい力で緞帳を引き裂さき、分厚い布で頭をぐるぐる巻きにしてくる眞子の腕を、孝晴は払いのけた。

「インド人かよ！　大げさだっつの！」

　ターバンのように何重にも巻きついていた布がほどけて、りんごの皮のように床に流れ落ちる。眞子は指をもじもじさせて、まだ気がかりそうに孝晴の額に目をやる。

「ご、ごめんなさい。でも、わたしのせいで……」

「このくらいで死にゃしねぇって。……ま、なんにせよ、おたがい無事でよかったんじゃねぇか？　せっかくの入学式がこんなんなっちまったけどよ」

「そう、ですね。……ありがとう、孝晴くん」

　すっかり荒あれはてたステージ上の様子と、いまだに出入口の付近で押し合いへし合いしている新入生たちを見み渡わたし、ちょっと苦笑いしてから、眞子は恥はずかしそうに礼を述べた。

　自分を見つめる瞳ひとみの異様な赤さに、孝晴は気づいた。屋外ではそれほど目立たないが、その色は紅玉ルビーのように美しく、蛇へびのようにおぞましい。そして、くちびるからのぞく歯の鋭するどさは鮫さめのよう。どちらも生身の人間の体とは違うものだ。

　セーラー服の胸には銀色のきらめきがある。心臓をつらぬいた杭くい。

　小鳥遊眞子はとうに死に、今はもう人間ではないのだ。

　昔の眞子ではない。今の眞子。

「あの……？」

「いや、なんでもねぇ。行こうぜ。……と、その前に、そこに倒たおれてる、緒澤だっけ？　そいつと先生をどうにかしねぇとな」

「指宿！」

「おー、宮川！　やったぜ。どんなもんだよ？」

　二階通路から身を乗り出す瑠佳に、手をあげて応こたえた孝晴だが、すぐに相手の挙きよ措そが自分を褒ほめ称たたえるものではないことに気づいた。

「うしろ！　うしろ！」

「ドリフの観客か、おまえは……って、うおっ!?」

　瑠佳の叫さけびと手て振ぶりを受けて振り向いた孝晴は、思わず後ずさった。

　まだ水がしたたるステージの縁から、月代さかやきをあてた頭頂部が浮うきあがる。ステージの下に落ちたゾンビはまだ活きているのだ。頭部の陥かん没ぼつは生きた人間なら重傷間違いなしだが、ゾンビを止めるには破は壊かいが不充じゆう分ぶんだったようだ。

　頸けい椎ついに損傷でもあるのか、奇き妙みように首をかたむけたまま、ゾンビがこちらに体を向けた。両手で床板を搔かいて、ステージへとよじ登ろうとする。

「この野郎！」

　孝晴のバスケットシューズであごを蹴けりあげられ、ゾンビはふたたび落下した。やはり一刻も早くとどめを刺さすしかない。武器は……穂稀の弓、いや、幸谷の銃がある。

　先ほど、ゾンビが拾い、穂稀に射られて手落としたモーゼル社の自動拳けん銃じゆうを、孝晴の目は探した。だが、天てん井じようからたれ下がる緞帳が床の大半を覆おおい隠しているうえ、倒れた台車やらホワイトボードやらであたりは乱雑だ。そして、経帷子のゾンビは敏びん捷しようではないが、落ちついて探し物をする時間を提供してもくれなかった。すでに起きあがり、ふたたびステージへ這はい上がろうとしている。

「指宿、そっちじゃないって！　もっと右！　じゃなくて左だ、アンタから見ると！」

　二階席からステージを俯ふ瞰かんする瑠佳が、孝晴の考えを気取り、いそがしく指示を飛ばすものの、地上の孝晴と眞子は右往左往するばかりだ。

「あっ、ダメダメ！　通りすぎた！　もうちょいこっち！」

「こっちか？　宮川！」

「ぜんっぜん違う！　バカにしてんのか、コラ！」

「こっちの台詞せりふだ、ボケ！」

「あのっ、孝晴くん！……何探してるんですか？」

「それ知らねぇで手伝ってたのかよ!?」

「あーもうっ。見てらんないよ！」

　業ごうを煮にやしたのか、瑠佳がやおら欄干に飛び乗り、鎖くさりを宙に投じた。緞帳のレールに分銅が巻きつくや否いなや、彼女は宙に飛びたつ。遠心力を利用して大きく飛ひ距きよ離りを稼かせいだ瑠佳は、着地寸前、巧たくみに鎖を巻き取ると、ネコ科動物のようにステージへと舞まい降りた。

「ほれっ、指宿、パス！」

　振り向きざま、瑠佳の右みぎ脚あしがみごとなインステップキックで、黒い自動拳銃を孝晴のもとへ送った。飛来した拳銃をなんとか両手で受けとった途と端たん、その銃口が吠ほえた。

「おぅわっ!?　宮川、てめぇ！」

　暴発だ。持ち主がどんなに丁てい寧ねいに手入れをしていても、オートマチック機構の拳銃としては最古の部類に属する骨こつ董とう品なのだ。

「眞子！」

「はい？」

「いや、なんでもねーけど……」

　真っ先に眞子の無事を確かく認にんしてしまった自分を、孝晴は猛もう省せいした。それから、あわてて四辺に目を馳はせるが、幸い瑠佳も、倒れている穂稀や幸谷にも怪け我がはない。逃にげ惑まどう生徒たちの中にも血を流しているような者は見あたらない。残念ながら、ゾンビも無傷だ。

　どうやら銃じゆう弾だんはあらぬ方へと去っていったようだ。

　がりがりと床に爪つめをたて、ようやくその体をステージの上へと引きずり上げたゾンビが、黄ばんだ歯を剝むき、紫むらさき色いろの口こう腔こうをのぞかせた。一歩、また一歩と接近してくる、その眉み間けんに、孝晴は銃口を固定した。

「こいつで最後だ。……恨まねぇでくれよ？」

　乾かわいたくちびるを軽く湿しめして、重い引き金に指をかける。

　だが、発砲する必要はなかった。

　上空で何か金属的な破壊音が起こり、その直後、眼前のゾンビが倒れ伏ふした。真上から落下してきた黒いかたまりが、その頭部に激げき突とつしたのだ。

「な、なんだぁ……!?」

　眞子をかばうようにして反射的に飛びのいてから、孝晴はあらためて状じよう況きようを確認する。ゾンビの姿はステージの下にあった。

　ゾンビの頭を押しつぶしているのは、天井にいくつも並んでいる照明のひとつである。もちろん、そう簡単に壊こわれて落ちるようなものではない。ゾンビが棺かん桶おけの内から外の世界へ身をさらしたとき、吹ふき飛ばされた蓋ふたがぶつかり、破損していたのだろう。そこに先ほどの流れ弾だまがとどめを刺し、彼の頭上を襲おそったわけである。

　広い館内を強力な光量で照らす照明はそれなりに巨きよ大だいで、重さもそれに比例している。ゾンビの体は、テレビならモザイク処理が求められる状態だ。

「こりゃあさすがに……確認の必要ねぇだろな」

　孝晴が顔をしかめたとき、それまで沈ちん黙もくを守っていた教員席にようやく動きがあった。

「よろしい！　重殺処理完かん了りようと認めよう」

　紋もん付つき袴はかまの初老の男性──校長が腰こしを上げ、その白しら髭ひげの下に満足げな微び笑しようをたたえて手を打つ。同席する教員たち、そして生徒会や上級生の面々がそれにならった。

　この頃ころになると、逃げだした生徒たちの混乱もだいぶ下火になっていたこともあり、その情報は急速に伝でん播ぱした。出入口へと向かう足を止め、ステージ側へと振り返る。

「おい、ちょっと見ろよ！」

「……さっきのゾンビ、やっつけたの？」

「マジ？　誰だれが？　先生？」

「違う違う！　生徒だ！　新入生がやったんだ！」

　すでに体育館から外部への脱だつ出しゆつに成功している半数ほどの生徒や保護者たちが状況を知るのも時間の問題だろう。教師たちがはじめた拍はく手しゆに徐じよ々じよに新入生が加わり、やがてそれは喝かつ采さいへと成長した。眞子が頰ほおを薔薇ばら色いろに染めて、だれよりも熱心に手を叩たたいている。

「ちっ……あのガキァ、いいとこ持ってきゃァがって」

　例の西沢と子分たちが外から窓をのぞきこんでいるが、彼らの表情にすら嫉しつ妬との中に賛さん嘆たんが垣かい間ま見みえる。

「やったじゃん、指宿！」

　輪にした鎖くさり鎌がまを肩かたにかけた瑠佳が、床ゆかに散らばるガラス片へんや機材を踏ふまないように歩を運びながらやってきた。

「ぐだぐだで一時はどうなるかと思ったけど、結果オーライだね、っと！」

「──うげっ！」

「ありゃ、ゴメン。そんなとこで寝ねてるから気がつかなかった」

「ふぇ……？」

　背中に悪意たっぷりの靴くつ跡あとをつけられた穂稀が、寝ぼけたような視線を四辺にやる。

　秀しゆう才さいの彼女にとって、状況を把は握あくするのに必要な時間はほんの数秒だった。そして、把握すると同時に、彼女はうめいた。

「なんていうことなの……」

　本来ならば彼女が浴びるはずだった拍手や指笛や好意的な野次、そういった賞賛のジェスチュアを受けて困こん惑わくする孝晴を、穂稀は茫ぼう乎ことして凝ぎよう視しした。その肩を、ぽん、とやさしく叩いたのは瑠佳である。

「いやー、残念だったねぇ、新入生総代サン。ご覧のとおり、アンタが熟じゆく睡すいしてる間に、ぜーんぶきれいに片づいちゃったわけよ。おつかれ！」

「み、宮川さん！　あなたって人は……！」

　瑠佳の手を払はらいのけ、くわっ、と眦まなじりを上げる穂稀の髪かみやプリーツスカートから、ぽたぽたと水しずくが落ちる。この季節ではさぞ寒いだろうに、気にしたふうもない。

「中学時代から変わりませんね、何かというとわたしにつっかかって！　いいえ、ごめんなさい。言い直すわ。小学生のときから成長してないわね、宮川さん。いいえ！　もう一度、訂てい正せいさせて！　幼よう稚ち園えんのときより悪くなってるわね！　おもに頭が！」

「さっすが、県内きっての名門緒澤家のご息女は上品なこと言うね～。でも、今どういう状況か忘れてない？」

　瑠佳が右手の親指をステージの下へと向ける。百人を超こえる新入生たちがそこにいるのだ。新入生総代の剣けん幕まくに対する驚おどろきが、彼ら彼女らに拍手や指笛を忘れさせた。

　穂稀の対処はすみやかで、的確だった。こほん、とかわいらしい咳せき払ばらいをひとつ、静せい寂じやくを意にも介かいさず、春風のように孝晴のもとへ歩み寄り、右手を差しだす。

「お見事でした。ご尊名をうかがえますか？」

　同世代の異性が例外なく、そして同性の九割が陶とう然ぜんとする微笑である。瑠佳は残りの一割だった。

「お見事でした、って……アンタ寝てたじゃん」

「なんか大げさじゃねーか？　俺がなんかしたっつーか、勝手に……」

　そうこぼしつつも握あく手しゆに応じた孝晴の口が、台詞を途と絶だえさせ、半開きのまま固まった。

　眞子や瑠佳、それにステージ下の生徒一同も穂稀を凝視している。

「あの……？」

　戸と惑まどう穂稀の髪が、輝かがやいていた。

　いや、違ちがう。ぬばたまの黒髪から、その色が抜ぬけていくのだ。黒から栗くり色いろ、栗色から灰はい褐かつ色しよく、灰褐色から淡たん緑りよく色しよく、そして淡緑色から黄緑色。

　穂稀が自分の体の異状を知ったのは、その直後だ。

　ぽんっ！

　蓮はすがその花弁を開くとき、霊れい妙みようなる響ひびきを発するというが、それはポップコーンがはぜるみたいな音だった。それに花それ自体も、あまり蓮には似ていないかもしれない。

　だが、制服を破り、左胸に飾かざられた造花つきの名札をはじき飛ばして出現した花は、麗れい媚びにして可か憐れん、そして血を吸ったような真しん紅くが白地に映はえていた。

「な、なんだよ、おい!?」

「きゃっ！　なんなの!?」
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　孝晴と穂稀の声が、同じ驚きを表現した。

「は、花？　っていうか……う、動いてるし！」

　瑠佳が叫び、生徒たちがゾンビの出現時と同じように後ずさった。

　花が身もだえし、その根本から数本の蔓つるがのぞいた。それは太陽の光を求めるように、また植物の生育を記録した映像を早送りするように、するするとからみ合いながら穂稀の肩から腕うでを伝い、その先の孝晴の手へと向かっていく。

「うわ、わっ」

「なっ、ななな何!?　何これ怖こわい！」

　反射的に孝晴は手を離はなそうとしたが、穂稀がそれを許さなかった。動転して、逆に孝晴の手を強く握にぎりしめてしまう。

「だめっ。離して！」

　眞子が孝晴の手から穂稀の指を引きはがそうと身を乗り出したのは、半秒ほど遅おそかった。

　孝晴が腕を引いたことで、穂稀の体がつんのめる。

　彼女の腕をつかもうとした眞子の手は空から振ぶりし、おそらく最上の布地を使って特別にあつらえた制服のスカートをつかんだ。そのまま倒たおれこんだ眞子が、穂稀にスカートが裂さける音よりも大きな絶ぜつ叫きようを上げさせたことは言うまでもない。

「いやあぁぁぁっ!!　なぜ!?　なぜなの!?　わたしがこんな罰ばつを受けなきゃいけないどんな悪事を働いたというのよ!?」

　運命だとか神仏だとか物理法則すべてを呪のろうような悲鳴とともに、穂稀はその場にしゃがみ込んだ。

「ごっ、ごっ、ごめんなさいっ！」

「触さわらないでちょうだい！　あなたが何かすると、すべてよくない方向に進むのです！」

　このとき、穂稀の腕を這はっていた蔓が、まるでその感情を表すかのように、びくりと痙けい攣れんすると、胸の花がある傷口へと逃げこんだのに気づいた人間は、たぶんすくなかった。スカートが正常な位置にさえあれば、百数十人の生徒たちもレースと刺し繡しゆうとフリルで形成された白くて甘かん美びなものに目を奪うばわれることはなかっただろうが。

　それに気づいた少数の人間のひとりが、緞どん帳ちようの陰かげから遠えん慮りよがちに姿を見せた。

「……ロシアでごく稀まれに採取される寄生植物……人間や動物の新しん鮮せんな死体にもぐり込み、血管に根を張り、神経網もうに同化……体組織を維い持じして再活性させる……。植物共生型の珍めずらしいゾンビ……」

　目ま深ぶかにかぶったフードの下から、陰いん気きな声で説明しながら、小こ柄がらな女子生徒が孝晴のすぐそばまでやって来た。恥はずかしそうに顔を伏ふせ、持参したものを差しだす。

「あの……これ……」

　丁てい寧ねいに折りたたまれた、孝晴の学生服の上着と瑠佳のカーディガンである。

「あ、ああ」

　孝晴がそれを受けとることができたのは、穂稀の手から力が抜け、床に落ちたからだ。

「……なんですって？」

　さすがに声も体も震ふるえている。下着を隠かくそうなどという意思も、女子生徒の言葉に吹ふき飛ばされてどこかになくしてしまったらしい。

「植物共生……？　よく意味が……いいえ、まさか！　だって、わたしはこうしてちゃんと……！」

「……その植物は、生きている人間には……寄生しない」

「それじゃあ、なぜ！」

「……死んでるから」

　女子生徒の小さな指先が、穂稀の顔をまっすぐに指し示した。

　緒澤穂稀が死んだ。

　だが、いつ？

　考えられるのは、倒れた水すい槽そうが彼女の頭を直ちよく撃げきした、その刹せつ那なであろう。人間とは、かくもあっけなく命を落としてしまうものなのだ。

　この事実──人生最大にして最後の不幸を受けとめるのは、さしもの優等生にも荷が重いと言わざるをえない。なにせ、彼女は今まで一度も死んだ経験がないのだ。

「ああ、これは夢ね？　そうなのよね？……よかった、夢で」

　穂稀はお行ぎよう儀ぎよく両手で枕まくらを作り、横になってから、意識を失った。

「水、水っと……とりあえず、このバケツに……あれ？　何集まってんの、キミたち」

　右手にさげたバケツから水を飛び散らしつつ、ステージ袖そでから庄司がやってきた。穂稀に寄生した植物を見て、彼がバケツをひっくり返すのは、この数秒後のことだ。







　二　死体と遊ぶな生徒たち。







　一年五組の教室は、新校舎の二階に位置していた。

　新校舎といっても、それは大正時代に建築された旧校舎よりは新しいというだけで、建物そのものが新しいという意味ではない。新旧校舎をはじめとした校内のほとんどの建造物が、アールデコ期の洋風コンクリート建築として文化財登録されていることからも、県内随ずい一いちというこの学園の歴史は見てとれた。

「はいはぁい、みなさん、お静かに」

　教きよう卓たくの向こうで、まだ大学生ほどに見える女性教師が、ぽん、と両手を合わせた。

「改めて、ご入学おめでとうございます。立派な重殺士になれるように、まずは一年間、先生といっしょにがんばっていきましょうね？」

「ん……？　んんっ？」

　机に頰ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめていた孝たか晴はるは、思わず姿勢を正した。

「どしたの？」

　体育館のときと同様、右みぎ隣どなりの席で脚あしを組んだ瑠る佳かが、携けい帯たい音楽プレーヤーの画面から目を上げた。煙草たばこ、ではなく、棒つきキャンディを口にくわえている。イチゴの香かおりがした。

　孝晴は瑠佳には応こたえず、椅い子すを蹴けって立ちあがった。

「……思い出した！」

「わっ!?　今度は何よ？　ほんと騒そう々ぞうしいヤツだね、アンタ」

「あんた、あのときの先生！」

「はぁい。よく覚えてましたね、指宿いぶすきくん」

　女教師は、マシュマロみたいな感かん触しよくの語気で肯こう定ていし、ショートケーキみたいな甘ったるい笑え顔がおを見せた。ふわりと空気をふくんで波打つ髪かみは、ミルクたっぷりの紅茶色。そして、右手首の装そう飾しよく品にも見覚えがある。

「何、何？　知り合いなの？　アンタたち」

　興きよう味み津しん々しんの様子で、瑠佳が孝晴と教卓の女教師を見比べる。態度はそこまで露ろ骨こつでなくとも、好こう奇き心しんはクラスメイト三十二人全員の共通するところだ。

「ど、どうしてあんたが……？」

「それはね、わたしが当校の教師だからです」

「じゃあ、なんで、あのときあそこにいたんだよ！」

　先週末、早朝。本当なら孝晴と眞ま子こが入学していたであろう公立高校の正門に、彼女の姿はたしかにあった。

「あの学校にいたのはね、眞子ちゃん──じゃなくて小鳥遊たかなしさんを保護するためだったの。だって、ねぇ、よその学校の先生じゃあ再活性者の対応はできないでしょう？　十八歳未満の再活性者に関する通報があったら、市役所の職員と学園ウチの教員が出向く取り決めなの」

　通報された生徒が本当にゾンビなのかを判別するため、そしてもしゾンビであった場合は、適性を判断するためにだろう。椛祢かばね学園に入学するにたりる知能があるか、それとも単に凶きよう暴ぼうなだけの動く死体なのかを、だ。

「でも、まさか指宿くんがほんとに学園に転入してくれるなんて、先生ちょっとびっくり。ありがとね？」

「いや、礼を言われるようなおぼえは……」

「あら、だって今って少子化でしょう？　どこの学校も生徒を集めるのに苦労してるのよ。特にゾンビ退治なんていう、将来どう役立つのかわからないこと教えてる学校はね」

　新入生を前にして言うようなことではないが、ようするに私立高校の経営というのは楽ではないということだろう。

　孝晴が腰こしを下ろすのを待ってから、女性教師がチョークを手に取り、黒板にとんでもなくへたくそなカタカナを書きつらねた。

　エカテリーナ・ストイチコフ。

「先生の名前です。みなさん、早く覚えてくださいね。先生はもうみんなのお名前しっかり覚えちゃった！　それじゃ、さっそくだけど、出欠取りましょ。お返事と簡単な自己紹しよう介かいをお願いね。──家いえ長なが里り緒お菜なさん」

「はい。はじめまして、家長里緒菜です。趣しゆ味みはラクロスとスポーツ観戦。フレンチブルドッグ二匹ひき飼ってます」

「はぁい、よろしくね、家長さん。──指宿孝晴くん……指宿くん？」

「……あ、はい」

「眞子ちゃんのこと考えるのは、もうちょっとあとにしてね。教科書の受け渡わたしとか、合宿のお知らせがあるから」

　教室に満ちた笑いは嘲ちよう笑しようではなかったが、孝晴を渋じゆう面めんにするにはじゅうぶんだった。

　実際、そのとき、いや、体育館で別れてからこっち、孝晴は眞子のことばかり考えていたからだ。

　入学式や始業式の日、半日で生徒を解放するのはどこの中学高校でも同じだろう。椛祢学園もその奇き妙みような校風にかかわらず、例外ではなかった。

　ただし、孝晴が教室を出るまでには、ほかの生徒たちより多少の時間が必要だった。

「指宿、おまえどこらへんに住んでんの？　チャリ？　電車？」

「暇ひまなら帰りに昼飯喰くってかねぇ？」

「指宿くん、どっかクラブ入る予定ある？」

「身長いくつ？　そういえば、怪け我がだいじょうぶ？」

　この教室に移動して、エカテリーナが入ってくるまでの間そうだったように、クラスメイトたちが親しげに声をかけ、肩かたを組み、手を引いてくる。新入生の中で一番最初にゾンビを重殺した。その実績が、孝晴を無名の男子生徒から学年一の有名人に変えてしまった。

　いちいちつきあっていたら気き疲づかれしてしまうが、かといって邪じや険けんに突つき放すのも気が引けた。数日もすれば、ほかのクラスメイト同士で気が合う仲間が見つかり、孝晴も単なる友人のひとりとしてクラスに溶とけこむはずだが、今はまだそうではない。

「いや、悪わりぃ……ちょっと今日は……」

　うまい言い訳を探しつつ、後ろ側のドアを目指して少しずつ移動を試みていた孝晴の腕うでに、横合いから伸のびた女子生徒の腕が交差した。

「ゴメンね、みんな！　今日はアタシが借りるよー。はいはい、ゴメンよ、通してね。明日あしたの朝にはちゃんと返すから安心してちょうだいな」

　瑠佳の手て際ぎわはあざやかだった。短時間で、有う無むを言わせず、しかも人当たりのいい笑顔でもって、クラスメイトの包ほう囲い網もうから孝晴を引きずりだしてしまった。

　廊ろう下かに出てからも腕を組み、瑠佳は足早に進む。孝晴もそれに合わせて大またになった。

「サンキューな、宮みや川がわ」

「どういたしまして。しっかし、つらいね、人気者ってのも」

　階段を降りて、一階の廊下を行く。すれ違ちがう生徒たちの多くが、ゾンビを倒たおした勇ゆう敢かんな新入生とファッションモデルと見まごう金きん髪ぱつ少女の二人づれに、無ぶ遠えん慮りよな目をやった。

　瑠佳の足が玄げん関かんとはべつの方向へと向かっていることに、孝晴は気がついた。

「どこ行くんだよ。帰らねぇの？　おまえ」

「なんと！」

　瑠佳は足を止め、ぐい、と体を必要以上に密着させた。ちゅぽ……。くちびるからキャンディを引き抜ぬき、ストロベリィの甘あま酸ずっぱい香りを孝晴の耳に、ふっと吹ふきかける。

「きれいなお姉さんとデートはお断りかい？　指宿くんや」

「馬ば鹿か、よせよ！」

　孝晴が動どう揺ようして瑠佳との間に隙すき間まを作ったのは、周囲の生徒たちの視線と、腕に当たる瑠佳の身体からだの──おもに胸部の──感触のせいだ。

　ふふん、と瑠佳が口の両りよう端たんを上げた。当ててるのよ、といった感じだ。

「初うぶだねぇ、お兄さん。……ま、ほんとはね、こっちの渡り廊下から旧館の別べつ棟むねに行けるんだ。そっちに協賛生のクラスがあるの」

「協賛生ってゾンビの？」

「そ、眞子ちゃんの」




　椛祢学園の生徒には二種類が存在する。

　ひとつは言うまでもなく、孝晴や瑠佳たちのような重殺士候補生。そしてもう一方は、重殺士の育成訓練に協力することを条件に保護観察処分とされ、強制入学させられたゾンビたちだ。彼らは協賛生と称しようされ、候補生たちとはべつの校舎が充あてられていた。

　二階建ての旧館別棟がそれだ。

　一見すると、コンクリートと煉れん瓦がで構成された頑がん健けんそうな西洋建築は、明治大正のお役所に似ているかも知れない。古くとも破損のすくない外観に、歴史が織りなす風ふ情ぜいや和と洋が交わる美を汲くむことすら可能だろう。だが、専用の運動場と裏庭を囲む鉄てつ条じよう網もうを見れば、その支柱に備えつけられた監かん視しカメラの存在を知れば、またペンキがはがれかけた看板にある『高圧電流注意』の文字を読めば、その印象は網あ走ばしり監かん獄ごくに早変わりするはずだ。

　本年度の新入協賛生は、五十九人。

　これは例年並みの数字で、ふたつのクラスに分けられる程度の生徒数である。候補生が百二十人以上であるから、相対的にはすくないが、前年度に確かく認にんされた死亡時十五から十八歳の再活性者のうち八割がこの校舎の中にいると考えると、それは小さな数字ではない。

「言ってみれば、ここはゾンビの学舎ってとこだね」

　一年星組の教きよう壇だんで、保健医の庄しよう司じがそうたとえた。

「キミらは三年間、このクラスで生活し、進級する。候補生と違ってずっと同じ面子メンツだから、仲良くするんだよ。あ、いちおうボクが担任なんだけど、保健医の仕事もあるんで、あんまり教室には顔出せないかもしんないから、細かいことは級長に頼たのむよ」

　白衣の保健医は、名めい簿ぼを片手に、ペンを握にぎった手で灰色の髪を搔かいた。

「そっか、まず級長決めないとねぇ……誰だれか、やりたい人いる？」

「先生！」

　最前列の男子生徒が、まっすぐに右手を伸ばして起立した。

「おっ、元気いいね。そんじゃ、キミに決定！　名前、教えてくれるかい？」

「安やす永なが瑛あきらです」

「うん、安永くん……ね。ありゃ、資料によると都内のいい高校から転入してるじゃないか、キミ。頼もしいなぁ」

　安永瑛は、それが都内の名門進学校の制服なのだろう、黒い詰つめ襟えりを身につけていた。色白で目鼻立ちの整った、細身の少年である。眉まゆにかかる髪はつややかで、通った鼻筋の上に載のった眼鏡めがねはそれなりに値段が張りそうだ。机のフックにかけたぴかぴかの学生鞄かばんは合成革がわではなく、本革だろう。

　全体的に言って、彼はいいところのお坊ぼつちゃんを率そつ直ちよくに体現していた。

「先生、ぼくは級長になるつもりで挙手したんじゃありません」

「ほう、どうしてまた？」

「なぜなら、ぼくはゾンビじゃないからです！」

　そう断言し、安永瑛は両手で机を叩たたいた。

　彼の背後で、思い思いの席に腰を下ろした生徒たちが、沈ちん黙もくに驚おどろきを込こめて、安永の背中を注視する。

「だってそうでしょう!?　ぼくは彼らとぜんぜん違う！」

　瑛の右腕が勢いよく旋せん回かいした。自分以外の、教室に存在するすべてを〝彼ら〟と定義するための動作だった。

「おい、そりゃどういう意味だ？」

　窓まど際ぎわ最さい後こう尾び、不良生徒の指定席で、その席にふさわしい外見の男子生徒が低くうなった。

　瑛はそちらを見返ろうともしない。

「こんなに不衛生で、粗そ野やで、醜みにくく、おぞましい連中と同じ部屋にぼくがいること自体、これは大きな間違いです！　こんなことあってはならない！」

「なんだと、コラぁ!?」

「言ってくれるじゃねぇか、偉えらそうによぉ！」

「何様のつもりよ！」

　当然のことながら、瑛をなじる声が猛もう然ぜんと湧わきあがる。だが、彼は聞く耳を持たない。重要なのは担任である庄司と自分の会話だけなのだと頭から決めつけているようだ。

「先生！　どうか正しいご判断を！　ぼくを今すぐ、この狂くるった収容所から解放し、あるべき環かん境きようにもどすと約束してください！」

「いや、そう言われてもだね」

「どうして!?　真実はあきらかでしょう？　ぼくは……ぼくはゾンビじゃない！　まだ生きているんですよ！　彼らとぼくの姿を、よく見比べてください！」

　瑛はみずからの胸に手を当て、全身全ぜん霊れいを込こめて訴うつたえた。

「………」

　庄司は瑛の必死の形相を見つめ、それからその穏おん和わな目を教室に流した。

　顔じゅうに死し斑はんを浮うかべた男子生徒。なかば顔を隠かくす黒くろ髪かみの隙間からにごった目を光らせる女子生徒。坊ぼう主ず頭あたまにくっきりと陥かん没ぼつの痕あとがある野球部員。化け粧しようポーチを開いて、土気色のくちびるやはがれた爪つめを手入れしているミニスカートの美人……。特とつ攻こう服姿の不良生徒のパンチパーマを鉄パイプが貫かん通つうし、ゴスロリ少女の手首に開いた動脈に達する傷からは一ひと滴しずくの血も流れていない。

　庄司は、ふたたび眼前で顔をひきつらせている瑛に目をもどした。

　傷ひとつない白はく皙せきの相そう貌ぼう。理知的な瞳ひとみ。きちんとアイロンがけされた制服に、蠅はえの一いつ匹ぴきさえ寄りつかないその頭髪。

　ややあって、庄司は淡たん泊ぱくにうなずいた。

「……ま、そういうこともあるよね」

「先せん生せえぇっ！」

「いや、正直ね、キミみたいなゾンビは珍めずらしくないんだよ、うん。毎年、ひとりはいるんだ、ボクはまだ生きてるー、ってわめく頑がん固こな協賛生が」

　なるほど、瑛は庄司が認めるように頑固でしぶとかった。机を乗り越こえ、白衣に取りすがらんばかりの勢いで泣きつく。

「だけど先生！　ぼくは本当にまだ死んでない、ちゃんと生きてるんです！　信じてください！」

「それなら、俺もだ！」

「そうだ、俺だって死んじゃあいませんよ、先生！」

「わ、わたしも！　これは腸に見えるけどただのアクセサリーなんです！」

　瑛の抗こう議ぎが火種となり、死者たちの人間宣言はあっという間に教室中に拡散した。その喧けん噪そうは、人数こそすくないとはいえ、彼らが衛生管理上の理由からふたりの例外をのぞいて出席を許されなかった入学式の騒そう動どうにもひけは取らない。

　鞄や筆入れや上うわ履ばきや肉にく片へんが飛び交かい、椅い子すが倒れて大腸が床ゆかを打つ。防ぼう腐ふ剤ざいと乾かん燥そう剤ざいが飛び散り、ホルムアルデヒド水すい溶よう液の臭においがあふれかえった。

「あー、こらこら、諸君。暴れたってなんにも解決しないよ？　まずは冷静になって、学園生活を楽しくする方向で話を進めようじゃないの」

　庄司の億おつ劫くうそうな教説に耳を貸す生徒は、誰ひとりとして存在しない。

「──なんか、たいへんなことになっちゃいましたね」

　入学式に参列した、たった二人の例外のうちのひとり、小鳥遊眞子が、隣りん席せきにいるもうひとり、すなわち緒お澤ざわ穂ほ稀まれに愛想笑いを向けた。

「…………[image: あ゛]？」

　返ってきたのは、どんよりと曇くもった昏くらい眼まな差ざしだった。この世の絶望という絶望を集めてこねて目玉の形にしたら、こうなるだろうか。

　うっ、と身を引いた眞子の頭に、すっ飛んできた筋繊せん維いつきの眼球が、べちゃり、とへばりついた。それを取ろうともせず、眞子は努めて明るく穂稀に笑いかける。

「あの、わたし、ユ……じゃなくて、小鳥遊眞子です。よろしくお願いします」

「知ってます」

　背中を丸め、両腕をだらりと床に向け、あごを机につけたまま、穂稀はそっけなく応じた。いまだかつて、小学校でも中学校でも、いや幼よう稚ち園えんのときですら、彼女がこれほどだらしない姿勢で着席している姿を見た者はいなかった。

　制服がずぶ濡れになってしまったために着き替がえたトラックスーツ（ようするにジャージの上下だ）が、さらに今の彼女から威い厳げんや品格といったものを奪うばっている。裾すそからシャツをはみ出させ、素す足あしで上履きをつっかけた様子は、まるで休日の中年サラリーマンだ。

　だが、誰がその怠たい惰だを責められるだろう？

　今朝、彼女はエリートだった。曰いわく、県内きっての名門緒澤家の三女。十年に一度の天才。文武両道にして才色兼けん備び。生まれながらの勝者。椛祢の次期女王……。天が与あたえうるものをすべて与えられてこの世に生を受けたのが、緒澤穂稀という少女だったのだ。

　それが、わずか半日たらず。半日たらず、である。

　今の彼女は、ただのゾンビ。動く死体。人類の敵にして文明社会の害虫。政治的なメタファーではない、そのままの意味での、腐ふ敗はいの象しよう徴ちよう。再活性者……協賛生。

　なんとすさまじい、急速な転落劇か。

　誰であろうと、やけ酒の一いつ杯ぱいでも流しこまなければやっていられないだろう。穂稀がそうしなかったのは、彼女が二十歳はたち未満であることと、そのつつしみ深さのため、そして学内の売店は医い療りよう用以外のアルコール類を扱あつかっていないという社会常識のせいだ。

「……えっと、緒澤穂稀さん。穂稀ちゃん……ほっしゃん、って呼んでいいですか？」

「だめ」

「あ、ですよね……」

　眞子はしゅんとして自分の机に視線を落とした。

　が、すぐに気を取りなおし、再挑ちよう戦せん。未開の地で原住民の部族と接せつ触しよくを試みるように、せいいっぱい友好的な笑え顔がおで、きわめて慎しん重ちように言葉を選び、声をかける。

「あの……犬と猫ねこ、どっちが好きですか？」

「……その質問に答えなければならない義務が、わたしにあるのかしら？」

「じゃ、じゃあ、紅茶とコーヒー……」

「あなたとは話したくないって遠回しに言っているのよ！　察しなさい！」

「は、はいっ」

　穂稀がたまりかねたように怒ど鳴なりつけ、眞子は息を吞のんで身を引いた。

「……穂稀さん、もしかして、わたしのこときらい……ですか？」

「……今、気がついたの？」

　ちら、と不服そうに目をやった眞子の鼻先すれすれに、穂稀の顔がにじり寄った。くちびる同士が触ふれそうな距きよ離りだが、怨おん念ねんにたぎった穂稀の双そう眸ぼうから倒とう錯さく的な乙女おとめの情じよう緒ちよを見いだすのは不可能だろう。

　なんといっても、眞子は穂稀を殺した張本人なのだ。

　……まぁ、間接的に、ではあるが、かといって無関係であるとも言いきれない。

　水すい槽そうの落下は事故であったが、その原因となったゾンビが棺かん桶おけから逃にげだしたのは彼女のせいである。ついでに言えば、教師の幸こう谷たにが怪け我がをしたのも、穂稀のスカートがずり落ちたのも、あの指宿という男子生徒が首しゆ尾びよくゾンビを鎮ちん圧あつできたのも、もとをただせば小鳥遊眞子が原因だ。けっきょく、あのとき起きたすべての悪い出来事は眞子に集約されるのだ、と穂稀は結論づけていた。

「ええ、そう！　わたしは、あなたが嫌きらい！　憎ぞう悪おしていると言ってもいいわ！　これに関しては、わたし自分の今の境きよう遇ぐうに感謝しています。だって、そうでしょう？　ゾンビにでもなっていなきゃ、自分を殺した相手に抗議のひとつもできないのだから！　もちろん、放課後にはすぐお父さまに連れん絡らくして、きちんと法的手段を踏ふんで、あなたに重い、重い、重い償つぐないをしていただくけれど！」

　緒澤穂稀がこれほど直ちよく截せつ的に感情を表現し、他人を面めん罵ばするのは──あの腐くされ縁えんの宮川瑠佳をのぞけば──生まれてはじめてのことであった。挫ざ折せつも不幸も体験したことがない彼女には、そんな必要がなかったのである。

「楽しみだわ！　正当な判決のもと、あなたが焼しよう却きやく処分になって火か葬そう場ばに叩きこまれる、そのときが！　あら、これも今の境遇が与えてくれる数すくない幸運のひとつに加えていいわね。自分を殺したこんちくしょう！　あなたがみじめに焼かれてこの世から完全に消える、清すが々すがしい瞬しゆん間かんをこの目で確かく認にんできるなんて！　世の中のかわいそうな犯罪被ひ害がい者しやに──被告人にばかり優やさしいこの国の誤った法律に泣かされている天国の気の毒な人たちに、わたしの権利を分けてあげたいくらいよ、このくそったれ！」

「ちょっ……ほ、穂稀、さん……！」

　本人は気づいていないかもしれないが、穂稀は眞子を床に押し倒たおし、馬乗りになり、両手で彼女の首をぎゅうぎゅう絞しめていた。さらに、二本の手だけではたりぬとばかり、胸の花の周囲から、そしてジャージの袖そで口ぐちから伸しん長ちようした蔓つるが、絞こう首しゆ刑けいのロープとなって眞子の喉のどを締しめあげている。

　そのまま穂稀が眞子の頸けい骨こつを粉々にし、首をねじ切らなかったのは、庄司が担任としての威厳を示すことに成功したためだった。

「こんなとこに三年間もいられるか！　俺は出てくからな！」

　先刻、瑛にドスを利きかせた不良ゾンビが、窓を開け放ち、窓まど枠わくに足をかけた。

　その直後、空中に銀光が走り、彼の首筋に注射器が針の根本まで埋まい没ぼつした。

　不良ゾンビの長身が傾かたむき、窓の外へと落下する。だが、それは彼の意志による跳ちよう躍やくではなく、待ち受けていた結末も彼が望むものではなかった。

　ばきっ！　と何かが折れるような炸さく裂れつ音とともに、閃せん光こうが窓ガラスを照らした。

「突とつ然ぜんで悪いが、キミは退学だ」

　注射器を投じた右手を白衣のポケットにもどし、庄司が宣告した。

　校舎の外で、有ゆう刺し鉄線にぶら下がって燃えあがっている当人には聞こえなかっただろうが、その言葉は教室内の騒さわぎを一瞬にして鎮ちん静せい化させる効果はじゅうぶんに果たした。

「言い忘れてたけど、キミら協賛生の人権が保護されるのは、この学園の管かん轄かつ下に限られている。なんで、わざわざ強制入学させられてるのか、そこんとこよく考えてね？」

「………」

　いつの間にか机の位置もしっかりと正し、きちんと背筋を伸のばして着席した生徒たちは、無言でその理解を示した。

　とんでもない学校に入れられてしまった……。

　漫まん画がのフキダシをつけたら、全員の頭の上にその言葉が浮かんでいただろう。

「あはは……すごいところですね……」

「話しかけないで」

　声は小さかったが、穂稀の怒いかりの度合いがそれに比例しているとは言いがたい。

「わたしをあなたたちといっしょにしないでちょうだい。あの、わめくことでしか自分を主張できない安永くんともね。わたしはどうやら死んで、このおかしな植物のせいでゾンビになってしまったようだけれど、何ひとつあきらめてはいませんからね。この程度のことがなんだっていうの？　すぐに生き返って、もとの正しいわたし自身を取りもどしてみせるわ！」

「はぁ……」

　ぽかんとした眞子の表情は、あまりに大きい尊敬の念のためだった。

　この程度？　生き返ってみせる？　死んだばかりの身で、ここまで堂々と断言できるたくましさは、ゾンビ生活が長い眞子にとってまぶしくさえ感じられた。




「うおっ!?」

「げっ！」

　渡わたり廊ろう下かの突つき当たりまでやってきた孝晴と瑠佳が、同時に悲鳴を上げ、飛び下がった。

　前まえ触ぶれもなしに空から、男子生徒が降ってきた。

　それだけでも驚きよう愕がくに値あたいする事件だが、その男子生徒は目の前の金かな網あみの上部、幾いく重えにも巡めぐらされた鉄てつ条じよう網もうに激げき突とつし、はげしく火花を散らす。がくがくと痙けい攣れんする体のあちこちから火が噴ふき、爪つめが割れ、眼球が爆はぜた。

「な、なんなんだよ……!?」

　タンパク質や制服の化学繊維が焼ける異い臭しゆうに、孝晴は口もとを覆おおった。

　男子生徒が暴れていたのは三十秒たらずだったろうか。ほどなく手足の動きを止め、今は孝晴の頭上二メートルで人型の消し炭となり、白はく煙えんをくすぶらせている。

「うっはー……マジ？」

　孝晴の腕うでにがっちりと抱だきついた瑠佳が、無理に笑うが、さすがに青い顔だ。

　新館からいったん旧館に移動し、渡り廊下の先にある別べつ棟むねへの出入口までやってきたふたりを出で迎むかえたのが、この事態である。歓かん迎げいの贈おくり物とは、とうてい思えなかった。

　足音に孝晴が振ふり向くと、旧館のほうから数人の上級生が走ってくるのが見えた。

　女子生徒がひとり、男子生徒が三人。今日は入学式で、二年三年の始業式は明日あしただから、彼らは当直などの特別な役割で登校しているのだろう。全員がマスクをつけ、中のひとりがさまざまな道具を積んだ台車を押していることからも、それは察することができた。

「あちゃー、今年は早かったわね」

「さっそくひとり脱だつ落らく……と。暴れるのは勝手だけど、片づけするこっちの身にもなってほしいよな」

「まぁまぁ。重殺士免めん許きよ取って警察の鑑かん識しきに入るって選せん択たくもあるんだし、これも社会経験さ」

「あとは遺体処理業者とかな。現場でゾンビに出くわすことが多いから、重殺士だと優ゆう遇ぐうされるらしいぜ。給料いいしな」

「病院って道もあるわよ。霊れい安あん室しつ勤務だけど」

　記章を見ると、四人とも三年生らしい。就職についてわいわいと雑談しながらも、出入口横にあるスイッチで電流を停止させ、先せん端たんに鈎かぎのついた棒を使って鉄条網から死体を引きずりおろす。死体に吹ふきかけられた消火器の煙けむりが、あたりの地面を覆い隠かくした。

「はい、袋ふくろ」

「それじゃ、せーの……よし。足出てないよな？」

「消毒やっとくから、あんたたちはそれ焼しよう却きやく炉ろに持ってってくれる？」

「解かい剖ぼう室じゃなくて？」

「今日は開いてないでしょ。適当に報告書に言い訳書いとくから、いいよ」

「了りよう解かい」

　あっという間に黒い袋に収納された死体を担たん架かに載のせ、男子生徒三人は来たときのように素早く渡り廊下を去っていく。

　残った女子生徒が、消毒液と書かれた金属製の容器を持ち上げ、ホースでつながった射出機を金網に向けた。自転車のタイヤに空気を入れるような音とともに霧きりが小さな虹にじを作る。

「あんたたちは触さわってないわね？　でも、ま、念のため」

「冷た……っ」

「ごめんね、校則だから。ゾンビに触ったら、消毒液かせっけんで手を洗うこと！」

　孝晴と瑠佳の手にしゅっしゅっと消毒液を吹きかけてから、女子生徒はマスクをあごに下ろした。運動部らしく、適度に日焼けした顔とショートカットの髪かみが、凛りんとした印象を見る者に与あたえる。風紀・衛生と記された腕わん章しようは男子生徒たちもつけていたものだ。

「新入生だね。別棟に何か用事？」

「用事ってわけじゃねーんですけど……知り合いの様子が気になって」

「生徒手帳、もうもらった？」

「ああ、いちおう」

　すでに教室で、エカテリーナから教科書類とともに受けとっている。

　女子生徒はゴム手袋を着用した手で、電流のスイッチをもどすと、蓋ふたを閉めて鍵かぎをかけた。

「いつもはね、そこの受付に先生かあたしたち風紀衛生委員がいて、学生証をチェックしたら中に入っていいのよ。でも、あと一週間くらいは立ち入り禁止。協賛生が環かん境きようになじむまで、候補生との接せつ触しよくは教師の許可を得た場合のみ、ってね」

　別棟の校舎を囲む金網は、出入口で途と切ぎれ、そこにはやはり金網の扉とびらがある。その奥には詰つめ所のような小屋があり、その受付の向こうにもうひとつ金網の扉が見えた。二つの扉を通過してようやく、別棟の入り口である。

「事情はわかるんですけど、センパイ、ちょっとだけ中入れてくんないっすかね～？　ほら、今なんてほかに人もいないし……あ、センパイって、よくアイドルに間ま違ちがえられません？　美人だし、スタイルもいいし」

「あは、ありがとう」

　女子生徒はおかしそうに、親しげに身を寄せる瑠佳を見やり、ポケットに滑すべりこんだ彼女の右手を押さえた。

「でも、ごめんね。入れてあげたいけど、あたしも奥の扉の鍵は持ってないんだ」

「あ、そうデスか……」

　追つい従しようの笑えみを凍こおらせた瑠佳の手から、鍵束がつまみ上げられ、女子生徒の制服のポケットにふたたび姿を消す。

「おまえ……」

「何よ、指宿、その目は！　アンタたちの逢おう瀬せのために、アタシが……」

「野次馬根こん性じようだろ？」

「アハハ、ばれた？　だって、おもしろいじゃん！　ゾンビであることが発覚して捕とらえられた彼女を助けるため、謎なぞの組織に潜せん入にゆうを試みるヤツとか、普ふ通つういないよ？」

「勝手に話をドラマチックにすんなよ！」

　足もとに置いていた消毒液の容器を持ち上げ、女子生徒は笑った。

「なんだか事情ありって感じね。べつにこの校舎は消えたりしないから、また今度おいで」

「どーも。おつかれっす」

　きびすを返した上級生に軽く頭を下げてから、孝晴は煉れん瓦が造りの校舎を見上げた。

　この建物は消えないだろうが、中にいる協賛生はその限りではない。先ほど、鉄てつ格ごう子しに引っかかって燃えていた男子生徒のように。

　眞子がああいう目に遭あわないと、どうして言い切れる？

　男子生徒が落下したのは二階にある教室のどこかだろう。殺人事件の手がかりを探すような気分で、視線を泳がせた孝晴は、窓のひとつに見覚えがある横顔を発見した。

　遠目には薄うすい琥こ珀はく色いろのようにも見える、若草色の髪。すこぶる機き嫌げんが悪そうな、緒澤穂稀だ。

　そしてその奥には、生徒手帳を受けとって自分の席にもどるためだろう、教室の前方から小走りにやってくる眞子の姿がある。

「──眞子！」

　その声が届いたわけではないだろうが、椅い子すに座ろうと腰こしをかがめたとき、眞子の視線が孝晴のそれと交わった。

　こういう瞬しゆん間かん、眞子の表情は目をみはるくらいあざやかな変化を見せる。

　光がはじけるように。

　笑顔になった眞子が、急いで窓辺に寄る。押しのけられた穂稀が、がつん、と窓に頭をぶつけ、何か怒ど鳴なった。

　眞子につられて振り返った穂稀が、その柳りゆう眉びをこれでもかと中心に寄せた。彼女の腕がカーテンをつかみ、一瞬で眞子の姿を孝晴の視界から消し去った。

「あっ、緒澤、てめっ！　根性曲がり！」

「いや、いいって……」

　義ぎ憤ふんの拳こぶしを振りかざした瑠佳を、孝晴はなだめた。

　今の穂稀の境きよう遇ぐうを思うと、多少の理り不ふ尽じんな対応にも腹は立たない。協賛生とやらがどういう扱あつかいを受けているのかは気になるところだが、いずれ眞子をつかまえて直接尋たずねればいいだろう。




　数人ずつ連れだった新入生たちが、正門と新館の間にある前庭を横切っていく。ときどき駐ちゆう輪りん場じようから自転車が滑りだしては、彼らの間を縫ぬって通りすぎていった。

　玄げん関かんで上うわ履ばきから靴くつに履きかえた孝晴と瑠佳も、同級生たちにならって正門へと向かった。

「宮川、歩き？」

「んー、わりと近いからね、ウチ。アンタは電車？」

「ああ。帰り道で、服屋に頼たのんどいた制服受けとらなきゃなんねぇんだけどな」

「服屋って駅前商店街の〝学生服の小お山やま田だ〟でしょ？　駅までいっしょに帰ろ」

「いいけど、そっちは遠回りになるんじゃねぇの？」

「どうせ晩ごはんの買い物とかあるからさ」

　孝晴はあやうく足を止めるところだった。

「おまえ、料理とか作るの!?　いや、作れるの!?」

「なーんで驚おどろくかな？　そこで」

　じろっ、と瑠佳の目つきが物ぶつ騒そうなものになった。

「ウチはお母さんいないからね。アタシが作るしかないわけよ」

「あ、そういやそうか」

　孝晴は、あの鎖くさり鎌がまが母親の形見だと瑠佳が言っていたことを思い出した。

　瑠佳がちょっと驚いたふうに、イチゴ味の嘆たん息そくを漏もらした。

「……アンタ、やっぱ変わってんね」

「なんだよ、いきなり」

「だって、こういう話すると、ほとんどの友達が、ゴメン！　スマン！　って感じの、痛ましそうな顔するんだよ？」

「あ、すまねぇ、気分悪くさせちまったか？」

　孝晴はあわてて自分の不注意を詫わびた。だが、瑠佳は顔をしかめて、手に持ったキャンディの棒を振る。

「そういう意味じゃなくて！　ただ変わってるって思っただけだから。むしろ助かるよ、変に気ぃ遣つかわれなくて」

「ちょっとわかるわ、それ。俺んちも親父おやじしかいねぇから」

「あ、そうなの？」

「うちは晩飯っつったら閉店間ま際ぎわのスーパーの総菜ばっかだけどな！」

「アハハ、中学んとき、部活やってたっしょ？　帰り遅おそいとそうなっちゃうんだよねぇ。──そだ！　今度、おべんと作ってきてあげるよ」

「いや、そりゃ悪わりぃだろ。おまえだって家のことで忙いそがしいだろうし」

「いーって！　家族すくないと食材余っちゃうしさ。いくら貧びん乏ぼうでも、ひとりぶんくらい余分に作る経済的余よ裕ゆうあるし。ていうか、アタシの料理の腕うでを思い知らせてやりたいんだよね！」

　なんだか上じよう機き嫌げんで、くちびるから突つきだしたキャンディの棒を上下させていた瑠佳が、不意に正面に目をやって、眉まゆを上げた。

「あれ？　あの子……ほら」

　正門のそばに、フードをかぶった女子生徒の小さな影かげがたたずんでいる。楽器箱を両手で提さげて、いくらか猫ねこ背ぜ気味に。

　孝晴と瑠佳が近づくと、彼女はそっと近くに寄ってきた。

「そんなとこで、どしたの？　友達でも待ってんの？」

「………」

　瑠佳の質問に、彼女はこくりと首しゆ肯こうすることで答えた。上うわ目め遣づかいの視線が、孝晴の顔に固定されている。

　孝晴はその意味がわからず、自分の後ろに彼女の友達がいるのかと探してみたが、それらしい人物はいない。となると、彼女が待っていた友達というのは、消去法によって明確だ。

「……俺？」

「………」

　ふたたび、彼女は小さく、先ほどよりも恥はずかしそうにうなずいた。

　孝晴は当とう惑わくした。正直なところ、この背の低い寡か黙もくすぎる少女の素す性じようをまったく知らない。名前すら聞いていないのだ。赤の他人とは言わないが、わざわざ待ち合わせをして下校するほど親しい友達なのかというと、それも疑問だった。

　ところが、瑠佳は孝晴よりずっと快活で判断が早かった。

「んじゃ、いっしょに帰ろ。駅前の商店街で買い物してくけど、いい？」

「……うん」

　フードの影で頰ほおを染め、少女はとことこと瑠佳の反対側に回り、孝晴の横に並んだ。

「……アスリン」

「え？」

「わたしの……名前……」

「そ、そうなのか。俺は──」

「タカハル……イブスキ」

　どこで知ったのだろうか、と孝晴は不気味に思ったが、おそらく制服の上着を貸したとき、名札でも見たのだろう。アスリンという名前からすると、外国出身なのかもしれない。言葉がたどたどしいのは、日本語に不慣れなためだと考えれば納なつ得とくもいく。

　まぁ、悪いやつじゃなさそうだ。

　いくぶん変わった少女だが、それを言えば眞子はもっと変わっている。

　孝晴は最後に眞子の顔を見た旧館別べつ棟むねのほうへ首を動かした。ここからでは新館がじゃまをして、別棟は見えない。だが、いくらホームルームが長引いても、そろそろ担任が生徒を解放していい時間だ。

「小鳥遊のこと待つつもりなら無む駄だだよ。協賛生は下校しないから」

「なんで？」

「あいつら全ぜん寮りよう制せいだもん。別棟の奥にさ、あおぞら寮とたそがれ寮って寄宿舎があって、ゾンビは全員そこで集団生活してんだって。さっきセンパイが、協賛生が環かん境きようになれるまでって言ってたのは、たぶん寮生活があるからだよ」

　瑠佳の言うように、なだらかな斜しや面めんとなっている学園の裏手に、それらしい建物が眺ちよう望ぼうできる。おそらく、そこも鉄てつ条じよう網もうに囲い繞にようされた不自由な場所に違ちがいない。

　三日前、眞子が護送車に押しこまれたとき、てっきり眞子が刑けい務む所しよのようなところへ収しゆう監かんされるのかと孝晴は疑ったが、実際、ここでのゾンビの待たい遇ぐうは刑務所とさして変わらない気がしてきた。

　その寮のことを瑠佳がふたたび口にしたのは、駅前の大型スーパーの生せい鮮せん品売り場で、孝晴が持つ買い物カゴに白菜四分の一玉を投げこみ、隣となりの長ネギに手を伸のばしたときだった。

「ここだけの話、あの寮ってのが、ちょっとヤバいらしいんだ」

「やばい？」

　アスリンと並んで、通路側の特売品を物色していた孝晴が、瑠佳のほうを見返る。

　その鼻先に、長ネギが突きつけられた。つん、と刺し激げき臭しゆうが鼻び孔こうの粘ねん膜まくにしみる。瑠佳は何やらゆゆしげに眉をひそめ、さらに声もひそめた。

「おっかない話だよ？　お祈いのりは済んだ？　部屋の隅すみでガタガタ震ふるえながら命いのち乞ごいする心の準備はＯＫ？」

「なんだ、怪かい談だんかよ」

「そ、クラスの女子に聞いた噂うわさなんだけどね。学園七十七不思議のひとつ──」

「多いな！」

「──血まみれの絨じゆう毯たんってのが、あおぞら寮のどっかにあるらしいんだ。なんでも、あそこは戦時中は戦傷兵を収容した病院だったらしくて、そんとき兵隊さんの世話をしてた看護師のひとりが絨毯に輸血用の血をこぼしてしまったという……」

「ただのうっかりじゃねーか！」

「ありゃ、お気に召めさない？　だけどほかにも、血ち塗ぬられたホーロー鍋なべだとか、血の池大浴場だとか、血の涙なみだを流す観音像だとか……」

「血ばっかだな……」

「……血以外が、好き？　なら……内臓をまき散らす……人体模型とか、おすすめ」

　孝晴の指し摘てきを不満と受けとめたのか、アスリンがフードの奥でうれしそうに目を輝かがやかせて、その奇き妙みような知識を披ひ露ろうしはじめた。

「あとは……人ひと喰くいの和式便器……。嘔おう吐とする、モーツァルトの肖しよう像ぞう画が……。弾ひくと身内が全員死ぬ……ピアニカ……。落ち武者の亡ぼう霊れい……を追いかける柴しば犬いぬの霊れい……なども人気」

　なぜか、アスリンの指がカゴの中の鶏とり肉にくパックを強く押している。圧あつ迫ぱくされた鶏肉が、じわり、と血液をラップににじませた。

「な、なるほど……」

　なるべくアスリンと目を合わせないようにして相づちを打つくらいしか、孝晴にはできることがない。彼女がいつどこでそういった情報を得ているのか、興味がないと言えばうそになるが、あまり触ふれないほうがいい気がした。

「よく知ってんね、アンタ。……ま、そんな感じでさ、学園七十七不思議の八割方が、あそこの寮か、そうでなきゃ旧館別棟にまつわる話なわけ。もちろん、ただの怪談なんだけどね」

　うって変わり、瑠佳は明朗快活な笑い声を立てた。長ネギがカゴに投じられる。

「ただの怪談つってもなー。場所が場所だぜ？」

　ことゾンビを集めた学校がその舞ぶ台たいとなると、一いち概がいに笑い飛ばすわけにはいかない。七十七のうちにひとつくらい、いや、へたをすると五つか六つくらいは事実がまぎれ込んでいても、それは不思議でもなんでもないのではないか。すくなくとも、そういった噂話のきっかけとなった凄せい惨さんな事件が過去にあったことは疑いない。

　瑠佳が苦く笑しようして、孝晴の肩かたを強く叩たたいた。

「だいじょぶだって！　いくら小鳥遊がトロいヤツでも、入寮初日で怨おん霊りように祟たたられるようなトラブル起こしたりはしないでしょ」




　生鮮品売り場の白い光を浴びて、瑠佳が楽観論を述べた、それと同じ頃ころ。

　椛祢かばね学園特別練れん士し高等学校の敷しき地ち内に設けられた、あおぞら寮──女子協賛生専用の寄宿舎──の薄うす暗ぐらい階段で、小鳥遊眞子が足を段差に取られた。

「きゃ……っ」

　両手に持っていた教科書類や文ぶん房ぼう具ぐが床ゆかにちらばり、手すりの隙すき間まから次々と落下していく。

「なぁぁ……っ!?」

　ぼこっ、ばしんっ、ぱかっ、と軽快な激げき突とつ音が階下で連続した。

「あら、たいへん！」

　眞子は急いで手すりから身を乗りだし、一階から踊おどり場へ続く階段をのぞきこんだ。

　悲鳴を上げて壁かべに背中を貼りつけた穂稀の上うわ履ばきに、コンパスが突き刺ささっている。鋭するどい針は、彼女の親指と中指の間を通り道にして、ゴム底を穿うがっていた。

「だ、だいじょうぶですかっ？」

「ふ、ふふ……ええ、わかっていたわ……もちろん、わかっていましたとも。こういう出来事の原因はあなた以外ないということを、ね」

　小鳥遊眞子の名前が書かれた高校一年数学を頭頂に載っけた穂稀が、ぶつぶつと独りごち、やがて血走った眼まなこを上方へと向けた。

　頭からずり落ちた高校一年数学が、先に同じ経路をたどった高校一年国語や高校一年世界史や高校一年英語ヒアリングを追って床に落ちた。そこらに転がっているシャープペンや三角定規や電でん卓たくも、すべて教科書と同じく彼女の頭を経てから床へとたどり着いたものである。

「あの、お怪け我がは……」

「小鳥遊眞子さん！」

「はっ、はいっ」

「……落としたものを拾いなさい。いいえ！　まず、わたしが上へ行くから、それまでそこを動かないでちょうだい。一ミリもね」

　穂稀に、つかんだ弓ゆみ袋ぶくろから和弓を引っぱりだす行こう為いを自重させたのは、踊り場の壁にある〝寮内では静かに──治安騒そう擾じよう者退学、乃ない至し、焼しよう却きやく処分〟の張り紙であろう。

「わたしが二階へ無事に到とう着ちやくし、動くことを許可してから、拾いなさい。慎しん重ちように、ゆっくりと階段を降りて、できるかぎり周囲と足もとに注意しながらね」

　警官が銃じゆうを置いて下がれと言うのとまったく同じ口調でそう告げ、穂稀は上履きからコンパスを抜ぬいた。そして、弓袋と学生鞄かばんを手に取り、速すみやかに階段を上る。

　手すりから上体を乗りだした格好で固まっている眞子から、階段の横よこ幅はばが許すかぎりの距きよ離りを取り、その背後を行き過ぎた穂稀が、二階に到とう達たつするや、くるりと振ふり向いた。

「いいわ。拾いなさい」

「は、はい！」

「慎重に！　ゆっくり！」

　穂稀から逃にげるように階段を駆かけ下りかけた眞子が、叱しつ責せきを受けて体を硬こう直ちよくさせた。そしてその後は、空気を動かすことすら畏おそれ多いといった様子で、さながら寝ね静しずまった民家に忍しのびこむ泥どろ棒ぼうのように階段を一歩、また一歩と踏ふんでいく。

　玄げん関かんからやってきた何人かの協賛生が、そんな眞子を気味悪そうに一いち瞥べつし、それぞれの部屋へと去っていった。

　ふん、と穂稀はわずかながら満足を込こめて眞子を見下ろした。

「それから小鳥遊さん。今後、わたしの半径三メートル以内に無断で侵しん入にゆうしないように」

　古びた病院のような外観の木造の寮にひしめく、血なまぐさい都市伝説の数々を穂稀は信じないだろう。だが、そんなものと関係なく、小鳥遊眞子は呪のろわれた存在なのだと彼女なら結論づけるに違いなかった。

　そしてそれは、眞子にとっては逆だった。

　学校側で決められた部屋割りに従って、五十室あるという部屋のひとつへとやってきた眞子は、磨すりガラスの窓がついた木製の引き戸をノックした。

「あの、どなたかいらっしゃいますか？　一年星組の小鳥遊眞子です」

　勢いよく引き戸が開いた。

　第一印象が大事、と姿勢を正して笑え顔がおを作った眞子の前に現れたのは、穂稀の仏ぶつ頂ちよう面づらであった。

「……あ、えと…………ほ、穂稀さん？」

　にこっ、と穂稀の頰がほぐれた。

「同室らしいわね、小鳥遊さん。よろしくお願いします」

「あっ、はい！　二段ベッドなんですね。わたし上でいいですか？」

　一いつ瞬しゆん、凍こおりついた眞子だが、危き惧ぐしたような剣けん吞のんな反応がなかったことに安あん堵どし、室内をのぞき込む。

　穂稀の肩かた越ごしに見える部屋は、おそらく八畳じようほどだろう。二段ベッドひとつと勉強机がふたつあるので手て狭ぜまだが、二人部屋としては窮きゆう屈くつすぎるというほどでもない。窓からは豊かな緑も見えるし、手洗いと風ふ呂ろは共同なので、そのぶん収納も期待できる。

「あなたが殺人罪の容疑で逮たい捕ほされるまでの、ほんの短い間の同居だと思うけれど、ルールを決めておきましょう。それから、もう少し後ろに下がってね？　小鳥遊さん」

「え？」

「お忘れ？　三メートル」

　やわらかな物もの腰ごしに、なぜか有う無むを言わせぬ迫はく力りよくを感じ、眞子はすごすごと廊ろう下かに後退した。

　真しん剣けんな目で距離を確かく認にんしてから、穂稀はふたたび笑顔になった。勉強机の引き出しからビニールテープを取りだし、それを床に貼はりつける。引き戸の溝みぞに沿って、戸と袋ぶくろから反対側の壁まで一直線。

「この線が、わたしとあなたのこの室内での生活領域の境界線となります。国境と言ってもいいわ。わたしの領土はこちら側。あなたはそちら側。わかった？」

「え……？　でも……」

　ビニールテープは引き戸の溝とほぼ密接し、真横に引かれている。そして、穂稀の側には部屋全体の面積があり、眞子は廊下に立っているのだ。比率に直せば10対０である。

「不ふ可か侵しん条約成立ね。それでは、ごきげんよう」

　引き戸が閉じた。

「あのっ、穂稀さん！」

　半泣きで取りすがった眞子の前で、再度、引き戸が開き、丸めた毛布を吐はき出した。

「忘れていたわ。お布ふ団とんどうぞ！」

　毛布を受けとめてよろめいた眞子が何か言うより先に、今度こそ国境は完全に閉へい鎖さされた。

　内側から鍵かぎがかけられる音が、廊下に響ひびいた。

　その夜。

　消灯時間を過ぎたあおぞら寮りようの二階の廊下には、眞子のしみったれた泣き声が沈ちん殿でんしていた。

　消火器の横で毛布にくるまっていた眞子は、やがてガマ口の財さい布ふを持って立ちあがり、べそをかきながら一階の玄関口へと足を向けた。

　受付のそばにある、今や前世紀の遺物とも言うべき赤電話の受話器を取り、投入口に十円玉を入れる。ダイヤルを回し、きっかり呼び出し音三回後に、相手が出た。

『──はい、小鳥遊です』

「聞いてちょうだい、アルマ！　ひどいのよ！」

『はいはい。なんでしょう、お嬢じようさま。なるべく簡潔に説明してください』

　十代前半ほどの少女の声が、面めん倒どうくさそうに話をうながす。

「入学式でステージに立たされて、これがゾンビですって、びっくりしたんだけど孝晴くんが助けにきてくれて、それはすごく嬉うれしかったの。だけど、穂稀さんがわたしのせいで死んじゃって、それでずっと怒おこってて、部屋から追いだされて、わたしのこと殺人罪で火か葬そう場ばで燃やすって。……もういや！　こんな学校、わたしなんかじゃとってもやっていけないわよぅ！　アルマ・Ｖ、早く迎むかえにきて！」

『なるほど。おおよその経けい緯いは把は握あくいたしました』

「え……わかったの？」

　しゃくり上げながら、眞子はきょとんとして確認した。

『もちろんです。つまり、お嬢さまは入学式で騒そう動どうを起こし、例の指宿という少年に助けられたもののクラスメイトが落命するに至り、理由は存じませんが再活性化した彼女の恨うらみを買い、おそらく今は廊下かロビーでお休みになっているのでしょう』

　小鳥遊家の家政いっさいを取り仕切る少女は、その卓たく越えつした理解力を遺い憾かんなく証明してみせた。彼女はその道数百年の経験を誇る、〝お嬢さまの世話を焼くプロフェッショナル〟だ。

　主人である眞子がこの寮に住処を移した現在、市の郊こう外がいにたたずむ洋館を守っているのは、このアルマ・Ｖである。世帯主である兄の修しゆう一いち郎ろうが帰宅することは、二度とない。

　アルマの声を聞いたことで、眞子の気持ちはようやく落ちついてきた。

「ねぇ、アルマ。最初はたったの三年くらいって思ったけれど、やっぱりだめ！　無理！　きっと明日あしたにも火か炎えん放射器で、汚お物ぶつは消毒だー、ってやられちゃうわ！　冗じよう談だんじゃないの。そういうところなの、この学校！」

　こつこつ、と受付のガラス窓が叩かれた。

　管理人とおぼしい身長二メートルはあろうかというエプロン姿の老ろう婆ばが、ガラス越しにこちらを睨にらんでいる。彼女の手もとを赤く照らしているのは、ちろちろと揺ゆれる火炎放射器の炎ほのおだ。

「消灯後は静かに」

「はい……」

　青い顔でうなずき、眞子は受話器を抱かかえこんで膝ひざを折った。

「アルマ……ほんとに火炎放射器持ってる！　寮母のおばさんが！」

『それは物ぶつ騒そうですね』

「この国はこんなにも平和なのに、この校内だけ世紀末よ。どうして、わたしこんなところにいるの？　なぜこんなことに……？」

『それはお嬢さま。わたくしが市役所に通報したからです』

「…………は？」

　まったく答えを期待していなかった自問に答えが返ってきたことと、その答えの内容に、眞子の脳内はすっかり漂ひよう白はくされた。

　通報？　市役所に？

　それじゃあ、あの朝、公立高校の正門前で衛生管理課に捕つかまったのは……。

「アルマ・Ｖ!!　あなたのせいなの!?　あれも、これも、それも、すべて！」

『そうなりますね』

「あなたっていう人は……！　恥はじを知りなさい、アルマ・Ｖ！　仮にも主人であるわたしを卑ひ劣れつな罠わなにはめて、こんなみじめな境きよう遇ぐうに陥おとしいれるなんて！」

　がらっ、と受付のガラス戸が開き、突つきだした火炎放射器の射出口からオレンジの舌が伸のびた。数秒間、玄げん関かんホールが真昼のようになる。

「静かに！」

「ははははいっ。ごめんなさいっ」

　壁かべにへばりつくようにして炎から身を遠ざけた眞子が、がくがく震ふるえながら受話器に顔を密着させる。
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「……説明してくれるわね、アルマ・Ｖ！」

『だって、お嬢さま、わたくしがお願いしても、自発的に椛祢学園に入学してはくださらなかったでしょう？』

「当然ね。こんな学校だって知っていたら！」

『ですから、わたくしは心を鬼おににして、強制的にでもお嬢さまが入学なさるよう、市役所に通報したのです。うまくいきました』

「何がうまくなのよ……」

『ですが、これは必要にして最良の手段なのです』

　アルマが少し声の調子を改めた。

　受話器からの警告音。

　眞子は財布の中を指でかき回し、新しい十円硬こう貨かを赤電話に進しん呈ていした。

『お嬢さまもお気づきなのでしょう？　お体の変調に』

「………」

　気づいていた。

　ここ最近、体が思うように動かない。何か行動を起こそうとして、それがうまく実行できないことがあまりに多い。目や耳で感じたことが脳に届き、その情報を処理し、体に命令する。その手順がワンテンポ遅おくれているような感覚。

　孝晴と出会ったときが、まずそうだった。

　全力疾しつ走そう中に、曲がり角から相手が突とつ然ぜん出てきたとはいえ、止まろうと思えば止まれるはずの距きよ離りだった。門もん扉ぴに腕うでをもぎ取られたときだって、以前ならかわせた。

　入学式でも、同じようなことがあった。孝晴が投げた木刀をつかみそこね、穂稀の腕をつかまえようとしてスカートをつかんでしまった。そして先ほど、寮の階段でつまずいたときも。

「いったいなぜ？……どうなっちゃうの？　わたしの体……」

『原因として考えられるのはひとつ。規格が異なる部品を使っているせいですね。何せ、そのお顔は──』

「それがこの学校とどういう関係があるの？」

　眞子はアルマの言葉を押しつぶすように、強い口調で尋たずねた。

　この顔──小鳥遊眞子のことを深く語りたくない。まだ慣れないのだろうか？　この秀しゆう麗れいな、そして恐おそろしい顔立ちに。それとも、孝晴と出会ったから？

『椛祢学園の前身、内務省直ちよつ轄かつ椛祢特等練官所について、少し調べてみました。非常に奇き妙みような施し設せつですね。今はゾンビと一ひと括くくりにされていますが、さまざまな不死者ノスフエランを討とう伐ばつする専門家を育成するため、世界じゅうのありとあらゆる知識と技術を導入していたようです。ギリシャ、エジプト、中東、インド、チベット、中国、南米、そしてもちろん欧おう州しゆうからも。そして、わたくしとお嬢さまにとって重要なのは、第二次世界大戦中、上海シヤンハイ経由でドイツ占せん領りよう下のフランスから輸入された物品……通つう称しよう〝フランソネット〟』

　そこでアルマは、わずかに言葉を句切った。

『輸入に関かかわった帝てい国こく陸軍松まつ井い機関の記録や、強ごう奪だつを試みた小しよう刀とう会系上海幇ばんの幹部が残した手記からも、まず間ま違ちがいありません。これは男だん爵しやくさま──シュトゥディオン博士の〝遺物〟です』

「そう……なのね」

　眞子は、今、自分がここにいるということに納なつ得とくした。

　神聖ローマ帝国の諸しよ侯こうにして、錬れん金きん術じゆつの蘊うん奥おうを極きわめた稀き代たいの知識人、シュトゥディオン男爵。

　そして、死んだ我が娘むすめを冥府エレボスから引きもどした、瀆とく神しんの大罪人。

　世界のあちらこちらに散さん逸いつした彼の遺物を回収することは、眞子とアルマにとって大切な目的であり、自分たちにしかできないことだった。また、眞子の身体機能が低下しているとなれば、遺物を入手することで解決の糸口にもなる。

『ご理解いただけましたか？』

「ええ。それで、その〝フランソネット〟はどこにあるの？」

『さあ？　それがわかれば苦労はいたしません』

「無責任ねぇ」

『そこでお嬢じようさまの出番なのです。がんばって探してください』

「わたしひとりで？　あなたも手伝ってちょうだいよ」

『そう申されましても、わたくしは子供ですから高校に潜せん入にゆうするのは無理があります。それに、お屋や敷しきを空けるわけにもまいりません』

「ずるいわ！　アルマ・Ｖ」

『ご健けん闘とうを──』

　通話が一方的に切れた。

「もうっ」

　憤ふん然ぜんとして受話器を叩たたきつけようとした眞子と、受付からこちらを注視している寮母との目が合った。

「ど、どうも、お騒さわがせしました……」

　うやうやしく受話器をフックにもどし、眞子は粗そ末まつな寝ね床どこへと引き返した。




　一晩明けても、穂稀には信じられなかった。

　二十四時間以内に起きた、ほとんどすべてのことが。

　自分が死んだこと。死んだ状態のまま、それ以前となんら変わらず動き、しゃべり、考えることができること。新入生の首席である自分が一転、ゾンビの群れの中に生活の場を移さざるをえないこと。薄うす汚ぎたない寮りように放ほうりこまれ、あまつさえ小鳥遊眞子と同室に割り当てられたこと。

　そして、もうひとつ。昨晩の父の言葉。

『その小鳥遊という再活性者を起き訴そすることはできん』

「……なんですって？」

『やむをえんだろう。相手は人間ではない。通常の法で裁くことなど不可能だ』

「では、お父さま！　危険な再活性者を野放しにするおつもりですか!?」

『野放しにはされておらんじゃないか。現に協賛生として校内に拘こう束そくされているわけだからな。しかも聞けば、その再活性者は庚かのえ種なんだろう？　人間に危害を及およぼすわけでもないのに、おいそれとは……』

「危害なら及ぼされています！」

　穂稀は滅めつ多たなことで両親に口答えする娘ではなかったが、さすがにこのときは携けい帯たい電話に向かって声を荒あららげた。

『ん、まぁ、たしかにそうだが……事故であるしな……』

「お父さま！　娘が死んだのですよ!?」

『や、たしかにな。おまえが怒おこる気持ちはよぉくわかる。私とて悲しい。母さんや姉さんたちもそりゃあ落らく胆たんしておる。だがね、死んだといってもこうして電話で声も聞けるわけだし、三年して卒業すればまた会える。これはおまえ、半分生きているようなものじゃないか？』

「そんな馬ば鹿かなお話がありますか！　半分生きているということは、半分は殺されたも同然！　それにわたしは……ああ、言葉に出すのもおぞましい！　ゾンビになってしまったのですよ!?」

『いやいや、穂稀よ。我が社やしろの主神は少彦名命スクナヒコナノミコトさまだが、天甕星命アメノミカボシノミコトさまをもお祀まつりしているのだよ？　〝ぞんび〟さまは神さまみたいなものだと教えなかったかね？』

　緒澤家当主・緒澤伊い知ち郎ろうは、厳おごそかな口ぶりで娘の不敬をたしなめた。

　日ひ継つぎ市周辺における緒澤家は、製薬と不動産で身を起こした資産家としてのみならず、かつてこの地を支配していた大名として知られている。もともとは神社の宮ぐう司じだったものが、安あ土づち桃もも山やま時代に社領をそのまま領土とする豪ごう族ぞくとなったのだ。

　古くは土つち御み門かどの傍ぼう流りゆう、白しら川かわ神しん道とうの花はな谷たに家とも血けつ縁えんがある名門であり、明めい治じ維い新しんでは当然のごとく華か族ぞくに列せられている。その後は事業で財を成し、大勢の県議や市議を輩はい出しゆつしてもいた。

　日継市に伝わる「緒澤さまには及びはせぬが　せめて成りたや　お殿とのさま」という戯ざれ歌が緒澤家の権勢を物語っているが、緒澤家はもともとお殿さまでもあるわけで、これは矛む盾じゆんした内容といえた。

　神職の家いえ柄がらだけに、宏こう壮そうな屋敷の敷地内には神社があり、そこで祀っているのが少彦名と天甕星の二柱の神なのである。

　あまり知られていないが、天甕星は天香香背男アメノカガセオという別名があり、この〝香香背〟は〝嗅かがせる〟、つまり異い臭しゆうを意味している。天甕星は屍し臭しゆうを放つ死し人びとの神であり、死人は腐ふ敗はいして土に還かえるという性質から、豊ほう穣じよう神の性質も与あたえられていた。畑の案山子かかしの語源が〝香香背〟であるのも、その一例だろう。

　いってみれば、天甕星は神話時代のゾンビであり、緒澤家は古来、ゾンビを神として敬ってきたのである。そうした縁えん起ぎから、江え戸ど末期に〝ぞんび〟が流行すると御ご利り益やくが評判となり、また近代は子息子女からは多くの優ゆう秀しゆうな重殺士を輩出してもいた。

「それは……そうかもしれませんけど……でも……」

　穂稀も幼い時分から、さんざん教えこまれてきただけに、神さまを持ちだされると弱い。

『まぁ、あれだ、あまり気落ちせんで、腰こしを据すえてがんばってみなさい。では、切るよ。神しん葬そう祭の準備もあるからね』

「神葬祭？　どなたか亡なくなったのですか？」

　神葬祭とは神しん道とう式の葬そう儀ぎのことを言う。

『おまえしかおらんじゃないか、穂稀。仮にもうちは神職であるし、こういうことはしっかりやっておかねばならんからな』

「え？　だって、わたしは……ほら、半分は生きていますわよね？」

『いやなに、形式上だ、形式上。そうだ、諡し号ごうはどんなのがいいかね？　緒お澤ざわ穂ほ稀まれ姫ひめの命みことじゃありきたりだしな……ま、ちょっとひねったのを考えてあげるから安心しなさい。それと部屋の荷物を寮のほうに送っておいたからな。同室のお友達の……小鳥遊さんか、その子によろしくお伝えしておいてくれ。それじゃあな』

「ちょっ……お父さま！　おとう──」

　通話は一方的に切られ、その後、何度連れん絡らくしても、やはり穂稀が望むような返事は得られなかった。しまいには、深夜だからと着信拒きよ否ひされるありさまである。

「悪夢だわ……」

　一夜明けた一年星組の教室で、穂稀は真っ白になっていた。よそ風でも当たれば、椅い子すからずり落ちて、そのまま塩のように粉々に砕くだけてしまっただろう。

　幸いにして、窓には春風を教室内に誘さそう隙すき間まはなかったし、隣りん席せきの眞子も今日は朝からおとなしかった。何やら学園の見取り図を拡ひろげて、うーん、とか首をひねっている。

「探すっていっても……どこから手をつけたらいいのかしら」

　眞子と穂稀の机の距きよ離りは、三メートル以内侵しん入にゆう禁止の条約に抵てい触しよくするものであったが、今の穂稀にそれを咎とがめ立てする気力はない。宿主の精神状態を表すかのように、胸の寄生植物がその花びらをしおれさせていた。

　一限目のチャイムが鳴り、教室の前のドアが開いた。

「おはよう、諸君。寮生活の初日はどうだったかな？　晩ごはんはおいしかったかい？　献こん立だては猿さるの脳みそだったかな。人間のじゃなくて残念だったねぇ」

「出されても食わねーよ、そんなもん！」

「猿のだってお断りよ！」

「今どきのゾンビなめんな！」

「はっはっは、ごめんごめん。ジョークだよ」

　いきり立つ生徒たちを、庄司がなだめる。実際に寮の食堂で出されたのは、トルコ料理ばりの羊の頭の丸焼きであった。当然、口をつけた生徒はすくない。

　ゾンビの食欲に関しては、いまだ研究の余地が多いものの、その凶きよう暴ぼう性に比例しているというのが一いつ般ぱん的な説だ。人間を襲おそうゾンビが人肉をむさぼり喰くうのが、その典型である。また、食事の形式そのものも、ゾンビの種類と同じくらい多た岐きにわたる。死体といえども、活動している以上なんらかの形でのエネルギー補給が欠かせないわけだが、中には食事という形ではエネルギーを摂せつ取しゆする必要がない種もいた。

「一限目はホームルーム、っていうか、新しん歓かん合宿の説明させてもらうよ。昨日はごたごたしてて、そんな暇ひまなかったからね」

　庄司の話によると、明日あしたから一年生全員で合宿をおこなうらしい。校風に慣れるため、そして新入生同士の親しん睦ぼくを深めるため──ようするに、どこの学校でもやっている林間合宿のようなものだ。むろん、重殺士候補生も協賛生も参加する。

「場所はここから電車で三時間くらいのとこにある合宿所。昔は陸軍の施し設せつだったところだから、周りに名所とかなんにもないけどね。あ、これ回してくれるかな」

　最前列の生徒が、庄司から数冊の冊子を受けとり、それぞれ一冊取って残りを後席の生徒へと手て渡わたす。穂稀と眞子の手にも、それはやってきた。

　私立椛祢学園特別練士高等学校第一三一期生新入学歓かん迎げい合宿のしおり（協賛生用）。

「合宿……？　一年生全員でお泊とまり旅行、ということは、孝晴くんも……そ、そんな、いけないわ！　年とし頃ごろの男女がひとつ屋根の下で……！」

　眞子が見取り図を放ほうり出し、熱心にしおりに目を通しはじめた。いけないと言いつつも、紅潮した頰ほおがだらしなくゆるんでいる。だが、穂稀は苦言のひとつも口にしない。

「それを読んでもらえればだいたいのことはわかると思うけど、念のために順を追って説明しようか。まず集合時間ね。このクラスは寮からバスで駅まで移動するんで、あんまり関係ないけど……」

　庄司が黒板にチョークを走らせつつ、しおりの内容を確かく認にんしていく。それはつけっぱなしのテレビから流れる洋画の台詞せりふのように、穂稀の耳を素す通どおりしていった。

「次は班決めだ。三、四人で適当に班作ってくれるかい？」

　クラスがざわつきはじめた。生徒たちが移動したり声をかけ合ったりして、気が合いそうな仲間を探す。外見こそゾンビということで異色だが、こうした風景はどこの学校の生徒とも変わるところがない。

　だが、穂稀の覇は気きの欠片かけらもない視線は、先ほどから教室内ではなく、窓の外に向いている。

　天高く弧こを描えがくトンビが、無む性しようにうらやましく思えた。

　渡り廊ろう下かの向こうの旧館は今日も静かだ。廊下を往来する影かげも見えない。上級生たちは登校しているはずだが、今は体育館で二年三年の始業式がおこなわれているらしい。

「よーし、だいたい決まった感じかな？　それじゃあ、この紙に班員の名前書いて、班長が提出してね」

　手もとに集まった紙と名めい簿ぼの名前を確認していた庄司が、すぐにその手を止めた。

「たりないね、三人……緒澤さん、小鳥遊さん、安永くん」

「はいっ？」

「……はい」

　がばっと眞子が顔を上げ、穂稀が淀よどんだ目を向ける。安永瑛はろくに返事もせず、頭を抱かかえて小声でぶつぶつ独白している。

「……おかしい。ぼくがこんなところにいていいはずない。……父さん母さんはなぜなんの連絡もしてくれないんだ？　ひとり息子が汚きたならしいゾンビの真っ直中でこんなにも苦しんでいるというのに……まさか！　ぼくは実の子ではないのでは……！」

　おそらく昨日からずっとこんな調子だったのだろう。

「余ったのはきみたち三人なわけだが……ちょうどいいや、きみらで最後の班ね」

「ちょっと待ってください！　わたしが小鳥遊さんと!?」

　さすがに穂稀は顔色を変えたが、庄司はすでに用紙に三人の氏名を書いてしまっている。

「なんか不満？　しょうがないじゃん、もう三人しか残ってないんだしさ。残り物には福があるっていうし、仲良くやってよ」

「福どころか厄やくなのです、この人は！」

　むろん、穂稀の抗こう議ぎが容いれられる道理がなかった。




　鉄てつ条じよう網もうの向こう側、新館二階の一年五組の教室でも、エカテリーナ・ストイチコフ教きよう諭ゆによって合宿のしおりが配布されていた。

「昨日も言ったように、明日から楽しい新歓合宿です。集合時間は朝の七時、場所は学校じゃなくて最も寄よりの北きた枕まくら駅だから注意してね」

　非常に読みづらい文字で、エカテリーナはタイムスケジュールを黒板に羅ら列れつしていく。

「そうそう、みんなもう班を作りたいお友達は見つかったかな？　三人か四人で、なるべく男子ばっかりとか女子ばっかりで固まらないようにね」

「班？」

　孝晴はしおりをめくっていた手の動きを静止させた。寝ね耳みみに水の話だ。

　例によって携けい帯たい音楽プレーヤーで音楽を聴きいていた瑠佳が、はずしたヘッドホンを首にかけ、あきれたふうに嘆たん息そくした。

「昨日、先生言ってたじゃん。どうせ聞いてなかったんでしょ？」

「そうだっけ……？」

　言われてみると、帰り際ぎわ、クラスメイト数人から班を組まないかと打だ診しんされたような気がする。きちんとした返事をしなかったので、そのときの連中はおそらくもうべつの友人を誘ってしまっただろう。

「ダメだねぇ、指宿、迂う闊かつだねぇ。でも安心しな。アタシの班に入れたげるから」

「おまえの？　……ま、しゃーねーな。この際、贅ぜい沢たくは言わねぇよ」

「あっそ。イヤならいいのよ、イヤなら。あとで先生にやさしく肩かた抱だかれて『どこか指宿くんを仲間に入れてくれる班はいませんか？』って、さらし者にされな」

「悪かったよ！　お願いします！　だけど、あとひとりは？　最低三人なんだろ？」

「ご心配なく。ちゃあんとスカウトしてあんのよ」

　つややかな唇くちびるに思わせぶりな笑えみを浮うかべ、瑠佳は椅子を傾かたむけて斜ななめ後ろの机に肘ひじをついた。孝晴の真後ろの席である。

「ほら、コイツ」

　背中を丸め、合宿のしおりで口もとを隠かくしたアスリンの肩かたに、ぽん、と瑠佳の手が置かれた。

　驚おどろいたのは孝晴である。

「うわ……えぇ!?　おまえ、いつからそこに!?」

「昨日……から」

「ていうか、同じクラスだったのかよ!?」

「……嫌いや？」

　ただでさえ暗いアスリンの目が、じわり、と涙なみだで潤うるんだ。孝晴はうろたえ、手を振ふった。

「待て、いやじゃねぇよ！　じゃねぇけど……驚くだろ!?　いるならいるって声かけりゃいいじゃねーか。知らない仲ってわけでもねぇんだし」

「……気をつける」

　洞どう窟くつの中に棲すむ両生類のような、健康的とは言いがたい頰に、薔薇ばらの色が差した。

　知らない仲じゃない、の意味が誤解されているような気がしたが、孝晴はあえて日本語の奥深さを説明する気にはならなかった。

「ほんじゃ、班成立ね。宮川瑠佳、指宿孝晴、アスリン……アンタ、名字は？」

　エカテリーナに提出するための用紙に班員の氏名を書いていた瑠佳が、アスリンのところで筆を休めた。入学式のとき新入生全員がつけていた名札は、今日は誰だれの胸にもない。

「アスリン……マルクロサス……セバージオス……ヴァルトラ……クルキッチ……ルフェテ」

「長っ！　なんかの呪じゆ文もん!?　ピカソのフルネームみたいじゃん」

「わたしも……スペイン出身だから……」

「ふーん。長くて紙に収まんないよ」

「アスリン・ルフェテだけでいいだろ。な？」

「タカハルが……それでいいなら……」

「いや、俺に判断委ゆだねられても……」

「よっし！　一年五組、宮川班のメンバー票、完成！」

　瑠佳がシャープペンを置き、しわを伸のばすように両手でつまんだ用紙をぴんと張った。

「宮川班？」

「だよ。アタシが班長だもん」

「班長ぉ？　おまえがぁ？」

「なぁーによぉ？　これでも戦術研究科なんだからね。リーダー向きっしょ？」

　これには孝晴も耳を疑った。

　戦術研究科というのは、転入願書の説明によれば、四つある専門科目のうちのひとつだ。そのほかに戦術体育科、自然科学科、人文科学科があり、重殺士候補生は国語・数学・外国語といった基本科目以外に、その四つの中からひとつを専せん攻こうしなくてはならない。

　戦術体育科は、実地での活動を想定した訓練をおこない、再活性者対策の技術および知識を養う。

　戦術研究科は、集団行動におけるリーダーを育成し、同時に対再活性者活動を巨きよ視し的に研究する。

　人文科学科は、再活性者を歴史的文脈から解かい析せきし、独自のロジックで対応する。

　自然科学科は、医い療りよう、薬学、化学、物理などの観点から再活性者の治ち療りようないし発生原因の究明をめざす。

　希望した専門科目を必ずしも選せん択たくできるわけではなく、入試の成績や推すい薦せんによって学校側が選えり分けるのだが、中でも瑠佳の戦術研究科は定員がすくなく、エリートコースだったはずだ。ちなみに孝晴はもっとも定員が多い戦術体育科だ。

「おまえ意外と頭いいんだな……正直、まったくそんなふうに見えねーけど」

　瑠佳は腹を立てるかと思いきや、あっけらかんと笑ってみせた。

「やっぱそう思う？　じつはアタシも自信ないんだー。作戦立てたりとか指示したりとか。なんつっても、研究科の中じゃ入試ビリだったからさ」

「そういや、お袋ふくろさんも重殺士だったんだよな？　この学校の卒業生ってことか？」

「そだよ。ウチって昔はお寺だったんだ。それも修しゆ験げん道どうのけっこう古い家系で……役えんの行ぎよう者じやって知ってる？」

「いや、聞いたこともねぇ」

「だよね。アンタは知ってるでしょ？」

　水を向けられたアスリンは、当然のように首を上下させた。

「別名は役えんの小お角づの……七世紀の日本、賀か茂も役えの君きみの家に生まれた……呪じゆ術じゆつ者。修験道の……始祖で、前ぜん鬼き・後ご鬼きという弟で子しを従えていた……」

「さっすがオカルトマニア。その前鬼ってのが、アタシのご先祖さまなのよ。前鬼の家系はその後、五つに分かれたんだけど、五つの家はぜんぶ北ほく斗と神しん拳けんみたいに一子相伝だったの。そうすると、家を継つがない次男や女の子は、養子に行ったりよそに嫁とついだりするわけじゃん？　そんな感じで、本家と別れたのがウチってわけ」

　前鬼の後こう裔えいは、西村家（不動坊ぼう五鬼堂大法院）、堂内家（行者坊五ご鬼き熊ぐま報恩院）、森村家（森本坊五ご鬼き継つぐ尊童院）、小中家（小お中なか坊五ご鬼き助すけ伝法院）、中村家（仲村坊五ご鬼き上じよう賢けん徳とく院）の五つの家系が増減せずに千数百年続いた。瑠佳の話では、宮川家は森村家（鬼おい継つぐ家とも言う）から派生したのだという。

「そんでね、ウチも江戸時代まではわりとでっかいお寺だったのよ。だけど、幕末になってからちょっとした不ふ祥しよう事じ起こして、僧そう籍せきとか土地とか没ぼつ収しゆうされちゃったんだって。なんでも、お寺の墓地で〝ぞんび〟がわらわら湧わいて出たとか出なかったとか」

「そりゃお寺としたら困るよな。御ご利り益やくに関かかわるし」

「そうなんだよ。僧だけに。──で、路頭に迷った宮川家のご先祖さまは考えました。この先、何を仕事にして暮らしていけばいいのか……」

　その先は、孝晴にも察しがついた。

「重殺士に転職、ってわけか」

「うん。もちろん、まだ重殺士免めん許きよなんてなかった時代だけどね。その頃ころ、ちょうど外国の船から〝ぞんび〟がいっぱい流入してきた時期だったし、もともと修験道で、悪あく霊りよう退散！　とかやってたわけだから、転職先としちゃ悪くないってんで、ご先祖さまは〝ぞんび〟退治屋さんになったのでした。めでたし、めでたし」

　アスリンが、ぱちぱちと義ぎ理り堅がたく拍はく手しゆをする。

「どーも、ご傾けい聴ちようありがとね。はい、ご褒ほう美び」

　カーディガンのポケットから出した棒つきキャンディの袋を破り、瑠佳はそれをアスリンの唇の隙すき間まに押しこんだ。自分も一本をくわえつつ、孝晴にも差しだす。

「食べる？」

「いや、何当たり前のように食ってんだよ、授業中に。──じゃあ、おまえの家ってずっと重殺士やってんのか？」

「んーん、違ちがうよ。お母さんが何十年ぶりの免許取得者だったって話。つーか、今の世の中、ゾンビ退治だけでやってる家とかないでしょ？　さすがに」

「なんだよ、てっきりお袋さんの跡あと継つぐために重殺士めざしてんのかと思ったぜ」

「そーいうわけじゃないんだけど……緒澤がここの試験受けるって言ってたから、なんか負けたくなくて。負けちゃったんだけどね、アハハ。アイツはトップでアタシはビリ！」

　キャンディの棒を口の端はしから突つきだして、瑠佳はことさらおかしそうに笑った。だが、その一いつ瞬しゆん前によぎった表情は、孝晴が驚くほど真しん剣けんなものであった。

　瑠佳と穂稀は以前からの知り合いだそうだが、よほど仲が悪いのだろうか。だが、そうとも思えない。単に相手が嫌きらいならば、その相手がいないところへ行けば片づくのだから。

　孝晴は、かつて眞子が転校するとき、彼女がそばから離はなれるということに心底歓かん喜きしたことを思い起こした。それがまさか、自分の意志で彼女と同じ高校へ入学することになるとは……人生は謎なぞに満ちている。







　三　合宿。







「それじゃ、行ってくるぜ」

　一昨日おととい、スーパーで買ったいちご大福を簞たん笥すの上に置き、孝たか晴はるは母親にそう告げた。

　仏ぶつ壇だんを好まない父親がそこに置いた写真立ての中で、孝晴とそう変わらない年ねん齢れいの彼女は、いつもと同じ微笑ほほえみを見せている。母親の好物だったといういちご大福は、一晩そこに供えられたのち、たいてい次の日には父親か孝晴の間食になってしまうのだが、今日の大福を孝晴が食べることはない。これから三日間、家を空けるからだ。

「おい、親父おやじ！　出るとき鍵かぎかけてくの忘れんじゃねーぞ？」

「ああ、心配するな。気をつけて行ってこい」

　キッチンでコーヒー代わりの熱いお茶をすすりながら、新聞を読んでいる父親の返事を聞いてから、孝晴は玄げん関かんのドアを閉めた。

　一昨日、学校指定の店で受けとり、昨日はじめて袖そでを通した制服は、まだ体になじんでこそいないが、丈たけや身頃はぴったりだ。

　午前六時二十二分。

　制服のついでに駅前の代理店で新調した携けい帯たい電話──遺い憾かんながら自腹だ──で時間を確かく認にんし、肩かたからずり落ちかけたボストンバッグの位置を直す。二泊はく三日ぶんの着き替がえやら必要品は、重さはたいしたものではないが、持ち運ぶ荷物としては大きくて邪じや魔まだ。

　集合場所は、学園から一番近い北きた枕まくら駅のバスターミナル。自宅から徒歩で十数分に位置する最寄り駅から、北枕駅までは各駅停車で三駅、およそ十二分。集合時間が七時半だから、じゅうぶんに余よ裕ゆうがある。

　築十八年、木造モルタル二階建てを背に、階段を降りて表通りに出た孝晴は、仰ぎよう天てんした。

「うぉわぁ！」

「……おはよう」

　邪悪な魔法使いみたいにフードで顔を隠かくした少女が、そのひょろりとした体を門もん扉ぴの脇わきに佇ちよ立りつさせている。清せい冽れつな早朝の空気の中、まるでそこだけ真冬の曇くもり空だ。

「ルフェテ！　おまえ、ここで何やってんだ!?」

　激しい動どう悸きと冷や汗あせを意識しながら、孝晴は問いつめる。

「待ち合わせ……」

「だ、だれと？」

「………」

　アスリンは無言。ただ、血色の悪いくちびるにうっすらと笑えみを浮うかべ、フードの影かげから孝晴を凝ぎよう視しする。もちろん、彼女の視界にはほかに人間の姿はない。

　孝晴の肩に、冷たい手で抱だかれたような寒気がはしる。まだクラスの連れん絡らく網もうの名めい簿ぼすら生徒は受けとっていないというのに、どうやってこの住所を突き止めたのか？　それはとても訊きく気になれなかった。

「ま、まぁいいや。遅ち刻こくするとやべぇし、行くか？」

　駅への道を歩きはじめた孝晴の横に、アスリン・ルフェテは黙だまって並ぶ。例の楽器箱を両手で提さげ、リュックサックを背負っている。リュックは聖ジョージサンジヨルデイ十字の意い匠しようが施ほどこされ、さらにキリスト教聖人の肖しよう像ぞうや騎き士し修道会の紋もん章しようのワッペン、ピンバッヂの類たぐいが所ところ狭せましとくっついており、信心深くも妙みようにアナーキーな見てくれだ。

　会話はない。たちまち、孝晴は沈ちん黙もくに耐たえられなくなった。

「あー……と、おまえ、いつからうちの前に？」

「三時間半……くらい前」

「夜中の三時!?」

　軽くはないめまいを覚え、孝晴は電柱にぶつかりそうになったが、それを早起きしたための睡すい眠みん不足が原因だと、無理やり自分を納なつ得とくさせた。

「さ、寒かっただろ？　言ってくれりゃ、中入れてやったのに」

　とたんに、アスリンが紅潮した顔をうつむけた。

「……そういうのは……結けつ婚こん前は……だめ」

　さっきよりも強いめまいが孝晴を襲おそった。

　孝晴とアスリンが北枕駅に着いたとき、すでに大方の一年生が集合しているようだった。

　北枕駅は県内のみで運行している私鉄の駅だが、急行が停とまるため、バスの路線も多い。そのため、時計台のある広場を中心に、比ひ較かく的大きなバスターミナルが設けられている。

　生徒たちは歩道横の植え込みの近くや喫きつ煙えん所がある広場に、クラスごとが集まって列を作っている。百二十人というのは、高校の一学年の生徒数としてはたいして多くはないが、一カ所に集まる人数としてはじゅうぶん多い。しかし分散しているため、駅に出入りする通勤客の迷めい惑わくにはなっていないようだ。

「あっ、来た来た。こっちこっち！」

　クラスメイト数人と楽しげに談だん笑しようしていた瑠る佳かが、大きく手を振ふった。

　周囲の生徒たちがいっしょになって手を振るのに、片手をあげて応こたえながら、孝晴は車道を渡わたって五組の生徒たちが集合している広場へ移動した。

「おはよう、指宿いぶすきくん、ルフェテさん。はい、これで全員集合ね」

　エカテリーナがバインダーにはさんだ出欠票に書きこみ、満足そうに生徒一同を見回す。

　孝晴は瑠佳に腕うでを引っぱられ、隣となりに腰こしを落とした。アスリンもスカートを押さえて、後ろにしゃがみ込む。

「アンタら、どしたの？　仲よくいっしょに登校しちゃって」

「まぁ……途と中ちゆうでばったり会ってな」

　間違ったことは言っていない。瑠佳はなんとなく不ふ審しんそうに右の眉まゆだけを上げた。

「ふぅん……」

　バス停に入ってきたバスが、すぐそこの停留所に停まったのは、そのときである。

　数分置きに行き来し、今も一台が出発時間を待っている市営バスではない。二昔は前のメルセデス社製の車体は野暮ったい橙だいだい色いろとクリーム色に塗ぬり分けられ、私立椛祢かばね学園特別練れん士し高等学校の文字と校章が、横腹につらなっている。ついでに、窓には鉄てつ格ごう子しつきだ。

　停車してほどなく、前後部のドアが開き、五十数人の生徒がわらわらと押し出された。

　服装がばらばらであることをべつにすれば、遠目には、どうということもない高校生の群れである。だが、その中のほとんどが、体のどこかに傷を負っているか、皮ひ膚ふに異状を露ろ呈ていしている。まるで死体のように。

「よーし、一年星組、月組、全員下車したね。あ、逃にげようなんて考えないほうが身のためだよ？　止めはしないけど」

　自衛隊払はらい下げの62式機き関かん銃じゆうを肩にかけた庄しよう司じが、そう警告した。月組担任の女性教師もやはり同じ火器をベルトで携けい行こうし、手しゆ榴りゆう弾だんでお手玉をしている。これを見て脱だつ走そうを試みる者はさすがにいないだろう。

　手て錠じようや鎖くさりでつながれていないだけ人道的とも言えるが、協賛生たちに合宿中の自由が保証されているという雰ふん囲い気きでは、とてもない。

「ねぇ、見て。ゾンビよ……。あんなにたくさん！」

「マジだ。協賛生か？」

　候補生たちの間に、困こん惑わく気味にささやきが拡ひろがる。当然だ。わずか一体のゾンビでさえ、入学式を大混乱に叩たたきこんだのだから。

「あっ、孝晴くん！　おはようございます」

　セーラー服姿に旅りよ行こう鞄かばんをさげた眞ま子こが、孝晴の姿を見つけ、小走りにやってきた。何か地図のようなものを拡げ、それを読んでいたらしい。よく見ると、それはこれから向かう合宿所ではなく、学園の敷しき地ちの見取り図のようだった。

「おう。なんつーか……元気か？」

「ええ、おかげさまで。廊ろう下かで寝ねてるので、お屋や敷しきのベッドがなつかしいですけど」

「えっ？　ゾンビって寝る必要あんのかよ？」

「どっちかっていうと、廊下で寝てる、という部分に注目してほしかったかなぁ……なんて、ちょっと思うんですけど……」

「こらこら、小鳥遊たかなしさん。勝手に列から離れないように！」

「あ、はい」

　庄司に銃口を向けられ、眞子はあわててＵターンした。

「一年星組、月組、移動するよー。候補生と喧けん嘩かとかしないようにね」

「じゃあ孝晴くん、またあとで」

　名残なごり惜おしげに手を振る眞子の姿が、協賛生たちとともに駅の階段へと消えた。




　ところが、眞子と孝晴には、またあとで、という機会はなかった。

　十分後、眞子は鉄てつ格ごう子しの間から、駅のホームを見ていた。

　協賛生が指定された車しや輌りように乗りこむのを待っていたのだろう、改札から入ってきた候補生たちが、線路をはさんだホームを歩いて前方の陸橋へと移動していく。一組から三組までが通りすぎ、最後に五組（四という数字が縁えん起ぎが悪いため、四組はない）がやってきた。

　瑠佳やアスリンとともに行く孝晴の姿を見つけ、眞子は鉄格子をつかんで叫さけんだ。

「孝晴くん！」

　孝晴は立ち止まってこちらに顔を向けたが、眞子の存在には気づかないらしい。外はうららかな四月の光。眞子が身を置いているのは、天てん井じようにぶら下がった裸はだか電でん球きゆう数個が頼たよりの薄うす暗ぐらい鉄の箱。明暗の差で見えないのは当然だ。

「た、孝晴くん、待って！　わたしここにいます！　行かないでぇ……！」

「静かにしなさい！　そんな狭せまい窓から声が届くはずないでしょう！」

　向かい側の壁かべ際ぎわに置かれた木箱の上に腰かけた穂ほ稀まれが、ぴしゃりと一いつ喝かつした。

「だって……孝晴くんと旅行できると思って、昨日から楽しみにしてたのに……」

「うっとうしいから、そんな情けない顔するのはおよしなさい！　何も二度と会えなくなるわけではないのだから」

　どうせ目的地は共通であるし、乗る列車も同じなのだ。ただし、校舎がそうであるように、列車内部でも人間とゾンビはきっちりと隔かく離りされているが。

　協賛生は星組、月組それぞれが一輌の車輌に押し込められていた。貨物車輌を改造したもののようで、大きな搬はん入にゆう口がひとつと、窓はたったの四つしかない。本来であれば、三十人弱の生徒にとっては広すぎるほどの空間だが、合宿に持ちこまれるさまざまな荷物が収納されている現在は、かなり狭せま苦くるしい。

　客車と異なり、座席やつり革かわのような上等なものはないので、協賛生たちは手荷物の上に腰を下ろしたり、壁に寄りかかったり、地べたに寝そべったりしている。

「それにしても、ひどい扱あつかいだな。重大な人権侵しん害がいだ」

　壁に背をつけて膝ひざをかかえた安やす永なが瑛あきらが、神経質に眼鏡めがねのブリッジに指をやった。

「ぼくは戦争捕ほ虜りよでも受じゆ刑けい者でもないんだぞ！　それなのに、この乏とぼしい採光！　鉄板むき出しの壁！　埃ほこりだらけの床ゆか！　血に飢うえたゾンビ！」

「……あぁ？」

　幾いく人にんかの協賛生が、生気のない眼球のひと睨にらみで瑛をつらぬく。

「あなたも、そのゾンビのひとりでしょうに」

「ぼくは違ちがう！」

「そうですか。わたしには違いがわかりませんけれど」

　穂稀は興味なげに瑛から目を逸そらし、足を組み替かえた。

　巨きよ大だいな金属の箱が、がたん、と揺ゆれた。レールの上で、いくつもの車輪がきしみを上げる。七輌編成の急行列車は短時間で力強く加速し、ホームから滑すべりだした。あっという間に、駅舎が後方へ遠ざかる。

　眞子は瑛の横に腰を下ろした。学園の見取り図を床に拡げ、寮りようの図書室から借りた郷土研究会の部誌の内容と照らしあわせ、ボールペンで印をつけていく。一昨日おととい、アルマと電話で相談して以来、ずっとやっている作業だ。

「……なんだい？　それは」

　時間を持て余したのだろう、二駅ほど過ぎたあたりで、瑛が横からのぞきこんできた。

「ちょっと探し物、いえ、調べものを……」

「郷土研究会の会誌？　研究報告、椛祢学園七十七不思議……？　怪かい談だんか、くだらないな。小鳥遊さんと言ったかい？　忠告するけど、こういった迷信は研究するに値あたいしないよ」

　ぱらぱらとめくった冊子を振り、瑛は得意げだ。

「やれ音楽室のピアノが勝手に鳴るだの、呪のろわれた鏡だの、自殺した生徒の霊れいだの……こんなのは悪質ないたずらか見間違いでなきゃ、ナルコレプシーや睡すい眠みん麻ま痺ひの幻げん覚かく幻げん聴ちようで片づく話さ。だいたい、死んだ人間がどうやってぼくらに干かん渉しようできるっていうんだい？」

「はぁ……」

　眞子は困りはてて、周囲にいる同級生──死んだ人間たちを見回した。

　眞子が都市伝説を調べているのは、何もオカルトや文化人類学に傾けい倒とうしているからではない。アルマの話にあった〝フランソネット〟の手がかりを探しているのだ。

　この学園には、多くの怪談奇き話わが語り継つがれている。七十七不思議というが、郷土研究会の会誌がその序文で語るところによれば、七十七に含ふくまれる怪談の内容は時代によって変化し、忘れられたものや新しく加わったものすべてを含めると数百にも及およぶという。

　眞子の考えるところ、シュトゥディオン男だん爵しやくの〝遺物〟は、その性質上、なんらかの噂うわさ話ばなしを生み出しているはずだ。なんといっても、西洋ではパラケルスス、アグリッパ、ディー、スウェーデンボリ、レヴィなどといった大家に並ぶ実績を残しているのだ。戦争中に密輸されたということで、公おおやけにはなっていない可能性が高いが、どれだけ巧こう妙みように隠いん匿とくされていようとも、秘密は漏もれる。そして、形を変えて伝わる。怪談や都市伝説となって。

　我ながらいい目のつけどころだわ、と眞子は、いつも主人の頭の悪さを小こ馬ば鹿かにしている侍じ女じよのアルマに自じ慢まんしてやりたい気分なのだが、探すといっても数百という怪談すべてをしらみつぶしにするのは気が遠くなる話だ。

　第一、協賛生はあの鉄てつ条じよう網もうの外へおいそれと出るわけにもいかないだろう。幸い、寮や旧館別べつ棟むねにも多くの怪談が根づいているので、それらを優先して調べるというのが妥だ当とうだが……。

　孝晴くんに相談してみようかしら……？

　何度も考えたことが、また頭の隅すみをかすめた。彼ならば信用できる。それに、力になってくれるかもしれない。でも、それはできなかった。

　孝晴がかまってくれるのは〝小鳥遊眞子〟に対してだから──。

　いずれにしても、学園の怪談の調査は合宿中にできることではない。三日後、寮にもどるまでに、怪談の舞ぶ台たいとなっている場所を見取り図に書きこんで地図を作るくらいしか、今の眞子にはやることがなかった。

「小鳥遊さん、本当のことを教えてくれないか？」

「はい？」

　声を低くした瑛に、眞子は首を傾かたむけてみせた。

「きみは正真正しよう銘めいのゾンビのようだが、この環かん境きように満足してるとは思えない。なんでも入学式でひどい目に遭あったそうじゃないか。いや、言わなくていい。その見取り図が何より雄ゆう弁べんに君の意志を語っている。……怪談話はカムフラージュ。そうなんだろ？　なるほど、気づいてみれば悪くない発想だよ。怪談が頻ひん発ぱつするような場所は、人があまり寄りつかない。なんらかの工作をするにはうってつけだ。それに万一、目もく撃げき者があっても、怪談を知っていれば幽ゆう霊れいか何かだと勝手に勘かん違ちがいするだろう」

「えっと……」

　眞子は返答すべき言葉が見つからず、目を瞬またたいた。どうしよう。意味がわからない。

「おっと、誤解しないでくれよ。ぼくはきみの邪じや魔まをしようなんてつもりは微み塵じんもない。むしろ、ぼくらは協力しあうべきだと考えているんだ」

　瑛は眞子に肩かたを密着させ、何かを警けい戒かいするように車内に視線を馳はせた。

「回りくどい話はやめようか。……脱走するつもりなんだろ？　この学校から」

「へっ!?」

　眞子の手からボールペンが落ちた。

「わたし、そんなつもりは！　逃げんがぐっく！」

　顔の前で手をぱたぱたさせた眞子の声が、頓とん狂きようなうめきに変化したのは、瑛の手が口をふさいだためだ。

「迂う闊かつだぞ、小鳥遊さん！　この中に学校側に買収された生徒がいないと考えるほど、きみも楽観的じゃないだろうに……！」

「──おもしろそうなお話ね」

　一いつ瞬しゆん、息を吞のみ、瑛が眼鏡のレンズを光らせて振ふり向いた。

　先ほどまで、眞子から直線距きよ離りで三メートル以上は離はなれていた穂稀が、今は三十センチ以内に接近している。

「べ、べつにきみには関係ない。──考えておいてくれよ、小鳥遊さん」

　忌いま々いましげに穂稀を一いち瞥べつしてから、瑛は腰こしを上げた。いかにも座りっぱなしで足腰が痛くなったという様子で、わざとらしく車輌の反対側へと行ってしまう。

　それを見送ってから、彼が今まで座っていた場所に、今度は穂稀が形のいいおしりを据すえた。

「それで、ね、小鳥遊さん」

「は、はい」

　眞子はぞっとして、身を寄せてくる穂稀から上半身を遠ざけた。あれだけ自分を嫌きらっていた穂稀が、進んで半径三メートルに入ってきたばかりか、満面の笑えみですり寄ってくるなんて。

　眞子の腕うでに、穂稀の腕がからみついた。まるで獲え物ものを逃にがすまいとするかのように。

「申し訳ないんだけれど、あなたと安永くんのお話、ちょっぴり聞かせていただいたわ。順を追ってお話しましょうか」

「わ、わたしはべつに逃げようなんて……」

「静かに。わかっています。あなたはあの指宿くんが好きなんでしょう？　だから、彼がいるこの学園から逃げるつもりなんて、毛頭ないわけよね」

「い、いえ、そんな！　す、好きとかじゃ……ぜんぜん！」

「嫌いなの？」

「あ、いえ、好き……なの、かな？」

　照れ隠かくしに頭を搔かいたり頰ほおを両手で押さえたりと、眞子の両手は忙いそがしい。

「えへへ、わたし、恋れん愛あい経験とかまったくなくて、こういうのなんて言えばいいのか……孝晴くんの気持ちもあるし……穂稀さんはどう思います？　た、孝晴くんは、わたしのこと、す、好き、ですかねぇ？」

　穂稀はにっこりと微笑ほほえんだ。誰だれもが見み惚とれる、女め神がみのような笑みだ。

「これっぽっちも興味ないわ。あなたが好かれようとゴミのように振られようと」

「……そ、そうですか……」

　穂稀が自分を許したわけではないということを、眞子は瞬時に悟さとった。慈じ愛あいに満ちた微笑みの奥に、憤ふん怒ぬの炎ほのおはまだ燃えさかっているに違いない。

「そんなつまらないことはどうでもいいのです。それよりも、安永くんのことよ」

「穂稀さん、安永くんが好きなんですか？」

「あなたは阿あ呆ほうね……」

　穂稀の顔から笑みが消え、軽けい蔑べつとか憐れん憫びんとか諦てい観かんといったものが目の中で混じり合った。

「まぁ、いいわ。こういう合宿だとか修学旅行だとかになると、程度こそ違え、女子はみんなあなたのように愚おろかな話をしたがりますし。明言しておくけれど、わたし、ああいう線が細くて中性的な人は好みじゃないの。もちろん、性格もね」

「じゃあ……」

「わたしが言いたいのは、彼がさっきあなたに話した脱だつ走そうについてよ。彼の計画に、あなた乗ったフリをしなさい」

「え？　でも」

「フリよ、フリ。彼のことだから、きっと実行するわ。ひょっとしたら、ほかの生徒も便乗して、大おお騒さわぎになるかも」

　穂稀は、そうなることを期待しているかのような口ぶりだ。

「もし逃げるとしたら、合宿中はチャンスだと思わない？　移動が多いし、先生たちも大勢を見なければならない。生徒百八十人に対して、同行している教職員はクラス担任六人と学年主任のたった七人よ？」

「でも、機き関かん銃じゆうとか持ってますけど……」

　第一次世界大戦では、機関銃二丁の十字砲ほう火かで、一個師団の歩兵を足止めできたのである。

「問題を起こすのが協賛生だけとは限らないでしょう？　候補生の中にだって、羽目を外して夜遊びだの不純異性交遊だのをやらかす生徒がいるはずよ。先生たちがそういう愚か者に手を焼くようなら、安永くんの計画もじゅうぶんに成算ありね」

「まさか……穂稀さんも逃げるつもりなんですか？」

　その可能性に思い至り、眞子はつい声をひそめた。だが、穂稀は肯こう定ていするどころか、呆あきれたとばかりに鼻を鳴らした。

「冗じよう談だんでしょう。わたしはそんな冒ぼう険けんはしないわ。わたしはね、逃げた安永くんをこの手で捕つかまえるのよ」

　穂稀の唇くちびるが、ふたたび笑みを描えがいた。ただし、先ほどとは似ても似つかない、狡こう猾かつな曲線である。

「そして、学校側に突つきだすの。きっと、先生方のわたしに対する心証はよくなるでしょうね。訓練に協力的な、模も範はん的な協賛生として」

「それはちょっと……ひどくないですか？」

「あら、なぜです？　放ほうっておいたら、ゾンビが外へ逃げだすことになるのよ？　そうしたら、また市役所が通報を受けて、捕まえるために衛生管理課の保護回収班が派は遣けんされるか、そうでなければ民生の重殺士に依い頼らいが行くわ。その経費や報ほう酬しゆうは税金から捻ねん出しゆつされるわけだけれど、わたしが事前に彼を捕まえれば、そうした無む駄だな支出は必要ない。合理的でしょう？」

「それは、そうかもしれませんけど……え……そうかな……？」

「そうです！　それに、中ちゆう途と半はん端ぱに脱走が成功して先生にでも見つかったら、安永くんはどうなると思う？」

「汚お物ぶつは──」

「──消毒ですわね。跡あと形かたもなく」

　眞子の脳のう裏りに、無数の安永瑛が去来した。機関銃で蜂はちの巣にされる瑛、火か炎えん放射器の炎を浴びてのたうち回る瑛、地面に掘ほった穴に埋うめられる瑛……。

　現実の瑛は、眞子と穂稀の会話が気になるのだろう、木箱や段ボール箱を間に置いて、ちらちらとこちらを窺うかがっている。そんな彼を見て、眞子は眉まゆを曇くもらせた。

　親しい間あいだ柄がらではないとはいえ、高校でできた数すくない友達のひとりだ（その友達の中に穂稀も含ふくまれていると知ったら、彼女は卒そつ倒とうするだろう）。同じクラス、同じ班という縁えんもある。やはり、彼が〝退学〟になる姿は見たくなかった。

「わかってくれたようね？　安心なさい。手柄を独ひとり占じめするつもりはありませんから」

　眞子の横顔を見つめ、穂稀は我が意を得たりといった様子だ。だが、眞子の気がかりはもうひとつ、まったくべつにあった。

「穂稀さん、どうしてこんなことを？　先生の評価がよくなると、試験で赤点取っても見み逃のがしてもらえたりするんですか？」

「……あなた、わたしを落ちこぼれだと思っているでしょう？　わたしは赤点なんて取りません。もちろん通知票や内申書の内容はよくなるでしょうけれど」

　穂稀の人差し指が、床ゆかに広げられた見取り図を叩たたいた。

「これです。あなたがこれを書いているのを見て、思い出したの。〝転生〟のことを」

「転生？」

「そう。七十七不思議には入っていなかったかしら？　あまり有名ではないけれど、そういう話があるのよ、この学園に」

　穂稀の語るところでは、〝転生〟とは文字どおり、死者を蘇よみがえらせる業わざだという。

　中国では借しやく屍し還かん魂こんといい、死者が遺体に宿って再生する逸いつ話わは『太平広記』や『子し不ふ語ご』など枚挙にいとまがない。また『日本霊れい異い記』の善ぜん珠しゆ法師などの例にもあるように、仏教では聖人が女性の母ぼ胎たいを借りて生まれ変わるという説話がある。ヘルメス・トリスメギストスやパラケルススら西洋魔ま術じゆつの偉い人じんも死後の復活を図はかった。先立った妻や恋こい人びとを現世へつれもどそうという再生神話もまた、世界のあちこちに散在する。

　それらはあくまで伝説だが、穂稀がいう〝転生〟は、密ひそかに椛祢学園で毎年おこなわれていることらしい。死者、つまりゾンビを人間としてふたたび生かす技術。穂稀の話が正しければ、それが確立されたのは六十年以上も過去のことである。

　時は太平洋戦争の真っ直中。

　学園がまだ内務省直ちよつ轄かつ椛祢特等練官所という名めい称しようで呼ばれていた時代だ。戦死者のゾンビ化は戦時中の深刻な二次災害だったので、重殺執しつ行こう官の育成はもちろん、ゾンビの研究に対しても軍部は予算を惜おしまなかった。

　同盟国のドイツやイタリア、その支配地域から、ゾンビやそれに類るい似じした現象に関する、おびただしい情報や参考資料が持ちこまれた。西洋の術式、東洋の神技、暗黒大陸の呪じゆ術じゆつ、アラビアの叡えい智ち、ギリシアの奇き蹟せき、南米の魔術……もちろん、自然科学の技術も。

　結果として研究は着実に進行し、日本帝てい国こくはことゾンビ対策においては先進国となった。現在、重殺士という対ゾンビ専門の資格を発行しているのが日本国のみであることからも、その実績がいかにすばらしいものかがうかがい知れる。

　ところで、軍の指導者たちは考えた。ゾンビをなんとか軍事利用できないものか。

　たしかに戦死してのちもゾンビと化し、艦かん砲ぽうで消し飛ばされるまで銃じゆう剣けん一本で敵軍と渡わたり合った忠勇きわまりない兵卒や、死してなお特とつ攻こう隊たいに志願して散った誇ほこり高き英えい霊れいは数いたものの、それらは戦局を左右するほどのものではなかった。

　何せ、すべての戦死者がゾンビとなるわけではないし、なったとしても大半は戦友にすら牙きばを剝むく怪かい物ぶつと化してしまう。とても戦力として計算できるものではない。

　だが、ゾンビには死者という面と、もうひとつべつの面がある。生物としての活動は停止しているにしても、彼らは死後ふたたびこの世にもどってきたのだ。これをさらに一歩進めれば、死んだ人間をゾンビではなく、人間として生き返らせることができるのではないか？

　そうしてはじまったのが、転生者研究だった。

　腐くさりゆく死者に、健全なる肉体を！　黄泉よみから還かえりし魂に、瑕か疵しなき精神を！

　賽さいは投げられ、研究は実行に移された。それは報国の使命感からではなく、人間本来に備わっている性さが──知識への渇かつ望ぼう、死に対する恐きよう怖ふ、真実に迫せまりたいという足あ搔がき、生と死を玩がん弄ろうする快楽──そうしたエネルギーによって強力に推進された。やがて戦争の行方ゆくえなど、度外となるほどに。

「今、この列車が向かっている合宿所が、昔は捕ほ虜りよ収容施し設せつだったというのはご存じ？」

　穂稀の問いに、眞子は無言でうなずいた。合宿のしおりにも書いてあったことだ。

「そこに収容された捕虜は、実験協力者だったらしいわ、転生者研究の。軍属だけでなく、中国大陸や東南アジアの植民地から連行されたさまざまな人種の非戦せん闘とう員が、生体実験の材料にされたそうよ。女性やほんの子供までね」

「実験……」

「そう。人間を生き返らせる実験に何が必要なのか、わかるかしら？　死体？　ゾンビ？　いいえ、健康な人間よ。生き返るためには、まず死ななければいけない。極力、完かん璧ぺきな状態で人間を殺し、その完璧な死者を使って実験をしたの。何十人も、何百人も」

　ごくり、と眞子は喉のどを上下させた。車窓を背にしているためだろうか、血の気を失ったような暗い穂稀の顔が、無表情に車内を見わたす。

「そして、軍港から収容施設まで彼らを運ぶために作られたのが、この私鉄路線だったの。沿線の住民が寝ね静しずまった深夜、列車は何度も往復したわ。鉄てつ格ごう子しのついた小さな窓しかない貨物車に、青ざめた捕虜たちを押し込めて……もうおわかりでしょう？　ええ、そう──わたしたちが今乗っているこの貨物車がそれよ」

　突とつ然ぜん、眞子の視界が真っ暗になった。

　ごうっ、と耳を聾ろうする響ひびき。鉄格子の間から冷たく湿しめった風が流れこみ、床の見取り図を飛ばした。

「ぎゃあぁぁっ！」

「ちょ……離はなしなさい！」

　眞子の絶ぜつ叫きようと穂稀の怒ど声せいが、暗くら闇やみに入り交じる。天てん井じようで揺ゆれる裸はだか電でん球きゆうが光をあちこちに乱らん舞ぶさせ、穂稀に抱だきついて豊かな胸に顔をうずめた眞子の背中を照らしだした。

　数秒後、トンネルを通過した貨物車しや輌りようの内部に、ひかえめな陽光がもどってきた。

「この……っ！　馬ば鹿か力ぢから！」

　穂稀が両手と片かた脚あしを使って、なんとか眞子を引きはがす。ぽかん、と口を半開きにして、眞子はおもてを上げた。

「……あれ？」

「まったく、大げさな人ね！　ただの怪かい談だんでしょうに！」

「じゃあ……作り話なんですか？　ひ、ひどい、穂稀さん！　心臓止まるかと思ったんですから……！」

　ぜいぜい息を切らしながら、乱れた髪かみと着衣を直す穂稀を、眞子はうらめしげに睨にらんだ。

「心臓ならとうに止まっているでしょう？　それから、おあいにくさま！　一部ノンフィクションよ。捕虜も実験も本当。何百人なんていうのは、うそっぱちですけれど」

　その性質上、転生者研究が公おおやけにされてはならぬものだったのは当然だ。敗戦前夜、連合軍の手に渡るのをおそれて研究成果はすべて廃はい棄きされた。

　だが、完成していた、という。

　ＧＨＱによる身み柄がら拘こう束そくをまぬがれた下したっ端ぱの学生研究員の何人もが、それを目もく撃げきしていた。

「──腐ふ敗はいせず、風化せず、決して損そこなわれない、死からよみがえった人間の肉体。それはフランシーヌと呼ばれていたそうよ」

　古い秘密を打ち明け終えたように、穂稀は昔話をそっと結んだ。

「その後、今の学園になってからも、〝転生〟の噂うわさは途と絶だえたことがないの。けれど、誰だれでも〝転生〟措そ置ちを受けられるわけじゃない。協賛生の中から選ばれて、毎年、たったひとりだけ人間にもどることができる……ひとりだけね」

「フランシーヌ……哲てつ学がく者デカルトの人形？　フランス人フランセーズ……フランソワーズ……フランソワーズちゃんフランソネツト！」

　ローマ字の綴つづりと音をたどるように言葉を手た繰ぐっていた眞子が、やおら叫さけんだ。思いきり顔を上げた拍ひよう子しに、頭が壁かべにぶち当たって打楽器に似た音を立てた。

　貨物車内の生徒たちが驚おどろいて振ふり返った。穂稀も目をぱちくりさせている。

「ど、どうしたのよ？」

「それです、穂稀さん！　その話！　もっとくわしく聞かせてください！」

「くわしくも何も……わたしが知ってるのはこれくらいよ。……いいえ、あなたこそ何か知っているふうじゃありませんか」

　穂稀の瞳ひとみが聡さとく光った。

　逆に眞子は曖あい昧まいな笑え顔がおで、頭をさする。とりあえず、頭ず蓋がい骨こつに損傷はないようだ。

「知ってるっていうか……ちょっと個人的に探し物をしてまして……」

「教えなさい、それ」

「いえ、ですから、個人的な」

「いいから」

　穂稀の腕うでに力がこもり、眞子は彼女の膝ひざの上に引き倒たおされた。上からのぞき込む穂稀の上半身が、眞子の顔に暗い影かげを落とす。これが男女ならば、甘い恋のささやきが必要な体勢であるが、もちろん眞子と穂稀の間にあるのは極度の緊きん張ちよう状態だ。

　穂稀の両眼が、子供の噓うそを許さぬ母親のように、あるいは飼い犬を叱しかりつける主人のように、眞子の瞳を捉とらえて離さない。眞子にとっては喉のど笛ぶえをライオンに喰くいつかれたような心境である。軽けい率そつだったと反省するが、後こう悔かい先に立たずだ。

「……わかりました。ここだけの話ですよ？　誰にも言わないって約束してください」

　眞子は観念した。身を起こし、右手の小指を立てて、拳こぶしを差しだす。

　穂稀はしばらく、その意味を計りかねていたようだが、やがて得心したように自分の右手の小指を交差させた。

「はいはい、指切りげんまん」

「うそついたら、ハリセンボン吞のーます！　でも、ハリセンボンなんて吞めますかね？」

　魚のハリセンボンじゃなくて針を千本だから、と指し摘てきするほどの親切心すら見せず、穂稀は淡たん々たんと催さい促そくする。

「満足していただけたのなら、話してくれるかしら？」

「はい。じつは……」

　眞子は、昨晩、アルマから聞いた〝フランソネット〟についての話を穂稀に打ち明けた。

　だが、すべてではない。

　先刻の穂稀の話とつながりがあることのみだ。シュトゥディオン男だん爵しやくの遺産〝フランソネット〟がいかなるものか、そしてそれが自分にとってどういう意味を持つのか、それは伏ふせておいた。穂稀が知ったのは、ドイツの天才錬れん金きん術じゆつ師の家系が、その技術を尽つくして生み出した〝遺物〟が、戦時中、欧おう州しゆうから秘ひ密みつ裏りにこの国へと運ばれ、今も学園のいずれかに眠ねむっているということだけである。

　だが、おそらく彼女にとっては、それでじゅうぶんだったろう。なぜなら、眞子の話は、〝転生〟の伝説を裏打ちするものだからだ。

「なるほど、そういう裏話があったの。そのなんとか男爵の〝遺物〟とかが、〝転生〟の技術を生み出す鍵かぎになった、そう考えるのが自然でしょうね。〝転生〟措置が今もおおっぴらにされていない理由が、それで想像がつくわ。ドイツ中央銀行ライヒスバンクの金きん塊かいと同じ。戦争犯罪に関かかわることだからよ」

　穂稀の細いあごを支えていた指が、つい、と優ゆう雅がに動いた。そのまま眞子の手を取り、やさしく包みこむ。

「わたしとあなたの目的が一いつ致ちした、そう思いません？　小鳥遊さん」

「え？」

「〝転生〟措置の権利はわたしがいただきます、学校側にわたしの価値を認めさせることでね。あなたは、わたしに力を貸しなさい。そのかわり、〝遺物〟とやらをあなたが手に入れることを、わたしは止めません。学園の備品といっても、もう七十年も前のものなら必要ないでしょうし、どうやらあなたにも権利があるようですものね」

　なんとまぁ大だい胆たんな取引だろう。穂稀は、自分の高評価のために眞子を利用し、その見返りに眞子の盗とう難なんには目をつぶろうと言っているのだ。

「まずは、さっき言ったように安永くんの件よ。彼に協力するフリをして、いざとなったらわたしに知らせなさい。縛しばりあげて先生の前に突つきだしてあげるわ」




　電車が停止し、ドアが開いてすぐに、制服姿の数十人がホームへと流れだした。

　駅舎の時計は、九時五分前。北枕駅を進発して、およそ五十分ほどである。

　急行列車は、この喪も中なか駅が終点である。ここから折り返すわけではなく、一部車輌を切り離し、行き先を合宿所がある鈴すずヶが森もり駅へと変えて、二十分後に発車する。線路はここから単線になり、各駅に停車していくが、駅数がすくないため急行とそれほど移動速度は変わらないはずだ。

「よーし、みんな出ていいよ。ただし駅構内からは出ないように」

　二輌の貨物車輌の搬はん入にゆう口も開放され、眞子たち協賛生も太陽の下で羽を伸のばすことが許された。

　喪中駅は、複線の終点だが、もともと利用客が多くないため、大きな駅ではない。木造の駅舎のペンキは剝はがれかけ、改札の向こうには中ちゆう華か食堂とそば屋、それにおみやげもの屋を兼かねた食料品店、あとは駐ちゆう車しや場と民家くらいしかない。ホームの反対側に見えるのも、ただ緑ばかりは豊富な山間部の景色と農家だけである。

　眞子は駅舎に入り、券売機の向かいにある公衆電話の受話器を取った。十円玉を投入して、ダイヤルボタンを押す。

『──はい、小鳥遊です』

　呼び出し音きっかり三回。先夜とまったく変わらぬアルマ・Ｖの声が聞こえた。

「アルマ、わたしよ」

『おはようございます、お嬢じようさま。何か問題でも発生したのですか？　当面の日用品はすでにお送りしたので、遅おそくとも昨日には届いているはずですが』

　アルマが椛祢学園あおぞら寮りようへと発送してくれた荷物は、穂稀が部屋を占せん拠きよしてしまったがために置き場所がなく、いまだ段ボール箱のまま廊ろう下かに積まれている。優ゆう秀しゆうな侍じ女じよは学園のスケジュールもしっかり把は握あくしていたようで、合宿に必要なものをべつの鞄かばんに荷造りして送ってきたため、眞子は前夜にあわてて段ボール箱を引っかき回す必要はなかった。

「問題？　いいえ、今日はいいお話よ。驚かないでちょうだい？　なんとね、〝フランソネット〟の手がかりが見つかったの！」

『たった一日で、ですか？』

「ええ。お友達に聞いたんだけど、昔、この学校で人間を生き返らせる研究がおこなわれていたんですって──」

　眞子は穂稀から聞いた話を、かいつまんで電話の向こうの侍女に伝えた。

『……なるほど。時期的にもぴったりですね。少女人形フランシーヌという呼び方もそれらしいですし、やはり旦那だんなさまの〝遺物〟がそちらの学園に流れ着いたというのは間ま違ちがいないようです。それでお嬢さま、くわしい保管場所などの情報は……』

「ええっとね、それはまだ、ぜんぜん……」

『そうだと思いました。ようするに、なくしたビー玉が砂場のどこかに落ちているのがわかっただけ、というわけですね』

「あら、それは違うわ、アルマ・Ｖ。わたしたちが探しているのはビー玉じゃなくてダイヤモンドだもの」

『あるいは、不ふ発はつ弾だんかもしれません。誰かがつついて遊ぶ前に回収しませんと』

「それに関しては、手て遅おくれかもしれないわね……穂稀さんの言う〝転生〟の技術がすでに確立されているんだもの」

『そんなものはデタラメです』

　普ふ段だんと変わらぬ恬てん淡たんとした口調で、アルマは切って捨てた。

「え？　でも、毎年ひとりの協賛生が人間にもどれるって……」

『ご自分をお知りください。そんなおいしい話があるとお思いですか？　お嬢さまのような極ごく悪人に』

「いや、あの、わたしじゃなくて、穂稀さんが、ね？」

『だれであろうと同じことです。死んだ直後ならまだしも、ゾンビというべつの存在になってしまった者が、一年もの時間を経て、ふたたびもとの人間にもどれると？』

「けれど、あなたも知っているでしょう？　この国の科学技術はものすごいのよ？」

　この二十一世紀の文明について、眞子ほどそのすばらしさを実感している者は、おそらく日本にはいないだろう。生まれたときからパソコンや携けい帯たい電話を、いや、テレビや冷蔵庫や自動車を知っている人間には、この気持ちは絶対にわからない。

『それでも、なお断言できます。シュトゥディオン博士にできなかったことがほかの人間にできるはずがない、と。仮に〝遺物〟を参考にしたというのなら、なおのことオリジナルを超こえることはできません。もしそんなことが可能であるならば、百年も二百年も前に旦那さまご本人が実現なさっておいででしょう』

　歴代の男爵家当主──それぞれが不世出といわれた天才鬼き才さいぞろいのシュトゥディオン博士のうち、誰だれひとりとして死んだ人間を生き返らせることに成功した者はいないのだ。狂きよう気きと正気の狭はざ間まを綱つな渡わたりして彼らが作りあげたのは、空の器うつわと、人間とは似て非なる生物外の動物たち、それだけだ。

「それじゃあ、穂稀さんは……」

『ご愁しゆう傷しよう様さまですね』

「そ、そんな他人ひと事ごとみたいに言わないでちょうだい！」

『他人事みたいというか、他人事ですから。逆にお尋たずねしますが、なぜお嬢さまはその方のことをお気にかけてらっしゃるのです？』

「だって、穂稀さんがあんなことになっちゃったのって、ちょっぴりわたしのせいみたいなところもあるし……」

『なるほど、そうでした。お嬢さまが殺したのでしたね』

「こ、殺したとか、そういうストレートな表現は……！　事故、あれは事故だったの！」

　声を裏返らせて、眞子は全力で否定した。だが、アルマは主人の努力に無む頓とん着ちやくだ。

『そう取り乱す必要はないでしょう。はじめてというわけでもありませんのに……』

「やめて！　昔のことよ！」

『まだそう昔のことではありませんけどね。それにお嬢さま、罪というのは零ゼロと一では大違いですが、一と二では大差ありません。ましてやお嬢さまくらいの極悪人ともなれば、百が二百になったところで地じ獄ごくの最下層行きは変わらないというのが、わたくしの考えです』

「あなたの考えはどうでもいいから……。とにかく！　わたしはもうあんなことはしたくないし、金こん輪りん際ざい、人さまを手にかけるようなことは絶対にしません。宮みや沢ざわ賢けん治じの詩のように、誰も傷つけずに生きるの。こっちに越こしてくる前に、そう決めたはずでしょ？」

『その誓ちかいをさっそく破られるとは、さすがです』

「だから、事故だってば！」

『まぁ、そういうことにしておきましょう』

　眞子をいじめるのに飽あきたというふうに、唐とう突とつにアルマは話わ柄へいを切り替かえた。

『それよりも、肝かん心じんなのはお嬢さまが〝遺物〟を見つけだすことです。〝転生〟それ自体が眉まゆ唾つばものでも、転生者研究がおこなわれていたのは事実なのでしょう？　つまり、もとは収容所だったという合宿所も、捜そう索さくしてみる価値があるということです』

「そうね。ちょうど今から向かうところだし、こういうの、なんだっけ……渡わたりに哲てつ也や、じゃなくて……」

『渡りに船です。……わざとでしたら、寒気がするほどおもしろくないですよ』

「心外ね！　一生懸けん命めい考えたのよ！」

『どうやら、身体機能の低下はおつむにまで深刻な影えい響きようを及およぼしているようで。早く〝遺物〟を手に入れなくてはいけませんね』

　さして深刻でもなさそうに、アルマは改めて目的を確かく認にんした。そして、最後につけ加える。

『また何かございましたらご連れん絡らくを。それから、この番号は公衆電話ですね？　旅りよ行こう鞄かばんの中に携帯電話があるはずですから、今後はそちらをお使いください。仮にも今どきの女子高生が公衆電話から頻ひん繁ぱんに電話とか、不自然この上ない真似まねはいたしませんように』

　アルマとの通話を終え、眞子はさっそく電車に足を向けた。足が軽い。

「携帯かぁ。そういえば、わたし持ってなかったんだ」

　中学時代、何度かアルマにねだってみたが、結果は取りつく島もなかった。いつも家計を理由に却きやつ下かされ、眞子はクラスでごく少数の携帯電話非所持者の地位に甘んじていたのである。今回は必要上の措そ置ちとはいえ、眞子にとっては棚たなから大きなぼた餅もちだ。

　その眞子の足を止めたのは、駅舎の壁かべに寄りかかっている女子生徒の姿だった。

「うん……お姉ちゃん、ここにいるから……うん」

　クリーム色に近い金きん髪ぱつからのぞく耳に携帯電話をあて、しきりと相づちを打っている。眞子は彼女の名前を知らなかったが、孝晴といっしょにいるところを何度か見たので、顔は覚えていた。

「そう……ごめんね。そんなとこで、ひとりで寂さびしいよね？　うん……そんなに長い時間じゃないから、我が慢まんして。うん……おなかすいたら、そこにあるもの食べてね」

　ちょっとした意外な驚おどろきが、眞子の瞳ひとみを彼女の横顔に吸い寄せた。

　彼女はとても穏おだやかで、やさしい顔をしていた。どちらかというと眞子は、彼女を怖こわそうな人というか、ちょっぴり不良っぽいというか、漠ばく然ぜんと苦手な印象をもって捉とらえていたのだが、今の彼女はまるで違って見える。

　お父さまみたい……。

　もちろん、顔かたちのことではない。思いやりを込こめて大切なものを見つめるような彼女の瞳と、唇くちびるに宿ったどこか寂さみしげな微び笑しようが、眞子に愛するお父さまの面おも影かげを思い起こさせた。

　そして、その表情に秘ひめた決意も、また。

「──おい、そこの乳がない小鳥遊眞子」

「なくはないですよ！」

　不意に自分を呼ぶ失礼な声に、眞子は電光石火の速さで振ふり向いた。

　電車の先頭側から、ぶらぶらと孝晴がやってくる。片手をポケットに突つっこみ、もう片方の手には缶かんジュースを二本つかんでいる。

「孝晴くん、どうしたんですか？」

「喉のど渇かわいたから、そこの自じ販はん機きでな。おまえこそ、なんかあったのかよ？」

「ちょっと電話を……」

　眞子は孝晴の言う意味を覚さとり、声を小さくしぼませた。

　駅舎はホームの中央に位置し、その前には一いつ般ぱんの客車が停車している。客車に乗っているのは候補生たちだ。協賛生たちの貨物車は後方である。当然ながら、今の眞子の周囲にいる制服姿は候補生ばかり。眞子だけが、人間の中に混じった異物であった。

　特段、構内であれば協賛生の行き来は禁止されていないのだが、そこは暗あん黙もくの了りよう解かいというものがある。将来自分たちを狩かることになる人間と交流を試みようなどという、奇き特とくな協賛生はまずいない。

　眞子は急に居づらくなってしまった。候補生にしても、入学式でゾンビが暴れたことを忘れるほど学園生活は長くない。眞子を見る視線には、好こう奇き心しんばかりでなく、嫌けん悪お感かんや恐おそれの混じったものが皆かい無むとは言えなかった。

「四月っつっても、やっぱ山の中はまだかなり寒さみぃよな。おまえはマフラーしてるから、そうでもねぇか？」

「あ、いえ、これは……」

　首に巻いた緋ひ色いろのマフラーを、眞子は両手で押さえた。防寒が目的で使っているわけではないのだが、孝晴はとりたてて気に留めるふうもない。

「ほれ、飲むか？」

「わっ、とと。……どうもありがとう」

　孝晴が放ほうってよこしたジュースの缶を、眞子は咄とつ嗟さに両手で受けとった。おしるこの缶だ。まだ熱い。

「孝晴くん、似合ってる」

「ん？　ああ、制服な。中学は学ランだったから、こういうのちょい恥はずかしいけどなー」

「ううん。かっこいい、です……」

　なぜか赤面して、目を逸そらしてしまう眞子である。

「くだらねぇお世辞使わなくたって、金は取らねーよ！」

　孝晴は怒おこったような顔で、おしるこの缶を口にやった。だが、持ち上げたおしるこ缶をすぐにもどし、あわててプルタブを引く。飲み口を開くのを忘れていたのだ。

　眞子は小さく噴ふき出してしまった。どうやら、顔つきよりも動どう揺ようは大きいらしい。

「なんだよ、そのにやけ面づらは……。文句あんなら返せ、それ」

「あっ、いえ！　これはありがたく、はい」

　孝晴の手からおしるこ缶を守るように、眞子はそれを両手でがっちりとつかみ、胸に抱いだいた。両手ばかりでなく、セーラー服の生き地じ越ごしにも、缶に宿った熱が感じられる。

　口では言わないが、孝晴は心配して来てくれたのだろう。候補生の中に眞子がまぎれ込んでいるのを見て、わざわざ車内から出てきてくれたのだ。喉が渇いたとき、おしるこを飲む人はあまりいない。たぶん、外にいる眞子のために、あたたかい飲み物を選んだのだ。

「おまえ、手熱くねぇのか？　火傷やけどするぞ」

「わたし、そういうの平気ですから。ちゃんと熱は感じるんですけど」

　感覚こそ残っているものの、肉体は死んでいるのだ。苦痛は苦痛として機能しない。眞子は目を閉じ、孝晴がくれたそのぬくもりをじっくりと味わった。

「あったかい……。これ、一生の宝物にしますね」

「いや……飲めよ」

「いえいえ、大切にとっておきますから。来年の冬、また温めて使います！」

「湯たんぽじゃねーぞ！」

「……豆知識」

　孝晴の背後から、ひょこり、と背の低い女子生徒が顔をのぞかせた。頭にかぶったフードつきのコートは、昔キリスト教の聖職者がまとっていたローブに似ている。胸に光る十じゆう字じ架かのロザリオといい、信徒なのだろう。

「これは、摂せつ食しよく不要型の……ゾンビ……。活動を維い持じするために……ものを食べる必要がない……」

「うわっ、ルフェテ！　いつからいたんだよ!?」

「タカハルが電車を出るときから……」

「心臓に悪わりぃぞ、おまえ……」

「このタイプのゾンビには……消化機能がない……。おしることか渡しても……資源の……無む駄だ」

　彼女の言うとおりなのだ。

　眞子は食事というものを必要としていない。ゾンビは死体である。死体がものを食べないのは当然だと多くの人は考えるだろうが、それは偏かたよった見方だ。

　もっとも一般的な、知能が欠落した肉食型のゾンビは人肉を食す。これは長い間、単なる暴力性の発はつ露ろ、あるいは繁はん殖しよく、つまり感かん染せんのための行こう為いと見なされていたのだが、最近の研究で、それが歴れつきとした食事であることが証明された。人肉（もちろん、あらかじめ死亡していた人間の肉だ）を与あたえたゾンビといっさい与えなかったゾンビで、その腐ふ敗はいの進行速度に差が生じたのである。つまり、人肉を食することで、ゾンビは肉体を維持していたのだ。

　むろん、これは一例である。食事は必ずしも人肉である必要はないし、植物やある種のプランクトンを主食とするものさえいる。それに対して、口からはいっさい食物を摂とらず、化学物質や放射線、さらにはもっと得体の知れない非科学的なものからエネルギーを得る種類もいる。前者を要摂食型ゾンビ、後者を摂食不要型ゾンビと総そう称しようするのだが、眞子の場合は摂食不要型に該がい当とうするのだった。

「寒い……」

「え？」

「寒い……」

　うつむき加減で、アスリンはもごもごと繰くり返した。孝晴はしばらく彼女の言う意味を察しかねているようだったが、眞子はすぐに理解した。さっ、とおしるこ缶をアスリンの視界から隠かくす。ぜったいに譲ゆずれないものが、世の中にはあった。

「ああ、そんじゃ、これやるよ」

「ちょ……っ!?」

　飲みさしの缶を無造作にアスリンに差しだす孝晴の手を、眞子は必死でつかんだ。

「……と待ってください。そ、それは……ずるくないですか？」

「はぁ？　何言ってんだ、おまえ」

「あ、じゃあ、こうしましょう！　これ、これあげます。だから、そっちの缶はわたしが」

「………」

　愛想笑いとともに眞子が進しん呈ていした新品のおしるこ缶を、アスリンはにごった瞳で見つめ、ふい、と逸らした。孝晴の手から飲みかけの缶を受けとろうとする。そうはさせじと、眞子も手を伸のばす。

「だめっ」

「熱あっちぃ！」

　三つの手が空中に交こう錯さくし、跳はね飛ばされた缶が口からおしるこの帯を曳ひきながら高く舞まいあがった。

　かーん、と乾かわいた金属音がホームに響ひびき、ところどころひび割れたコンクリートの上を転がった缶は、ある女子生徒のつま先で止まった。無む惨ざんにも砂まみれになったおしるこ缶を、細い指がつまみあげる。

「なーにやってんのよ、アンタらは。争いが低次元すぎて、同じ女として情けないわ」

　携けい帯たい電話片手の瑠佳が、しみじみと慨がい嘆たんした。眞子とアスリンの未練を断たち切るように、彼女の手から投じられた缶が壁かべ際ぎわのゴミ箱に消える。

「あぁぁぁ……」

「よくも……」

「あんなものはなくなってしまったほうが、世の中のためなのだ」

　悄しよう然ぜんと肩かたを落とす眞子と怨えん嗟さのうめきを漏もらすアスリンを意にも介かいさず、瑠佳は昂こう然ぜんと胸を反らすと、うって変わっておだやかな口調で携帯電話に向かった。

「──うん、ごめん。……わかってる。そうだね……怖いよね。でも、お姉ちゃんがなんとかするから……うん、心配しないで。切るよ？　また電話する。じゃあね……いい子だね」

　名残なごり惜おしげに通話ボタンを押し、瑠佳は携帯電話をカーディガンのポケットにしまった。

「宮みや川がわ、誰だれと電話してたんだ？」

「ん、弟。ウチ、弟と二人暮らしだから」

「……そっか。複雑なんだな、おまえん家ちも」

　孝晴はそれ以上は尋たずねなかった。

　瑠佳はそんな孝晴と、なぜか眞子を見比べてから、唇くちびるをほころばせた。

「ま、アンタにだったら、そのうち話してもいいかもしんないけど」

　透とう明めい度が高く、脆もろさを感じさせる、ガラスみたいな微笑ほほえみだった。




　鈴ヶ森はその名のとおり、緑の多い土地だ。

　合宿所のほかには、開かい拓たく時代のアメリカ大陸西部のように、さびれた商店街が駅にくっついているのみで、これといった観光名所も史し跡せきもない。80年代にゴルフ場開発のために県外の企き業ぎようが買い占しめた土地は、整地や池の配置こそ済んではいたものの、その後の不ふ況きようで放置され、今は野鳥たちの越えつ冬とう地である。

　樹海と言っても大げさではない広大な森林の中に、高い角度でせり上がった山がいくつも地じ肌はだをさらして屹きつ立りつしており、これなど中国の桂けい林りんあたりに見られそうな奇き観かんではあったが、観光客を集めるほどの知名度はなかった。

　森林は海に接したところで途と切ぎれ、ケーキの切り口のような断だん崖がいを波が洗っている。砕くだけた太平洋の粒つぶは風に運ばれ、日によっては潮の匂においが合宿所にまで届くのだった。

　私鉄の終着駅で、民家もすくなく、国道からも距きよ離りがある。そして、深い森と切り立った崖がけ。これだけの好条件がそろっていれば当然のことであるが、鈴ヶ森は自殺の名所としてはそれなりに知られていた。

　列車が鈴ヶ森駅に到とう着ちやくしたのは、午前十時過ぎ。

　その後、下車した生徒たちはバスで移動し、昼前には合宿所に荷物を降ろしていた。

『はい、みなさん、おつかれさまでした。食堂にお弁当が用意してあるそうだけど、その前にちょっと先生からお話があるから、そのまま聞いてね』

　点呼のためクラスごとに整列した候補生たちを前にして、エカテリーナがスピーカーを口もとにやった。

　学園の体育館よりいくぶん小ぶりなホールの内部だ。合宿のしおりによると、屋内運動場とある。コンクリート壁のしみや床ゆか板いたの風合いからして、ずいぶんと古い建物のようだ。

「なんであいつらがいるんだ？」

「そりゃ、檻おりに閉じこめとくわけにもいかないだろ」

　候補生たちがいぶかしげに目を向けるのは、少し離はなれた場所で同じように列を作っているべつの集団である。移動中は隔かく離りされていた協賛生たちが、今は同じ屋根の下にいるのだ。

『みなさん、この合宿の前にお友達と班を作ったと思います。もう仲よくなりましたか？　班のお友達とはこれから先、訓練で一年間いっしょにがんばるわけですから、この合宿中にいろいろお話して信しん頼らい関係を深めてくださいね』

「なんか小学校の先生みたいだよねー、エカちゃんって」

「エカちゃん？」

「エカテリーナだから、エカちゃん」

　妙みような顔をする孝晴の横で、瑠佳がグミキャンディの袋ふくろの封ふうを切った。

「おまえ、昼飯前にそんなもん食うなよ……」

「平気、平気。アタシけっこう大食いなんだ。──指宿、あーん」

　瑠佳の調子に乗せられて、つい口を開けたところに、コーラの瓶びんの形をしたグミが投げこまれた。輸入品の駄だ菓が子し独特の強きよう烈れつな歯ごたえがある。

「ルフェテもお口、あーん」

「………」

「あら、何アンタ、虫歯一本もないね。ほんじゃ、虫歯の材料サービスしちゃおう」

　素す直なおに指示に従ったアスリンの口内に、瑠佳は大量のグミを流しこんだ。

「……おいしい」

　ゴムのような弾だん力りよくと日本人には少々くどく感じるコーラの芳ほう香こうが、アスリンの口には合ったようだ。木の実を頰ほお袋ぶくろに溜ためこんだリスのように、ほっぺたをふくらませて咀そ嚼しやくしている。

『こら、そこ！　先生のお話中にお菓か子しなんて食べないの！』

「やば、っと」

　エカテリーナの叱しつ咤たを受けて、瑠佳はとっさに袋を後ろに隠したが、口いっぱいのグミをもごもご嚙かんでいるアスリンの様子があまりにも歴然と容疑を認めている。だが、前後左右から忍しのび笑い混じりの視線を浴びても、アスリンは動じる様子はなかった。

『それじゃ、まずはみなさん、班ごとに分かれてくれるかな？　そのあとで、候補生二班と協賛生一班でひとつのグループを作ってもらいます』

　生徒たちがどよめいた。

　人間とゾンビでグループ？　その意図がわからず、彼らが戸と惑まどっているうちに、エカテリーナがさらに衝しよう撃げき的なことを告げた。

『合宿中の活動はそのグループでおこなうから、みなさん仲よくね。喧けん嘩かなんてしちゃいけませんからね？』

　候補生たちの反応が困こん惑わくからはっきりとした拒きよ絶ぜつに変わったのは、エカテリーナが言葉を切った直後であった。

「えーっ、うそでしょ!?」

「キャンプファイアー囲んで、ゾンビと仲よくオクラホマ・ミキサーでもやれってのかよ？」

「衛生面で心配です、先生！」

　不満の声は次し第だいに強くなる。まるで、夏休み前にとんでもない課題を言い渡わたされた小学生のような、感情的な反発だ。そしてそれは、協賛生の側も似たり寄ったりであった。

「ふざけんな、何が衛生面の心配だ！」

「あんたらとオクラホマ・ミキサーなんてこっちから願い下げだし！　オクラホマに行ってグリズリーとでも踊おどってなさいよ！　そして喰くわれて死になさいよ！」

　顔の半分が白骨化した男子生徒がわめき、全身が干ひからびた女子生徒が髪かみを振ふり乱す。

　当然、こういった挑ちよう発はつには候補生たちも黙だまってはいない。

「うるせぇぞ、ゾンビども！　死体が当たり前のようにしゃべるんじゃねーよ！」

「兄ィから受け継ついだこのドスの錆さびにしたろうかい!?」

　例の不良生徒──西にし沢ざわとその取り巻き連中が剣けん吞のんな得物を引っぱりだすが、そればかりではなかった。こちらの運動部男子の手には般若はんにや心しん経ぎようが彫ほりこまれた木製バット、あちらの女子がスカートをひらりと上げて手た挟ばさむのは銀の投げナイフ。制服を着くずした欧おう州しゆう出身とおぼしい少年が長銃マスケツトをかまえれば、その横では図書委員の眼鏡めがね少女が中身をくり貫ぬいた英和辞典からデリンジャーを取りだす……といった案配である。

「な、なんか一いつ触しよく即そく発はつって感じ……」

「この学校の連中は、気が短みじけぇやつしかいねぇのかよ!?　おい、てめぇら、ちょっと落ちつけ、どっちも！」

　舌打ちし、孝晴はやむなく仲裁に入った。喧嘩なら好き勝手にやってもらってかまわないが、巻きこまれて怪け我がをするのはごめんだ。

「なんだァ？　またイイ子ちゃんか、てめェ。ちょっと有名になったくれぇで調子こいてんじゃねェぞ、こらァ！」

「ゾンビの味方すんのかよ？　指宿」

「指宿……？　おまえか、入学式でゾンビ仕留めたって野や郎ろうは？　どうせ俺らのことなんざ、薄うす汚よごれた死体としか見てねぇんだろ！」

「そうよ、死人ひと殺し！」

　西沢がつっかかってくるのは想定内だが、ほかの生徒や協賛生からも矛ほこ先さきを向けられ、孝晴はちょっと鼻白んだ。だが、騒さわぎに決定的な亀き裂れつを生まないため、ぐっとこらえる。

「だから、まず落ちつけって言ってんだろうがよ。つまらねぇことで喧嘩しても……」

「つまらない？　これはあたしたちの人権に関かかわる問題なの！」

「まぁ、そうかもしんねぇけど、話し合いでだな……」

「ゾンビと話すことなんてねーな！」

「こっちの台詞せりふだ！」

「いや、だから、冷静に……」

「さては、てめェ、あの小鳥遊とかいうメスガキに惚ほれてっから、ゾンビどもの肩ァ持つんだろ？　あァ？」

「ありゃァ、西沢さん鋭するでぇなァ。さすがァ名推理で知られた〝眠ねむりの西沢〟だァ」

「ぶっ殺すぞ、この剃そりこみハゲ！」

「ちょ、ちょっと指宿！　アンタが率そつ先せんして火種になってどーすんの!?」

「放せ、宮川！　あのデカブツの坊ぼう主ず頭あたま、紙ヤスリで血が出るまで磨みがいてから尼あま寺でらに叩っこんでやる！　出家して一生懺ざん悔げしろ！」

「尼寺に男は入れないって！」

　一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを飛び越こえ、素手のまま西沢に殴なぐりかかろうとした孝晴を、瑠佳が羽は交がい締じめにして引き止める。瑠佳が事態の収拾を期待して教師陣じんの様子をうかがったところ、各クラスの担任たちは生徒たちの様子にあわてるどころか、満足げでさえあった。

「いい傾けい向こうですな」

「ええ、幸こう谷たに先生。入学式でははじめて見るゾンビに逃にげ惑まどっていた生徒たちが、その場の勢いとはいえ、こうして立ち向かう姿勢を見せている。まったく、若者たちの成長には、毎年ながら感心させられます」

「しかし、まだ実戦には早い。まずはもっと再活性者に慣れてもらいませんと」

　顔の下半分が包帯やガーゼで覆おおわれた痛々しい姿の幸谷教きよう諭ゆが、頭にへばりついたバーコードヘアをなでつけ、エカテリーナへと目配せした。それにうなずいた女教師が、よいしょ、と荷物の中から62式機き関かん銃じゆうを持ち上げ、ベルトに頭をくぐらせて腰こしを落とした。

『はぁい、みなさん、静せい粛しゆくにね？』

「……冗じよう談だんだろ？」

「いやー、冗談かなー？」

　銃口がこちらを向くのを目まの当たりにして、孝晴が声をかすれさせ、瑠佳が空々しく笑った。西沢と手下一同も、その他大勢の候補生、協賛生も、みな動きを止めた。

　その直後、ほとばしった射撃音が空気を暴力的に破は壊かいした。

　排はい莢きよう口から金の架かけ橋はしを作った薬莢が、涼すずしげな音とともに床ゆかを埋うめていく。巻きあがる煙けむりの中、生徒たちの悲鳴が錯さく綜そうし、天てん井じようを突つきやぶりそうなほどだ。

　十数秒後──。

　弾帯をすっかり消費しきったエカテリーナが、陽炎かげろうをまとう銃口を上に向けた。彼女の正面の壁かべは無数の銃弾に食い荒あらされ、大量にピースの欠けたジグソーパズル同然だ。

『あらまぁ……実弾だわ』

「ストイチコフ先生。空くう砲ほうはこっちですよ」

　目をぱちくりさせるエカテリーナのかたわらで、幸谷が緑色のペンキで色づけされた弾帯を持ちあげてみせた。

「何考えてんだ、あのアホ教師……！」

　とっさにアスリンを体の下にかばって身を倒たおした孝晴は、背中を這はいあがる震ふるえを意識しながらつぶやいた。幸いにしてエカテリーナの射撃技術はお粗そ末まつで、床一面に伏ふせた生徒たちに怪我人はいない。

　横で同じように横たわる瑠佳は、まだ孝晴の制服の袖そでを握にぎりっぱなしだ。

「う、うん、やっぱぜんぜん小学校の先生っぽくないわ……つーか、指宿！　どういうことよ、これ!?」

「な、なんだよ？」

「なんで、ルフェテかばって、アタシは放置なわけ!?　何、この露ろ骨こつな差別！　アタシは無視かい！　死ねってのかい！」

　背中やら頭やらをしばかれながらも、孝晴は左手だけで防ぼう御ぎよに徹てつした。下にアスリンがいるため、右手は体重を支えるために必要なのだ。

「いや、だってほら、おまえ、簡単に死ななそうだし……。ま、よかったじゃん？　怪我なかったみてぇだし、な？」

「ざっけんな！　あーもー、腹立つー」

　本当に腹に据すえかねたという顔で、瑠佳は体を起こしてあぐらを搔かいた。

「後々、後こう悔かいしても遅おそいんだかんね？　こういうとき男気見せとけば、アタシもアンタに惚れてたかもしんないのに。逃のがした魚はドでかいよ」

「あー、そいつはたいへんだ。あー、一大事だ」

「ムカつく！」

　台本を棒読みするように悔かい恨こんの言葉をこぼした孝晴の肩かた口ぐちを、瑠佳の拳げん骨こつが殴りつけた。

　危険がないと判断して、ぎくしゃくと生徒たちが起きあがり、あるいは立ちあがろうとしている中で、孝晴も身を起こす。

　いや、起こそうとしたが、できなかった。

　体の下にいるアスリンが、両手をがっちりと背中に回して、離はなしてくれないのだ。

「おい、ルフェテ──」

　あごを下に向けて、手を弛ゆるめるようアスリンに注意を促うながした孝晴は、そのまま舌を凍こおらせてしまった。

　横からのぞきこんだ瑠佳が、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

「あっらー、こりゃまた……」

「………」

　いつもアスリンの頭部を覆い、その顔を影かげの中に沈しずめていたフードが首の後ろまでめくれている。孝晴は、はじめて彼女の素す顔がおを目にした。

　想像の中のアスリン・ルフェテは、深海魚かモグラか夜行性のコウモリ……つまり太陽を嫌きらう臆おく病びような生き物だったが──とんでもなかった。その容色を表現するのに、陽ひの光を受けて輝かがやくものは、たしかにふさわしくない。このやせっぽちで無口なスペイン人の少女は、そう、月下に花開く蘭らんだ。

　襟えり足あしだけを小さく三つ編みにした、癖くせのある赤毛。英国に多いオレンジの色ではなく、桃もも色いろ、あるいはあんず色アプリコツトと表現すべきだろう。その前髪の隙すき間まから、愁うれいを帯びた灰色の瞳ひとみがこちらを見上げている。青白い頰ほおや唇くちびる、目を縁ふち取どるくま、それらはたしかに健康的ではない。しかし、その面おも立だちは、幼くはあるものの、まぎれもなく美しかった。

　アスリンの肌はだの青白さを誇こ張ちようしているのは、その頰や耳じ朶だを染めている朱しゆの色だ。まるで湯当たりでもしたように、真っ赤である。

「なんだ、アンタ、普ふ通つうにかわいいじゃん！　なんでいつも顔隠かくしてんの？」

「……修道院……出るとき……言われたから」

　顔を横に逸そらしたアスリンの言葉は、いつにも増してたどたどしい。

「異性に顔……見せるのは……初夜」

「しょ……？　えぇぇぇっ!?」

　瑠佳が柄がらにもなく動転し、アスリンに負けないほど赤くなった。

「な、なんでそうなんの!?　聖闘士セイントの女は男に素顔を見られたら、相手を殺すか愛するしかない的な!?　どんだけ昔の貞てい操そう観念よ!?」

「おい、宮川！　騒ぐんじゃねーよ！」

　孝晴は気が気ではない。ほとんどの生徒がすでに立ちあがり、乱れた列をもとにもどそうと動きはじめているのだ。そんな中で女子生徒を下にして寝ねそべっているのは、あまりにも目立ちすぎる。

「ルフェテ、放せよ、な？　もう安全みたいだし、いいだろ？」

「………」

　はたしてアスリンは、孝晴の胸に顔を密着させたまま、ぎゅっ、といったんは胴どうに回した両手に力を込こめたものの、すぐにその拘こう束そくを解いた。

　孝晴の体から離れたアスリンの上体が、ぱたり、とぬいぐるみのように軽い音をたてて、床に両手を拡ひろげた。

「…………どうぞ」

　震える唇から、愛情を受け入れる覚かく悟ごを決めた、乙女おとめのささやきがこぼれた。かすかに横にそむけた顔は、極限の羞しゆう恥ち心しんとそれに耐たえうる強い決意に満ちている。

　孝晴は彼女を真下に見て、手足をついたまま、半ば石と化していた。
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　なんだというのだ、この状じよう況きようは？

　自分に要求されているのは、いったいどういう行動なのか。十六年間の人生で、今、参考にできそうな経験は一度もなかった。

　どうぞ、ということは何かをもらえばいいのか？　だが、何を？

　今、視野のうちにあるのは、恥はずかしげに頰を染めた少女の横顔。その潤うるんだ灰色の瞳。小さく開いた唇。熱い呼気。細い首と、その下に続く未発達の胸のふくらみ。

「いや……どうぞと言われても、だな──」

　汗あせだくでなんとかそれだけを喉のどの奥から押しだしたとき、いきなり脳が振しん動どうして、そのしわの間に渦うず巻まいていた数々の疑問やら煩ぼん悩のうやらは、まとめて雲散霧む消しようしてしまった。

「この、ドエロ小こ僧ぞうがぁっ！　いつまでその体位でいるつもりだ！」

「──いってぇ！　てめっ、宮川っ！……あ、あれ？」

　後頭部に痛つう烈れつな回し蹴げりをくれてよこした瑠佳に、孝晴は反射的に食ってかかろうとしたのだが、横よこ倒だおしになった体が言うことを聞かない。

　これが世に言う脳のう震しん盪とうというやつか。そう納なつ得とくしたときには、もう瑠佳はアスリンの手をつかんで彼女を引き起こし、孝晴に背中を向けていた。

「こんな走れエロスの近くにいたら妊にん娠しんしちゃうよ。行こ」

「にん……しん……」

「待て、おい、誰だれがエロスだ！　ていうか、俺このままかよ!?」

　雨の日に段ボール箱に捨てられた仔こ犬いぬの心境だ。クラスメイトが集まっているほうへと遠のいていく瑠佳とアスリンを追おうと膝ひざを立てたものの、足あし腰こしに力が入らない。大きくよろめいた孝晴の横合いから、ひょいと手が伸のびた。

「危ない！　気をつけてください」

　眞子だった。この華きや奢しやな四し肢しのどこにそんな膂りよ力りよくが秘ひめられているのかと思うほど、造作もなく孝晴の体を支える。

「……わ、悪わりぃな」

　礼は言ったものの、男が女に肩を預けているというのは、みっともいい格好ではない。あの西沢にでも見られたら、また何を言われるものかわかったものではなかった。だが、眞子のほうはなぜかうれしそうだ。

「ううん、平気。わたし、体が丈じよう夫ぶなのが取り柄えだから」

「で、どうしたんだよ？　クラスから抜ぬけてきて担任に怒おこられるんじゃねーの？」

「だけど、ほら、もうみんなグループ分けしてますよ？」

　たしかに眞子の言うとおりだ。

　先ほどの銃じゆう撃げきの効果は覿てき面めんだった。候補生も協賛生も、エカテリーナの命令にもう楯たて突つこうとはしない。数人ずつの班ごとにうろつきながら、グループを作る相手を見つくろっている。といっても、それは友好的な交こう渉しようではない。さながら、修学旅行先で他校の生徒同士が鉢はち合わせたような、奇き妙みような警けい戒かい感かんと視線による牽けん制せいの応おう酬しゆうである。

　だが、学園内ですら金かな網あみと高圧電流でさえぎられている両者が歩み寄ろうとしているのだ。最初はこんなものだろう。

「それで、ね。孝晴くん」

　言いづらそうに、眞子がちょっと目を泳がせた。

「もしよかったら、わたしの班とグループ作ってほしいな、って思うんだけど……」

「おまえと……？」

　孝晴は一いつ瞬しゆん、返事に窮きゆうした。

　なんら拒こばむ必要がない申し出なのだが、こちらを見上げる眞子の顔から、つい視線を外してしまう。ほかの相手ならともかく、眞子と会話をするには近すぎる距きよ離りだ。

「いや、俺、班長じゃねぇから、勝手に決めらんねぇんだ」

「そう、ですか……わかりました。無理言ってごめんなさい」

　眞子は感情を隠すのが下手だ。あからさまに落らく胆たんした様子で、きびすを返す。とたんに支えを失った孝晴が体の均きん衡こうを失い、あわてて手で宙を搔かく。

「うぉっ……と！」

「きゃ……っ!?　た、孝晴くん!?」

　がばっ、と眞子に抱だきついてしまってから、孝晴は後こう悔かいしたが、もう遅おそい。耳まで真っ赤になった眞子の吐息が鼻にかかった。紅あかい双そう眸ぼうが驚おどろきに大きく揺ゆれる。

　まずい。非常にまずい。あらぬ誤解を生む前に、ごまかさなくては。

「……い、いや、その……いいんじゃねーか？　うん、おまえんとこの班とグループいっしょで。俺から宮川に言っといてやるよ」

「本当!?」

「ああ、だからこれには特に意味ねーからな？　単に、おぼれる者は藁わらをもつかむ的な……」

「よかった！」

　ぱっと笑え顔がおをきらめかせて、眞子は後ろへと向き直り、両手で大きく丸を作った。その合図は、壁かべ際ぎわで手持ちぶさたそうに待っている眞子の班の仲間に送られたものであった。二人に孝晴の返事を伝えたのだろう。

　抱き合う孝晴と眞子を、穂稀は冷ややかに腕うで組ぐみをして、瑛は眼鏡めがねの蔓つるに指をやって、つまらなそうに眺ながめていた。




「なんで班長のアタシに断りもなく、勝手にグループ作ってんのよ？」

　午後の自由時間が過ぎても、瑠佳はずっと同じことを繰くり返している。

「それも、よりにもよって、どっかのお金持ち神社の性しよう悪わるお嬢じようさまがいらっしゃる高貴な班をご丁てい寧ねいにお誘さそいして！」

「ご、ごめんなさい……」

「んーん、アンタのことじゃないんだ。アタシが言ってんのは、そこで包丁握にぎって、いつでも刺さしてやる……！　ってツラでこっち睨にらんでるお嬢さまのこと」

　申し訳なさそうに肩を落とした眞子に笑顔を向けてから、瑠佳は、それとは真逆の邪じや険けんな眼まな差ざしを穂稀に突き刺した。

　孝晴が洗い、瑠佳が皮を剝むいたばかりの野菜を包丁で刻みながら、穂稀が負けず劣おとらずの目つきで睨み返す。

「わたしの言い分をお聞かせするなら、どこかのぶっつぶれたお寺の末まつ裔えいの体力しか自じ慢まんできるものがない不良娘むすめがいる班だと知っていれば、小鳥遊さんにグループ作りをお任せすることはなかったでしょうね！」

「ご、ごめんなさい……」

「いいえ、謝罪はけっこう。班長でありながら、あなたに一任してしまった自分の落ち度を反省しているだけですから！」

　ニンジンを真っ二つにした包丁が、どがっ、とまな板にまで刃はを食いこませた。

　眞子が所属する班の班長は穂稀だ。それだけでなく、彼女は担任の庄司によって、一年星組の級長にも任命されてもいる。死んでゾンビになったとはいえ、やはり彼女は優等生なのだ。

　ひとつのグループを構成するのは、候補生二班に協賛生一いつ班ぱんである。

　そうなると当然、宮川班と緒澤班のほかにもう一班が加わっているわけだが、それは孝晴たちと同じ一年五組の家いえ長なが班であった。こちらは瑠佳が誘ってきた班だ。家長班は三人全員が女子で、班長の家長里り緒お菜なほか二名は、瑠佳と穂稀がまき散らす火花で火傷やけどしないように離はなれた場所で、鍋なべに水を入れたり、机に食器を用意したりしている。

　説明するまでもないが、作っているのはカレーだ。

　宿舎──かつての捕ほ虜りよ収容所──の部屋に荷物を置き、講堂で一時間ばかり学園の歴史についての講こう釈しやくと森林公園内のウォーキングを強制されたのち、生徒たちには夕食までの自由時間が与あたえられた。

　ほかの生徒たちと同様、制服からジャージに着き替がえた孝晴は、合宿のしおりを片手に合宿所の施し設せつを軽く見てまわった。といっても、眞子についていっただけである。

「どこ行くんだよ？」

「ちょっと敷しき地ちの中を見てみようかな、って」

　べつに孝晴には関係のないことなのだが、このような僻へき地ちでほかにやることもなかった。部屋にあるテレビは、どうせこの時間には主婦向けの退たい屈くつなワイドショーしかやっていない。花札やトランプをはじめるクラスメイトもいたが、それは夜でもできる。

　眞子は熱心だった。合宿のしおりに折りこまれている施設内の見取り図や、寮りようから借りてきたという郷土研究会の冊子を見比べては、あちこちに移動した。そして、首のない地蔵を入念に調べたり、雑草を搔き分けて古ふる井い戸どの中をのぞきこんだり、廊ろう下かの壁に浮うかびあがった人間の形をした黒いしみをなでまわしたりしては、その都度がっかりして溜ため息いきをついたのであった。

　孝晴が意外に思ったのは、同じグループの安永瑛がついてきたことである。

「散歩かい？　小鳥遊さん。ぼくも行くよ」

　当然、そうするべきだといった態度であり、眞子も彼を拒まなかった。

「……きみもなかなか熱心じゃないか。感心したよ。行動の前に計画立案、計画のためには情報収集、これは基本だからね」

「はは、まぁ、そんな感じ……ですかね」

「これはつまり、ぼくの脱だつ出しゆつ案に賛同してくれた、と受けとってかまわないんだね？」

「ええと……どう、なんでしょう？　その方向でいい、のかな……」

　ぴったりと身を寄せてささやきかける瑛に、眞子が困り顔で笑いかける。

　人間の視力というのは奇妙なもので、ある情景を水すい晶しよう体たいが捉とらえた瞬間、それは百万の形に変化する。このとき、孝晴の目に映ったのは、困り顔ではなく、じつに楽しげに瑛と談だん笑しようする眞子の表情なのだった。

「宿舎の裏側にある、あの仕切りはなんだろう。曰いわくありげじゃないか」

「えっと……しおりによると、浴場だそうです」

「ふん、露ろ天てん風ぶ呂ろとは洒落しやれてるね。こんなうらさびれた施設にしては」

「いちおう七十七不思議の外伝に、ゾンビが溶とけた露天風呂っていうお話がありますね」

「やめてくれ。聞きたくない」

　げんなりと渋じゆう面めんになる瑛の態度までが、孝晴の視界では、まるで白い歯をのぞかせる王子さまだ。

　特に理由もなく、孝晴は蚊帳かやの外に置かれたような気分である。もちろん、眞子がだれと仲よくしていようが関係のないことだ。だが、おもしろくなかった。

　眞子は幼少時代に自分をいじめにいじめ抜いてくれた天敵である。当然、こいつにだけは弱みを見せたくないという、変な意地が今でも根深く残っている。しかし一方で、べつの感情が時折、首をもたげるのだった。かつての眞子の怖こわさや異常さを身に染しみて知っているからこそ、思う。

　こんな腑ふ抜ぬけた状態の眞子を、ほっておいていいのか……？

　それは裏を返せば、自分がなんとかしなきゃいけないという義務感であり、さらに進めれば、かつての邪じや悪あくな眞子を知らないやつになんぞ負けられるか！　という対たい抗こう心しんにすらなりかねないものだった。

　孝晴は、瑛とは逆の側から眞子に並び、その手もとのしおりをのぞき込んだ。

「さっきから、なんか調べものでもしてんのかよ？」

「ええ、はい。ちょっと探し物があって……」

「おい、きみ、指宿くんと言ったかい？　横からいきなり失礼だろ」

　この言いようである。孝晴はかろうじて笑ったが、目つきは険しい。

「悪かったな！　眞子がこういう心しん霊れい現象とか怪かい談だんに興味もつのが珍めずらしかったもんでな」

　以前の眞子といえば、小学生が夢中になるコックリさんや血液型占うらないを否定し、ホラー系の映画やテレビアニメを鼻で笑うような子供だった。その彼女がホラーの代名詞、ゾンビになってしまったのだから世の中わからない。

「人には、いや、ゾンビにだって心境の変化というものがあるだろうさ。だからって、きみが気にするようなことでもないだろ？」

「気にしちゃいけないって法律もねぇよな？」

「六法全書に書かれてなければ、何をしてもいいって考えの持ち主なのかな、指宿くんは」

「幼なじみが何してるのか訊きくことが、そんな大それた犯罪だとは知らなかったぜ！」

「いくら幼なじみだって他人は他人じゃないか。プライバシーなんて恥はずかしい単語の意味を説明させるほど、きみが無む頓とん着ちやくな人間じゃないことを願うよ」

「……どうやら安永、おまえは俺にここにいてほしくないみてぇだな？」

「自分で気づいてくれて嬉うれしいよ、指宿くん」

　そろそろ親しげに会話を続けるのがつらくなってきた。孝晴も瑛もまだ笑顔を失ってはいないが、それを維い持じする表情筋への負担は相当だろう。

　この間、眞子はというと、二人の肩かたに左右から圧あつ迫ぱくされ、しおりの見取り図に書きこみをするどころではなかった。頭上で言葉の鍔つば迫ぜり合いを演じる彼らの注意を引こうと、「あの」だとか「ええと」だとかたまにつぶやいてはみるものの、険悪な雰ふん囲い気きを解きほぐすには至っていない。

　しかし一方で、眞子は内心ちょっぴり、いや、かなり浮うわついてもいるのだった。

　──ひょっとして、わたし、人生ではじめてモテてるかもしれない……。

　もちろん、勘かん違ちがいである。

　けっきょく眞子の探し物は見つからず、午後五時の集合時間になったため、三人は集合場所に指定されていた森林公園内のキャンプ場へとやってきた。

　そこで生徒たちにエカテリーナが告げたのが、夕食のカレー作りだったというわけである。

　キャンプ場は屋外であるが水道が引かれ、学校の水飲み場のような炊すい事じ場ばが何カ所かある。また、公園などと同じように時計台や街灯もあり、いくつもの東あずま屋やの下には丸太をそのまま使って組み上げられたテーブルやベンチが配置されてもいた。炊事場の近くに、コンクリートブロックで作られた焜こん炉ろがあるのは、キャンプ場ならではだろう。

　各グループは合宿所の備品である料理道具を使い、それぞれ炊事場で調理に励はげんでいる。

　衛生面を考こう慮りよして協賛生たちは使い捨てのビニール手て袋ぶくろを着けているが、それでもグループによっては進しん捗ちよくが滞とどこおっているところもあるようだった。

「あっ……ま、いいか」

「おい！　今、鍋に落ちただろ！」

「え？　何が？」

「目玉だよ、目玉！　わかってるくせに、わからないフリするんじゃねぇ！」

「野菜の中に指っ、指がっ」

「ごめん、いっしょに切っちゃったみたい」

　こういう騒そう動どうがあちらでもこちらでも巻き起こっているのである。

　候補生と協賛生は、ジャージの色や体操着のショートパンツの色が違う。前者は臙えん脂じ色いろで、後者は水色であり、空から鳥ちよう瞰かんすれば、きっと関せきヶが原はらの東軍と西軍が入り乱れているような具合だろう。呉ご越えつ同どう舟しゆうと言ってもいい。

　そういうわけで、孝晴たちのグループにおける瑠佳と穂稀の対決は、キャンプ場全体を見わたせば、さほど目立つものではなかった。

　飯はん盒ごうでの炊すい飯はんは里緒菜たち家長班に任せ、宮川班と緒澤班は鍋に張った水の中に野菜を入れ、やや煮に立たったところで固形のルーを入れる。普ふ通つうならこれでおしまい、あとは待つだけだが、ここで瑠佳が持参したディスクユニオンのビニール袋から、何かの葉やら木の実や粉末を取りだし、それを鍋に放ほうりこんだ。

「なんだ、それ？　麻ま薬やくかなんか？」

「合法だっつーの！　ローリエにコリアンダーにカルダモン……そのほかいろいろ。合宿で作る料理なんてカレーしかないだろうと思って、ウチから持ってきたんよ」

「さっすが、女子高生主婦」

「まーね。市し販はんのカレー粉にも入ってんだけど、こうしたほうが風味が出るんだ。あとは、これ！　チャツネは入れたほうが絶対おいしくなるから」

　小こ瓶びんの蓋ふたをひねってペースト状の調味料を注ぎながら、瑠佳は機き嫌げんよさげだ。穂稀も特に口出ししようとはしない。むしろ、瑠佳の料理の手しゆ腕わんを信用して任せているふうである。

　それは孝晴も同じだ。昨日、瑠佳は約束どおりに弁当を作ってきてくれた。

　口約束だったのでほとんど期待していなかった孝晴は、学食か購こう買ばいで済ませようと思っていたので、弁当箱を受けとって驚おどろいた。そして、蓋を開けてもう一度驚いた。

　しょうゆを吸わせた海苔のりを丁てい寧ねいに敷しいた海苔ご飯。冷れい凍とう食品ではない鶏とり肉にくのからあげ。背骨をきちんと取ってある、鮭さけの切り身の塩焼き。キュウリとコーンとニンジンに彩いろどられたポテトサラダ。焦こげ目ひとつない卵焼き。ちゃんと足が八本あるたこさんウィンナー。煮に豆まめの混ざったひじきに、ひとつまみの唐とう辛がら子しが鮮あざやかなきんぴらごぼう。

「どう？　最初だから、定番っぽい感じにしてみたけど」

「いや、正直、正せい露ろ丸がんが必要なクリーチャー想像してたんだけどよ……普通にうまそうじゃねーか！　おまえ、すげーやつだな！」

「ありがと。──ほい、ルフェテのぶん」

　へたな謙けん遜そんをせず、素す直なおに嬉しそうに笑いながらも、きちんとアスリンにも小ぶりな弁当箱を渡わたすきめ細やかさを見せたものだ。

　もちろん、味も見た目を裏切らなかった。

　母親とは死別、そして弟と二人暮らしということは、父親は単身赴ふ任にんなのだろう。孝晴は、顔も知らない瑠佳の父親に同情せずにはいられなかった。

　やや日が陰かげってきた頃ころ、鍋からは食欲を刺し激げきする芳ほう香こうが立ちのぼり、三班ぶん三つの飯盒も吹ふきこぼれによって白米の炊たきあがりを告げた。瑠佳が手間をかけたため、孝晴たちのグループではまだ鍋の蓋を開けていないが、ほかのグループはすでに配はい膳ぜんを済ませている。

「はい、どこのグループもそろそろできあがりみたいね。ちゃあんと手を洗って、いただきます、してから食べるのよ？」

　生徒たちの間を歩きながらにこにこしているエカテリーナに、瑠佳が手招きした。

「エカちゃん、ご飯あんの？　お姉さん、よかったらウチの店に寄ってかなぁい？」

「あらあら、ありがとう。でも、ごめんね、宮川さん。先生は向こうでほかのクラスの先生たちといただくから」

　教師たちにはべつのテーブルに仕出しの弁当が準備されているらしい。そちらには、すでに幸谷や庄司といった教師たちが集まって雑談をしている。卓たく上じようの缶かんビールを、孝晴は見落とさなかった。

「いいご身分っつーか、ああいうのって普通、生徒に見えないとこで飲むもんだよな」

「よそはよそ、ウチはウチ！　ほら、指宿。お皿にごはんよそって」

　家庭用炊飯器のようなきれいな炊きあがりではないが、コゲのいい匂においがする。

　カレーの出来映ばえも上々だった。ジャガイモが煮に溶とける前に火を止めたので、甘すぎるということもないだろう。

「なんだ、肉けっこう余ってるな」

「あ、それゾンビ用」

　まな板の上にまだたっぷり４００グラム以上は残っている生肉は、班長として調理器具の運うん搬ぱんや食材の配布を手伝ってきた瑠佳の説明によると、協賛生のために支給されたものらしい。

「生のまま喰くわせるつもりかよ……」

「まー、そういうのが好きなやつもいるんじゃん？　ゾンビだし」

「どうだかなぁ……。──おい、安永。これ食うか？」

「……これというのが、もしその未加熱の牛肉を指しているのだとしたら、ぼくはきみを許さない」

「ほらな、食わねぇだろ？」

「舌が肥えたゾンビもいたもんだねぇ」

「ぼくはゾンビじゃない！　当然の権利として、人間らしい食事を要求するよ！」

　瑛は孝晴の手から紙製の皿を引ったくり、飯盒に突つき刺さしたしゃもじで白米をたっぷりとえぐり取った。瘦やせ形がたの彼が食べられそうもない量だ。意地になってしまったらしい。

　鍋なべからもあふれんばかりのカレーをそそぐ瑛を見て、孝晴は、こいつはそんな悪いやつじゃないな、と少々の親しみを覚えた。

　瑛が捨てるように鍋の中に返したおたまに手を伸のばした孝晴は、湯気の向こうに、ベンチに腰こしかけている眞子の姿を見た。その手もとにある紙皿は空っぽである。

「どうした？　腹の具合でも悪いのか？」

「えと、そうじゃなくてですね……わたし、ものを食べる必要がないっていうか……」

　そういえば、アスリンが眞子のことを摂せつ食しよく不要型だとか言っていた。

　食べ物以外から活動エネルギーを補給するタイプのゾンビ。

　同じゾンビでも、穂稀や瑛は食べる気満々なのを見ると、眞子のような種類は主流ではないのかもしれない。

「そっか……なんか気が引けるな、俺らばっかり」

「あ、いえ、ぜんぜん！　わたし、孝晴くんが食べるの見てます」

「こっちが落ち着かねーよ！」

　目の前でじっと凝ぎよう視しされていたら、どんなものを食べてもうまくないだろう。ともあれ、ごはんとカレーを盛った自分の皿をテーブルに置き、眞子の隣となりに座る。

「ん？　待てよ。おまえさ、最初に会ったとき、パン食ってなかったっけ？」

「あ、あれはカムフラージュです。普通の学校に入るので、なるべく目立たないようにしなきゃと思って」

「目立たないようにしようと思って、パンくわえて登校したのかよ!?」

「変でしたか？　アルマは、いいんじゃないかって言ってたんですけど……」

「どう考えても、逆効果だろ……」

　おそらく、そのアルマという家政婦は眞子を馬ば鹿かだと思っているにちがいない。スプーンでカレーをすくい、口に運ぼうとしたとき、女子生徒の悲鳴が孝晴の手を止めた。

　絹を裂さくような、というより、電車の車輪がきしむ音のようだった。

　ほとんど同時に、キャンプ場の中央あたりで鍋がひっくり返り、焜炉からもうもうたる白はく煙えんが噴ふきあがる。

「なんだ……？」

「なっ、なんじゃ、こりゃァ……!?」

　孝晴の疑問のつぶやきを、べつの男子生徒の同じ言葉が、数倍する声量で搔かき消した。

　剃そりこみ頭の巨きよ漢かん──西沢だった。彼を含ふくめた数人の男子生徒たちがベンチから立ちあがり、転がるように離はなれる。地面に投げだされた紙皿からカレーと白米が飛び散った。

　いったい何が……。

「孝晴くん！　カレーが動いてる！」

　眞子の指が示したのは、孝晴が手に持つスプーンである。そこに載のっている白米やタマネギやにんじんやカレールーは、単なる白米であり、タマネギであり、にんじんであり、カレールーでしかない。

　唯ゆい一いつの例外は肉だ。

　動いていた。

　まるで、カレーの中に誤って飛びこんだ昆こん虫ちゆうか何かが逃にげだそうともがいているように。だが、それは虫などではなく、明らかにぶつ切りの、おそらくは牛肉なのだ。

　その肉が跳はねた。

「げっ!?」

　まるでバネ仕じ掛かけのおもちゃのごとく、スプーンの上から飛ひ翔しようした肉にく片へんが、あわてて顔を背そむけた孝晴の耳もとを擦さつ過かした。







　四　カレーのしたたり、死霊の入浴。







「ちょっと、宮みや川がわさん！　あなた、なんの肉を入れたの!?」

「冷れい凍とう室にあった肉だよ！」

　カレーごと足もとに捨てた肉を足あし蹴げにしつつ穂ほ稀まれが叫さけび、鍋の蓋を押さえながら瑠る佳かが叫び返した。鍋の中で暴れまわる肉たちが、内側から蓋を乱打している。その響ひびきはまるでシンバルの演奏だ。

「きゃあぁ……んぐっ」

　家いえ長なが里り緒お菜なの悲鳴が、くぐもった呻しん吟ぎんに変わった。振ふり返った孝たか晴はるが目もく撃げきしたのは、まな板の上から彼女の口めがけて飛びこむ、いくつもの肉の弾だん丸がんだ。

　自分から人間の口に入るなんて、食べ物らしく殊しゆ勝しような心がけであるが、悠ゆう長ちようにかまえてもいられなかった。ピーナッツを指ではじいて口で受けるのとはわけが違ちがうのだ。なんといっても、ピーナッツはたいていの場合、動きまわったりしない。

　里緒菜は喉のどを押さえて、目を白黒させている。吐はき出そうとしているようだが、相手が口こう腔こうの中で抵てい抗こうしているらしい。自力ではどうにもならないと覚り、近くにいる眞ま子この袖そでを引いた。

「むぐ……うぐっ」

「えっ？　え？　なんだろ……後ろ？　ゴー？　ゴーホーム？」

　親指で自分の背中を示す里緒菜の所作の意味を読み解こうと、眞子は真しん剣けんだ。

「背中叩たたけってことだろ！」

「あっ、それならそうと早く言ってくだされば……」

「アホ！　その声が出ないんじゃねぇか！」

　眞子を押しのけ、孝晴は年寄りが餅もちをつまらせたときするように、里緒菜の背中に平手を思いっきり叩きつけた。

　ごほっ、とむせた里緒菜の口内から、唾だ液えきを引いて異物たちが排はい出しゆつされる。土まみれになったそれらを遠くに蹴け飛とばしてから、孝晴はテーブルに肘ひじをついて咳せきこむ里緒菜の背中をさすってやった。

「だいじょぶか？」

「えほっ……うげ……ちょっと、食べちゃった……」

　同様の現象は、今やほぼすべてのグループの食しよく卓たくで起きていた。

　肉が、人間を襲おそっているのだ。

　さながら宙を泳ぐ魚のようにそれらは飛び交かい、候補生も協賛生も逃げ惑まどっている。鍋が蹴け倒たおされ、テーブルに飛び乗った生徒がカレーですっ転ぶ。

「ちくしょう！　なんなんだ、こいつら！」

「……部位限定型……のゾンビ。通つう称しよう……フライング・キラー・ミート……。死体の一部が、トライオキシン系の……化学物質に反応することで……一時的に再活性化する……」

　まるで影かげのように、いつの頃ころからか孝晴の横にアスリンが腰かけていた。彼女の前に置かれた皿の中では、スプーンの腹によって押さえつけられた肉が逃げようともがいている。

「知能は……ない。人間に食べられることで……その人間の体に癒ゆ着ちやくする……」

「へぇー、これもゾンビなんですか。なんだか、かわいい」

「かわいくねぇ！」

　孝晴は自分とアスリンの皿をすぐさま焜こん炉ろの火の中に投げこんだ。もったいない、などと言っている場合ではない。火の粉と灰を散らして膨ぼう張ちようした炎ほのおの中から飛びだした肉片たちが、人間たちの足の間を跳ね回り、やがて無害な墨すみの塊かたまりとなる。

「孝晴くん、たいへん！　あの人も……！」

　眞子の声に目を向けると、やや遠い場所で、西にし沢ざわが先ほどの里緒菜と同じように肉片の群れに襲われている。

「こ、この……！　ちょこまか動きよって、気色悪いんじゃ、おどれェ……！」

「このド畜ちく生しようめらァ！　西沢さんから離れやがれ！」

　アフロヘアのアキや取り巻き連中は武器を手におろおろするばかりだ。へたに斬きりつけて西沢に怪け我がでもさせては、と二の足を踏ふんでいるらしい。

「……ま、あれはあれでいいだろ」

「へ？　でも……」

「いいんだよ」

　眞子の当とう惑わくにかまわず、孝晴はそのあたりのテーブルにある皿を片かたっ端ぱしから焜炉へと送る。鍋の下は即そく席せきの焼しよう却きやく炉ろと化した。この忙いそがしいときにわざわざ西沢を手助けしてやる余よ裕ゆうもないし、たとえ昼ひる寝ねするほど暇ひまでも助けるつもりはなかった。手下がついていれば大事には至らないだろう。

　こちらでは鍋なべの蓋ふたを両手で押さえつけた瑠佳が、四方を見まわして助けを求めていた。

「ちょ、ちょっと！　この鍋の中身どうしよ？」

「落ちつけ、宮川さん。絶対に蓋から手を離すんじゃないぞ……絶対にだ！」

「安やす永ながっ。何、逃げ腰ごしで偉えらそうに命令してんだ！」

　地じ雷らいを踏んだ戦友に落ちつくよう促うながすような手振りをしながら、瑛あきら本人は瑠佳との間の距きよ離りをゆっくりと、しかし確実に拡ひろげている。

「ご、誤解するなよ。ぼくは状じよう況きようを冷静に判断して忠告してるんだ。その鍋の中身はすでにカレーじゃない。使用済み核かく燃料と同等の危険な産業廃はい棄き物ぶつだ。でも安心してくれ、地下数十メートルの穴を掘ほって埋うめてしまえばなんの問題も……」

「何年待たせる気!?」

「いや、重機を使えばほんの一週間かそこらで……」

「長い！」

　一週間、ひとりで鍋を抱かかえているほど瑠佳も気が長くはない。

「誰だれか、ガムテープかなんか持ってきて！　ったく、こんなの聞いてないよ……わぁぁ！」

　誰にともなく愚ぐ痴ちを吐きつけた直後、ついに瑠佳が鍋の内部からの圧力に堪たえかね、のけぞった。蓋をはねのけてあふれだしたカレーの渦うずから、いくつもの肉片が宙に躍おどる。

「逃げろ、宮川！　安永！」

「言われなくたって！　それと、安永ならとっくに逃げた！」

　孝晴の叫びに応こたえながら、瑠佳は地面を一転し、飛びかかってくる肉片を鍋の蓋で叩き落とす。瑛の姿はというと、すでに二十メートルは遠方だろうか、キャンプ場から宿舎へ向かう遊歩道へと全速力で向かっていた。

「逃げすぎだろ！」

「気をつけなさい！　何か様子が変よ」

　包丁を逆手ににぎり、孝晴と背中を合わせて肉片を撃げき退たいしていた穂稀が警告した。

　人間を追いまわし、あるいは追いまわされていた肉片たちが、その動きを変化させたのだ。一いつ瞬しゆん、ぴたりと動きを静止させたかと思うと、何かに惹ひかれるように、ある方向をめざして地面をすばやく移動する。ざわざわうごめきながら、テーブルや人間の脚あしの隙すき間まをすり抜ぬけていく様子は、まるでネズミの大群だ。

「どこ行くつもりだ、こいつら……逃げてくのか？」

「……ひとつひとつは、昆虫以下の単純な行動パターン……。ただ、音に反応して……筋肉を伸しん縮しゆくさせ、人間の口に入ろうとするだけ……。でも……脳が近くにあるときは……話がべつ」

「脳……？」

　アスリンの説明に孝晴が眉まゆをひそめたときだ。

「あ、安永くん」

「みんな逃げろっ！」

　なぜか遊歩道から引き返してきた瑛が、必死の形相でわめいた。そして、そのまま足をゆるめずに、眞子と孝晴の間を通りすぎる。

「何やってんだ、あいつ……？」

「どうやら、あれね、原因は」

　遊歩道を眺ながめやり、穂稀がため息混じりにつぶやいた。

　黄昏たそがれに沈しずむ遊歩道の樹き々ぎがざわめき、振しん動どうが足もとから膝ひざへと這はいあがる。植え込みのツツジが激しく揺ゆれ、巨きよ大だいな影を吐きだした。体当たりを受けた東屋の柱が傾かたむき、天てん井じようから埃ほこりと木片が降りそそぐ。里緒菜や班の友人たちが転がるように屋根の下から出た。

「ひゃあ……っ!?」

「こ、こりゃなんだ、おい!?」

「熊くまね」

　穂稀が冷静に指し摘てきした。眞子が驚おどろいて否定する。

「えっ、ちがいますよ。骨です、骨」

「どっちも正解！　熊の骨だ！」

　瑠佳がもっとも適切な回答を口にした。

　藪から出現した巨体は、首から下のほとんどが骨と化した熊なのだ。ところどころにピンク色の肉や筋繊せん維いがへばりついてこそいるものの、中に人間が収まりそうな肋あばらや斧おののような大だい腿たい骨こつや石せき盤ばんのごとき肩けん胛こう骨こつは、ほとんどがその白い色を露ろ出しゆつさせている。わずかに頭部と両手両りよう脚あしのみが肉と毛皮を残しているが、それがなければ正体を見抜くのはむずかしかっただろう。

「なんで熊の死体が動いて……いや、そもそもどうしてこんなとこに熊がいるんだよ!?」

「あれだ、冷凍室から出てきたんだよ、きっと」

　瑠佳が、わけ知り顔で指を立てた。

「ほら、カレーに入れた肉。あれを提供してくれたお方」

「牛肉じゃなかったのか!?」

「アタシ、牛肉なんて一言も言ってないけど？」

　世の中には熊の肉はもちろん、トドやクジラやワニの肉を使ったカレーもあるのだから、料理としてはおかしなものではない。だが、キャンプ料理の材料としてはどうだろうか。当番として材料の運うん搬ぱんを手伝った瑠佳以外の生徒には思いも寄らぬことだ。

「確かく認にんするまでもないでしょうけれど、あの様子で動いているということは、当然……」

「ゾンビ……そして、感動の再会……」

　穂稀の言葉を引き取り、アスリンが結論を述べた。何がうれしいのか、にやにや笑っている。

　アスリンの言う再会の意味を孝晴たちが知ったのは、その次の瞬間のことである。

　キャンプ場のあちこちから集まった肉にく片へんの波が、仁に王おう立ちした熊を合流地点にして、どぅ、とぶつかったのだ。数百という蛋たん白ぱく質しつの断片が、うねりながら骨格を這いのぼり、たちまち空くう隙げきを埋めていく。陸上で狩かりをおこなう捕ほ食しよく者としては最大の肉体が再現されるまで、十秒も必要なかった。

　熊の全身が打ち震ふるえ、開いた顎門あぎとが吠ほえた。肺はい腑ふをはじめ内臓はないはずだが、それは低く月を身震いさせる咆ほう哮こうであった。

　別れ別れになっていた骨と肉が、今ふたたび、ひとつになったのである。もっとも、体の部分には毛皮がないので、まるで芝しば刈かり機で毛皮を苅かられたカートゥン・アニメのネコのような姿ではあるが。

　とにもかくにも、状況がよくなったとは言いがたい。生徒たちは候補生、協賛生を問わず、そこらじゅうで力ちから尽つき、身をかがめている。おそらく、すでにカレーを食べてしまった者たちだ。ゾンビ化した肉を少量でも摂せつ取しゆして、なんともない道理がない。現に、孝晴のかたわらでは里緒菜が額に汗あせを浮うかべ、両手を膝にやってあえいでいる。

「おい、家長を運んでやれ！」

「う、うん。指宿いぶすきくんは？」

「熊くま狩がりだ、こんちくしょう！」

　家長班の女子生徒の問いに、孝晴はやけっぱちで答えた。まともに動ける者がなんとかする以外にない。手にする得物は槍やりでも猟りよう銃じゆうでもなく、落ちていたおたまである。身みの丈たけ二メートルを超こえる敵に挑いどむには、いささか貧ひん弱じやくすぎる武器だが、幸か不幸か、おのれの無む謀ぼうさを後こう悔かいする時間は与あたえられなかった。

　四よつん這ばいになって突とつ進しんしてきた熊ゾンビが、やおら孝晴の眼前で立ちあがる。鈍どん重じゆうそうな外見だが、おそろしく速かった。丸太のような腕うでが振ふりおろされる。

「ちょ……っ」

「孝晴くん！」

　おたまをかかげて硬こう直ちよくした孝晴を救ったのは、眞子である。孝晴の前に身をさらし、両手を頭上で交差させる。ずん……！　と眞子のスニーカーが地面に沈んだ。

「あが!?」

　腕の交差した位置が低すぎて、がつん、と頭頂に肘ひじ打うちをもらいはしたものの、眞子の細腕は熊の豪ごう腕わんをがっちりと受けとめていた。斜ななめに伸のびた腕の先で、白く鋭えい利りな爪つめが、孝晴の鼻先に触ふれるか触れないか──。

「たぁぁぁっ！」

　眞子が熊の腕を横に払はらい、前のめった相手の土手っ腹に、渾こん身しんの右ストレートを叩たたきこんだ。まるで腰こしが入っていない素人しろうとパンチだが、孝晴や瑠佳たちは目を見はった。さながらメレンゲでも突つきやぶるように、眞子の右みぎ拳こぶしが熊の背中から飛びだしたのだ。

「やったか!?」

「って言うときは、たいていやってないんだよねー……」

　瑠佳が正しかった。

「あ、あら……？」

　たしかに眞子の右腕は熊の胴どうをつらぬいていたが、それは巨体を形作る無数の肉片の隙間を穿うがったにすぎないのだ。何事もなく、熊の首が動いて、眞子の頭にかぶりつこうとする。

「眞子っ。てめぇ、このバケモンが！」

　とっさに殴なぐりかかる孝晴だが、鼻はな面づらをおたまで叩いたところでどうなるものでもない。だが、眞子も黙だまって頭をかじられるほどのんびりしてはいなかった。

「えい、やぁっ！」

　妙みような間をおいて気合いを入れ、眞子は背を反らしながら、体を斜めに回転させた。孝晴の髪かみを突とつ風ぷうがざわつかせる。抱え投げの案配で放ほうり投げられた巨きよ軀くが、夕空に舞まいあがり、大地を鳴動させた。

　頭から地べたに激げき突とつした熊の体から、まるで果実が木から一瞬で落ちるように肉片たちがこぼれ落ちた。肉を失った骨格だけがしばらく倒とう立りつしていたが、やがて横よこ倒だおしになった。

　しかし、これでおわってしまうようなら、だれひとりゾンビを恐おそれないだろう。倒れた熊の白骨を、一度は剝はく離りした肉のつぶてがたちまち覆おおい隠かくしていく。

「だめね。重殺処理しないことには……」

　穂稀が下くちびるを嚙かむ。孝晴はあたりに視線を馳はせた。火があればいいのだが、焜こん炉ろはさすがにもう固形燃料が燃え尽つきてしまっている。

「くそっ。なんか使えるもんはねぇのかよ！」

「ハチミツとか土と佐さ犬いぬとか唐とう辛がら子しスプレーとかあれば、あんな熊イチコロなのに！」

「熊じゃなくてゾンビに効くもんだよ！　あとハチミツは好物だろ！」

「そだ！　唐辛子はないけど、これどうかな？」

　瑠佳が大まじめな顔で差しだしたのは、カレー作りに使った香こう辛しん料りようの袋ふくろだ。

「だから、こんなもんゾンビに……」

「集中しなさい！　遊びじゃないのよ！」

「うわ、来た！」

　穂稀の叱しつ声せいと同時に、熊が四つ足で地を蹴けり、突っこんできた。瑠佳がアスリンの両りよう脇わきをつかんで横に転がり、穂稀が身をかわしざま包丁で斬ざん撃げきを浴びせる。

「孝晴くん、さがって！」

　ふたたび熊を迎むかえ撃うとうとする眞子の背中を見て、孝晴は歯ぎしりした。情けない。そして腹立たしい！　女に、それもよりにもよって眞子に守られるなど！

「てめぇこそ引っこんでろ、眞子！」

　かっとなって眞子を押しのけ、ビニール袋を投げる。中古レコードショップの袋は熊の顔面にぶち当たり、中身の香辛料が色のついた噴ふん煙えんとなって散った。

　犬の数倍といわれる嗅きゆう覚かくがまだ機能しているのか、それとも単純に煙幕に驚いたのか、熊が後ろ足で土をえぐりながら急停止した。そこに眞子が思いきり、平手打ちを喰くらわせる。

「ええいっ！」

　ぼごっ、と熊の頭ず蓋がい骨こつのどこかが壊こわれる音が聞こえた。折れた歯を吐はいて地面に投げだされた熊の全身から、肉の粒つぶがはじけ飛ぶ。先ほどと同じだ。だが、今度はそのあとがちがう。

　骨に肉が付着しない。落ちた肉片はまだうごめいてはいるものの、その活動はあきらかに弱くなっている。まるで死にかけの芋いも虫むしだ。

「ま、まさか……効いた、のか？」

「ほれ見な、指宿！　ゾンビになったって本能にゃ逆らえないのさ」

「いいえ、何かの間ま違ちがいよ！」

　穂稀が断言した。瑠佳の思いつきが奏功したのが我が慢まんならないらしい。

　仔こ犬いぬみたいに瑠佳にうしろから抱だかれたまま、アスリンが朽くちゆく小さなゾンビたちを見下ろす。その灰色の瞳ひとみの中で、肉片は色を変化させ、軽石のように乾かわいて固まっていく。

「……時間切れ……加熱されたトライオキシンが……ぜんぶ分解されたから」

「そのとおり。トライオキシン化合物でもこの型は、１２０℃以上で二分も加熱されれば分解が急速に進行する。調理された肉が再活性したところで、長くは活動を維い持じできんのだ」

　アスリンの言葉を肯こう定ていしたのは、くぐもった声であった。

　瑠佳が肩かたを震わせ、首を巡めぐらせた。口を閉とざし、彼女が凝ぎよう然ぜんと見すえているのは、森林公園の遊歩道からふらりと現れた人ひと影かげである。ちょうど、安永を追って熊くまが現れた場所だ。

「………」

　瑠佳にならってそちらを見やった孝晴もまた、言葉を失った。

　異様な人物だった。

　全身を覆う真っ白な着衣。それは文字どおりの全身、つまり頭からつま先までを一分の隙すき間まもなく包みこみ、外部の人間の視線から彼を完全に遮しや断だんしていた。化学生物災害、放射能汚お染せんなどの場で人体を外気から守る防護服に似ている。だぶついた生き地じは樹じゆ脂しでコートされた頑がん丈じような繊せん維い素材だろう。

「何を呆ほうけている。まだ残っているだろう。重殺は完かん遂すいしていない」
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　ざらついた声が、白い頭ず巾きんの奥から警告する。覗のぞき窓すらない。針で穿ったような無数の小さな穴がそうかもしれないが、よく見るとそれは色つきのプラスティックか何かで裏うら貼ばりされているのだった。

　眞子の一いち撃げきで地に伏ふせていた熊が、骨格にわずかにからみついた筋肉を膨ぼう張ちようさせ、起きあがった。いや、起きあがろうとした。

「たりゃっ！」

　瑠佳が鍋なべの蓋ふたを円えん盤ばん投なげの要領で宙に放った。と同時に、アスリンをその場に残して疾しつ駆くする。

　銀色の円盤が熊の眼前をかすめ、その右目を切り裂さいた。痛みはないながらも、困こん惑わくしたふうに熊が頭をもたげたとき、今度はその眉み間けんに白はく刃じんが突き立った。穂稀が投じた包丁だ。

　それと前後して、瑠佳が地を蹴り、走り幅はば跳とびの選手のように跳んだ。高く、大きく。その膝ひざが、包丁の柄つか頭がしらを打つ。がっ、と刃やいばが頭蓋骨に食いこむ。まだ浅い。が、熊は夜と夕の狭はざ間まに遷うつろう空を仰あおいで倒れる。

　瑠佳がくるりと宙返りして、熊の体から離はなれる。その呼吸を測ったかのように、すでに高く跳ちよう躍やくしていた穂稀が舞い降りてきた。地べたに大の字になった熊の上に。

　両手を拡ひろげ、両りよう脚あしをきれいにそろえて穂稀が降りたのは、熊の額に屹きつ立りつする包丁の柄頭である。硬かたい何かが砕くだけ、やわらかい何かが裂ける音がした。すでに最初の一撃、そして瑠佳の膝ひざ蹴げりで分厚い骨に埋まい没ぼつしていた包丁は、肥満とはほど遠い穂稀の体重を受けて、たやすく脳に刃を達した。

　穂稀は体操服のショートパンツから伸びるみごとな脚線を微び動どうだにさせず、冷れい笑しようした。

「ふ……一体きりなら、こんなもの」

「こら、緒お澤ざわっ。テメーひとりで倒したような顔してんじゃねー！」

　瑠佳は不満たっぷりだが、孝晴は絶句していた。犬けん猿えんの仲のふたりがこうも息を合わせた動きをしたことも意外だが、純じゆん粋すいに彼女たちの身体能力に呆あきれた。これが重殺士候補生。そして戦術研究科の生徒なのだろう。穂稀は元・候補生だが。

「指宿くん。きみに貸しておこう」

　白い防護服の右手が突きだしたものを一いち瞥べつし、孝晴は目を疑った。銃じゆう身しんを切りつめた二連装の散さん弾だん銃じゆう。父親から譲ゆずられたものと瓜うり二ふたつだ。

「な、なんで……」

「昔、わたしが義よし崇たかくんに同じものを送った。使い方はわかるだろうな？」

「あんた、親父おやじのこと知ってんのかよ!?」

「彼は当校の生徒だった。わたしもすこし教えたことがある。一目でわかったぞ、きみが義崇くんの息子むすこだということは」

　そうだ。考えてみれば、当然のことだ。父親は椛祢かばね学園のことも、ゾンビのこともよく知っていた。この町に古い人間だからではない。重殺士だったからだ。でなければ、銃など所持していないだろうし、それを息子に譲り渡わたしたりはしない。

　そして、この白ずくめの人物が父親の恩師だとすると、かなりの高こう齢れいだということになる。くぐもった声は防護服の厚い頭巾が遮断しているせいでなく、老いてしわがれた喉のどのためなのかもしれない。

「あんた、先生なんだよな？」

「教員ではない。当校が練官所だったころは教官と呼ばれていた」

「そんな昔から!?　すげー年なんだな」

「失敬だな。まぁ、かまわんさ。それにしても……」

　そこで老人はすこし孝晴を見上げる格好になった。年寄りの常で、背は高くない。

「立派な若者になったのだな、孝晴くん。亡なくなったお母さんもきっと……いや、よけいな話だったな。まずは、もうひとがんばりしてもらおうか」

「あぁ？」

　孝晴が不ふ審しんに眉まゆをゆがめたとき、熊の額の上に佇ちよ立りつしていた穂稀が大きく跳んだ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、彼女の影かげを五本の鉤かぎ爪づめが薙ないだ。ごろり、といったんうつ伏ぶせになってから四し肢しを立てた熊の頭部には包丁が根本まで埋没し、口こう蓋がいから舌がだらりとたれている。

「まさか……！」

「ちょっとぉ！　脳みそ壊したのに動くわけ!?」

「トライオキシン系を重殺するには脳の破は壊かいでは不充じゆう分ぶんだ。肉にく片へんになっても動いていたことを忘れるな。といっても、新入生には少々酷こくかもしれないがね」

　老人がこぼした同情混じりの苦言を聞きながら、孝晴は散弾銃をかまえた。銃でなんとかなるとは思えないが、ひとまず時間を稼かせぐことだ。

「おい！　こっちだぜ、クマ公」

「た、孝晴くん、危ない……！」

　眞子が息を吞のんだ直後、銃火がその顔を照らし、耳を聾ろうする炸さく裂れつ音が森林にこだました。木々の梢こずえから鳥たちが飛びたつ。予想以上の反動に、大きく軸じく足あしを後退させた孝晴が、冷ひや汗あせの浮ういた顔を正面に向けた。

　クマの頭部は大きく爆はぜ、その左の眼がん窩かがごっそりと消失していた。右目はすでに瑠佳につぶされているため、これで獣けものは両眼を失ったことになる。

「ざま見やがれ！　これでもうただの木偶でくの坊ぼうだろ！　今のうちに、なんとか火を──」

　孝晴がそれ以上言う前に、土を蹴け立たてて、恐きよう竜りゆうの化石標本のような巨獣の姿が飛びかかってくる。孝晴は横っ飛びに逃のがれ、すぐさま振ふり返った。

「なっ、なんでだよ!?　まさか、匂においでこんな正確に……!?」

「発想は悪くなかったぞ、指宿くん」

　後ろ手に両手を組んだまま、ひょい、と熊の攻こう撃げきをやりすごした防護服の老人が、孝晴のすぐ横で評価を下す。

「だが、この種類のゾンビは、皮ひ膚ふや肉や毛で空気の振しん動どうを感知して目標を定める。目など飾かざりにすぎんのだよ。さて、次はどうする？　逃にげまわりながら、この暗がりでどこかに落ちているライターを探すかね？　ガソリンでもないと、あれを燃やすのは骨だと思うがね。ああ、駄だ洒落じやれではないぞ、今のは」

「ほざいてろ、じじい！」

　こっちが死しに物もの狂ぐるいでやっているのに、上から目線であれこれ難なん癖くせをつけられるのは癪しやくだった。弾たまはもう一発残っている。眞子も瑠佳もアスリンも穂稀もいる。安永は……まぁ、いい。とにかく、この怪かい物ぶつを止めるのだ。

「指宿──わっ、と！　いったん退たい却きやくしたほうがよくない？」

「そうね。宿舎のどこかに灯油くらいあるでしょう。手分けして探すのよ」

　熊の爪つめや牙きばをかわしつつ、瑠佳と穂稀が立て続けに提案した。勢い余った熊が東あずま屋やの柱に肩けん胛こう骨こつをぶつけ、派手に横転した。屋根が傾かたむき、今にも倒とう壊かいしそうだ。

「だめだ！　まわり見てみろよ」

「あ……そっか」

　キャンプ場には大勢の生徒がまだいるのだ。加熱されてトライオキシンが分解される過程だったとはいえ、ゾンビ化した肉を口にしてしまった彼らは、ほとんど倒たおれてうめいている。家長班のふたりのようになんとか立てる者もいるが、全員が避ひ難なんするには時間がかかるだろう。今、孝晴たちがいなくなったら、熊ゾンビの獲え物ものは当然、彼らになる。

「西沢さん……きれいなお花畑が見えやすぜ……」

「アキ……俺ァもうだめだ……俺が死んだら、遺骨はマディソン郡の橋から散骨してくれや……」

「ま、あいつらを囮おとりに使うってんなら、俺も止めねぇけどよ」

「アンタ、わりと根に持つタイプだね……」

　やれやれと苦笑してから、瑠佳はジャージの上着を腕うでまくりした。

「おっしゃぁ！　わかったよ、指宿。アンタが喰くわれそうになったら、アタシが盾たてになったる！」

「い、いえ、それはわたしが！　ほら、体、丈じよう夫ぶですし！」

「他人盾にして無事でもうれしくねぇよ！　そんなことより、眞子、やつの左脚頼たのめるか？　右脚は俺がつぶす。宮川と緒澤は腕をなんとかしてくれ」

「お安いご用です。宮川さんがいなくてもね」

　涼すずしい顔で穂稀が請うけ合った。鍋などの調理器具を固定していた樹じゆ脂し繊せん維いのロープを拾い、両手で引っぱって強度をたしかめる。

「──そうだ、指宿くん。それが最善の方法だ」

　満足げな老人のつぶやきは、孝晴の耳には届かなかった。ただ、袖そでを引く小さな手に気づき、目を向けると、アスリンが不服そうに見上げていた。

「……わたしは……？」

「ルフェテは、そうだな、必勝祈き願がんでもしてくれりゃいいや」

「……それ、得意」

　ぐひっ、と気味の悪い笑い声を漏もらし、胸の十じゆう字じ架かをにぎる。祈いのるというより、呪のろわれそうな気がして、孝晴は視線を逸そらした。

　ばきばきと木材の断だん末まつ魔まの叫びをあげながら傾けい斜しやしていった東屋が、ついに轟ごう音おんとともに崩くずれおちた。土つち埃ぼこりをまとい、熊くまが山脈のような背骨を孝晴たちに見せながら起きあがる。骨の表面の筋肉組織が波打っているのがわかった。耳ではなく全身で音を感じているのだ。

　ならば、この騒そう音おんの中がチャンスである。

　合図は必要なかった。瑠佳と穂稀はすでに疾駆している。孝晴も走った。

「えっ!?　あれ!?」

　ただひとり遅おくれて、眞子があわてて孝晴に続く。そのときにはすでに、穂稀がロープを輪にして、その中に熊の右腕を通していた。自分を襲おそった腕をわずかな動きで回かい避ひしざま、輪の中に導く動きは華か麗れいですらあった。

「はい、どうぞ」

　ロープの片方の先せん端たんをにぎったまま、もう片方を瑠佳に投げ渡す。それをつかみ取り、瑠佳は頭を沈しずめた。爪を光らせた左腕が、金きん髪ぱつを乱して通りすぎる。それに手をかけて、瑠佳は足を跳はねあげた。まるで鉄棒の逆上がりをするように、熊の腕を支点に宙返りすると、彼女のあとを追ったロープがぐるりとその腕をからめ取った。

　さらに瑠佳は休まず、熊の正面を通ってから後方へと回る。穂稀がそれとは逆の動きをした。瑠佳のロープの上を跳とび越こえ、逆方向へと駆かける。まるで二頭の猟りよう犬けんだ。

　正面ですれ違ちがったふたりが再会したのは、熊の背後である。走る勢いのままでロープを交差させ、空母に着ちやく艦かんする戦せん闘とう機みたいにブレーキをかける。猛もう然ぜんと牽けん引いんされた熊の左右の腕が、関節を破壊しながら背中にへし曲がり、そのまま固定された。

「ほいっ、返すよ！」

「どうも」

　素っ気ない返事とともに瑠佳からロープの一いつ端たんを受けとり、穂稀はそれを自分がにぎる反対側としっかりと結びつけた。この間、わずか数秒。工事現場などでも使われる化学繊せん維いのロープだ。さすがにちぎれないだろう。

　腕を封ふうじられた熊が、露ろ出しゆつした骨という骨をきしませながら、体をはげしく揺ゆする。竹が割れるような異様な破壊音と同時に、その巨きよ体たいが傾かしいだ。

「てやあっ！」

　眞子が全速力で熊のふところに走りこみ、右手の手刀を思いきり叩たたきつけたのである。自じ慢まんするだけあって、とてつもない怪力だ。石のかたまりのような大だい腿たい骨こつが、発はつ泡ぽうスチロールのごとく断たち割られた。

　こうなると、最後に残った右脚を始末するのは困難な作業ではなかった。

　横よこ倒だおしになってもがく熊を前に、孝晴は両手で散弾銃を固定し、一呼吸おいてから発はつ砲ぽうした。銃声とともに熊の膝しつ関かん節せつが砕くだけ、その周囲の地面がささくれ立った。

　ゾンビに苦痛はない。熊は依い然ぜんとして暴れているが、もはや移動することはおろか、立つこともできないはずだ。

　孝晴は深く息をついた。座りこみたいほどの疲ひ労ろうが、急に体をうずかせた。

「……なんとかなったな。俺が見張ってるから、おまえら宿舎で燃料探してきてくれよ」

「はぁい、灯油。ここにあるわよ？」

　孝晴の肩かた越ごしに腕が伸のび、赤いポリタンクを逆さまにした。どぽどぽと吐はきだされる液体が熊の頭を濡ぬらす。灯油の刺し激げき臭しゆうがあたりに満ちた。

「エカちゃん！」

「なんだよ、あんたいたのかよ!?　生徒がこんな苦労してたのに、今までどこで遊んでやがった！」

「もちろん、見守ってたのよぉ。先生、指宿くんたちならできるって信じてました」

　18リットル入りのポリタンクを右手一本で軽々と支えたまま、エカテリーナは微笑ほほえんだ。汗ひとつ、埃ほこりひとつない笑え顔がおだ。

　ほかの教師たちの姿もあった。保健医の庄しよう司じを中心に、生徒たちを介かい抱ほうしている。学年主任の幸こう谷たにが小走りにやってきて、防護服の闖ちん入にゆう者の前で深々と低頭した。バーコード頭に街灯の光が反射する。

「玉たま乃の教官！　ご足労いただきありがとうございます」

「やぁ、幸谷くんか。その顔の怪け我がはどうした？」

「些さ細さいな事故でして……。重殺士を育てる身として、怪我は勲くん章しようと心得ております」

「あいかわらず堅かた苦くるしいな、きみは。わたしの生徒だった頃ころと変わらん。髪かみの毛だけはだいぶん変わったがね」

「これはお手厳しい。教官もお変わりありませんで」

「それにしても、今年はまた騒そう々ぞうしいな。年々、新入候補生の質が下がってやしないかね」

　玉乃と呼ばれた防護服姿の老人が、自分のほうを見てそう評した気がして、孝晴は憮ぶ然ぜんとした。ご丁てい寧ねいな防護服で身を護まもっていながら、ずいぶん偉えらそうな言い草である。

　だが、玉乃が見ているのは、孝晴ではなかった。

　何やら言いしれぬ威い圧あつ感かんから逃れるため、孝晴の背に半身を隠かくした眞子でもない。

　班の友人ふたりに肩を借りながら、なんとか立っている家長里緒菜だ。

「う……ぐぐ……」

　栗くり色いろの髪を汗で額に貼はりつけた彼女の顔色がひどく悪い。友人の女子生徒が心配してのぞきこむ。

「りおちゃん？　どうしたの？」

「お……おなか痛い……」

「え？」

「やばい、かも……。さっき食べちゃった生肉のせいよ、絶対これ……」

　涙なみだ目めで、里緒菜は腹部に手をやった。痛めつけられた胃腸が、ぐるぐると獣のように物ぶつ騒そうなうなり声をたてている。

「ご、ごめん、ちょっとお手洗い……！」

　友人の手を払はらいのけ、前まえ屈かがみでふらつきながら、キャンプ場に隣りん接せつする屋外トイレへと向かった里緒菜が、その頼たよりなげな足取りを凍とう結けつさせた。

「どこへ行くのかな？」

　白い防護服の手に握にぎられた銃じゆうが、里緒菜の胸に向いている。孝晴は、はっとした。さっきまで自分の右手にあった猟りよう銃じゆうだ。いつ取られたのか、その気配も感じなかった。足もとに空薬やつ莢きようがふたつ落ちているのを見ると、新しい実包が装そう塡てんされているらしい。

「おい、じいさん！　なんのつもりだよ!?」

「この娘むすめは汚お染せんされている」

「汚染……？　まさか……感染してるってのか？」

　ゾンビがおそれられている理由のひとつは、それが増ぞう殖しよくするという点だ。先ほど、アスリンが言っていた。この種のゾンビは人間に食べられることで、体内に癒ゆ着ちやくする。

「でも、加熱したらだいじょうぶだって、さっきあんたが……！」

「生のまま口にしたようだな。時間経過による分解は期待できん。だが、心配するな。今ただちに処分すれば、これ以上の汚染拡大は防げる」

　孝晴は耳を疑った。里緒菜だけではなく、瑠佳や穂稀が息を吞のむのがわかった。

「処分、って……」

「──殺して、焼く」

　銃口が吠ほえ、炎ほのおを吐きだした。

「孝晴くん!?」

　眞子の恐きよう怖ふの叫さけびが、銃声とない交ぜになって響ひびいた。鉛なまりの散さん弾だんを身に受けたテーブルがほとんど半はん壊かいし、おびただしい木くずが舞まい散る。

　里緒菜の体は地面に横たわっている。出血はない。

「てめぇ、正気かよ……！」

　里緒菜を突つき飛ばし、自分もそのまま倒たおれこんだ孝晴が、膝ひざを立てて玉乃を睨にらむ。すぐに立ちあがらなかったのは、情けないことだが、恐怖で足が震ふるえているためだ。

「玉乃教官！」

　幸谷が横から散弾銃をつかんだ。

　流れる白はく煙えんが、次し第だいに冷たさを増してきた夕風に溶とけていく。

「庄司先生と自然科学科の上級生が開発中の酵こう素そがあります。臨りん床しよう試験がまだですが、じゅうぶんに効果は期待できるかと」

「期待、か。甘い対応と言わざるをえないな」

「教官、どうか……。わたしは教師で、彼女は我が校の生徒です」

　幸谷の表情には、玉乃に向けられた尊敬以上の、畏おそれに等しい感情が見え隠れしている。

　玉乃の右手が下がり、銃口が地面を向いた。

「いいだろう、幸谷くん。完治の見み込こみがあるのなら、彼女はまだ再活性が確定するに至っていないと認める」

　銃をにぎった腕うでを腰こしの後ろで組み、玉乃は孝晴を睥へい睨げいした。どんな顔をしているのか、どんな目で見ているのか、それは頭ず巾きんに遮さえぎられて確かめることはかなわないが、孝晴は相手の視線を想像し、胸が焼けつくような不快感と怒いかりを自覚した。

　そして同時に、首筋が粟あわ立だつほどに恐おそろしい。

　殺す。焼く。

　その言葉は脅おどしですらなかった。その瞬しゆん間かん、引き金にかけた指は軽く、彼の精神にはなんの負荷ストレスもなかっただろう。

「孝晴くん。だいじょうぶ……？」

　遠えん慮りよがちに二の腕に触ふれた手に、孝晴の神経は過か敏びんに反応した。氷をあてられたように肩を痙けい攣れんさせ、振ふり返る。

　眞子が、気がかりそうな瞳ひとみで見上げていた。

　意外な発見をしたような思いで、孝晴はその緋ひ色いろの瞳を凝ぎよう視しした。

　そうだ。眞子も──昔の眞子も、玉乃と同じだった。他人を傷つけることにいっさいの負い目を感じない。むしろ、眞子にとってはそれが自然なことだったろう。他人の痛みや苦しみを想像できないほど愚おろかだったのではない。想像できるからこそ、それを愉たのしんでいたのだ。

　そんな彼女が、今、こんな目をして自分を見つめている。

　孝晴の喉のどから、つい笑いがこぼれた。人生をやりなおすとき、死んだ気になるとか生まれ変わるという表現をするが、彼女は本当に死んで、生まれ変わったのかもしれない。

「孝晴くん？」

「……いや、なんでもねぇよ。──ありがとな」

「えっ!?　えっ、ええっと……いえ、どういたしまして！」

「なんだよ？」

「いいえ、なんでも！」

　なぜか大いにうろたえた眞子が一変して、しあわせそうな笑顔になった。

　孝晴は気づかなかった。生まれてはじめて、小鳥遊眞子に「ありがとう」という言葉をかけたことに。




　その後、ゾンビ化した熊くまとその肉はすべて焼しよう却きやく処分された。

　ただ、肉を口にした候補生たちは無事ではない。体内に取りこんでしまったトライオキシン系化学物質の量はほんのわずかで、生命に関かかわるものではなかったが、それでも少数の生徒が医務室の世話になり、そうでない大半の者も部屋のベッドで安静に過ごすことを強しいられていた。

　トライオキシン２４５は死体を再活性させる化学物質として知られるが、同系統の物質には人間以外の体組織に反応するものがある。今回、冷れい凍とう室の肉に混入されたのも、そうした物質の一種だ。

　トライオキシンに汚染されたゾンビの特とく徴ちようは、頭部破は壊かいによる〝重殺〟が不可能という点にある。そうでなければ、脳も眼球もないただの肉にく片へんが動きだしたりはしない。２４５型に至っては、焼却処分さえも無効であり、過去には米国で戦術核かくによって都市ごと廃はい棄きせざるをえなかったという悲劇も起きた。

　今回のものはその２４５型ではなく、加熱によって分解が可能な型であったため、摂せつ取しゆした生徒の多くは悪お寒かんや腹痛程度の症しよう状じようで済んだ。ただし、家長里緒菜のように、生のまま体内に侵しん入にゆうを許してしまったケースはその限りではない。

　保健医の庄司によって分解を促そく進しんする酵素を注射され、容態は落ちついたものの、彼女は医務室のベッドで寝ね込こんでしまった。庄司は自分の受け持ちクラスである一年星組の協賛生の面めん倒どうもみなくてはならないため、今は里緒菜のそばには担任のエカテリーナがついている。

「あとは先生が診みてるから、指宿くんはお部屋にもどっていいわよ」

「了りよう解かい。──とりあえず、一晩ゆっくり休んどけよ、家長」

　自室で休んでいる家長班の班員のかわりに、里緒菜の容態を確かく認にんした孝晴は、ベッドの彼女に一言声をかけてから、医務室を後にした。

「指宿！」

　ドアを閉めるよりも早く、ビニール袋ぶくろをさげて廊ろう下かをうろうろしていた瑠佳が駆かけ寄ってきた。

「どうだった？　家長は？」

「心配ないってよ。軽い食中毒みたいな感じだから、脱だつ水すい症しよう状じようにだけ気をつけときゃ、明日あしたの夜には部屋もどれるらしい。気になるなら、顔見てきてやったらどうだよ？」

「いや、そうなんだけどさ……でも、よかったぁ、ほんと！」

　張りつめていた瑠佳の面おも持もちが、安あん堵どでアイスクリームみたいに溶けた。

「もし死んじゃったりしたら、アタシどうしようかと思ったよ！　アイツのご両親の前で切腹しようとか、かなり本気で考えちゃった」

「大げさだな。べつにおまえのせいってわけじゃねーんだし」

　むしろ、孝晴やアスリンが被ひ害がいに遭あわなかったのは、瑠佳が手間をかけてカレーの仕込みをしたことで、ほかのグループより完成が遅おくれたためである。炊すい飯はんを担当していた家長班のほかのふたりは、先にカレーを口にしてしまったため、里緒菜のように医務室送りにはならなかったものの、自室で休んでいる。

　孝晴は笑ったが、廊下を歩きながら、すぐにその笑いを引っこめる。

「しっかし、どこのどいつがあんな危ねぇもん混ぜやがったんだろな？　一番考えられるのは、やっぱ先生たちだろうけど」

　入学式でも、ゾンビが暴れるに任せて、生徒に対処を委ゆだねてしまうような学校である。思えば、この合宿の目的は候補生をゾンビに慣れさせるためだという。これもそうした目的の一いつ環かんなのかもしれない。現に、教師陣じんはカレーを作らず、仕出し弁当などを食べていた。

　トライオキシンの出所と犯人については調査中だとエカテリーナは言っていたが、本気で調べるつもりがあるのかどうか、はなはだ疑問である。

「こんなんじゃ、明日から思いやられるよなぁ……」

　合宿のしおりに記き載さいされていた二泊はく三日中のスケジュールを思い出し、嘆たん息そくする。

　それによると、今日は食後から午後七時まで自由時間。

　その後、七時から九時半までの間に、クラスごとに入浴。十時半には消灯とある。

　明日は六時半に起き床しようし、朝食後には体操とジョギングだ。それから、各専門科目に分かれての特別授業がおこなわれる。

　孝晴が専せん攻こうする戦術体育科の場合は、座ざ禅ぜんを三十分間も組まされてから、屋内運動場内の柔じゆう剣けん道どう場で柔道の授業、十時から講堂で他科目の生徒とともに再活性者分ぶん析せき学の授業を一時間。

　そして、敷しき地ち内にある再活性者歴史資料館（通つう称しようゾンビ資料館）を見学し、昼食。

　一時間の自由時間をはさんで、午後はふたたび専門科目ごとに分かれ、戦術体育科ならば基き礎そ体力作りのための持久走が予定されている。さらに夕食前には講堂での特別授業がもうひとつ入る。

「戦術体育科ってだけあって、軍隊みたいにシゴかれるんだろうなー」

「戦術研究科だって持久走あるよ。しかも、そのあと変な薬物の化学式やら詰つめこまれて、自然科学科といっしょにサンプル使って実験すんだって。はぁー……アタシは走ったり跳はねたりのほうが性しように合ってるよ」

　肩かたを落としてそう嘆なげいてから、瑠佳は片手をあげ、孝晴のそばを離はなれた。

「んじゃね。女子の部屋、向こうだから」

「おう、おつかれ」

　宿舎はひとつでも、さすがに男女の部屋はきっちりと区切られている。

　建物はＬ字型で、ちょうど真ん中あたりに位置する玄げん関かんホールが境になっていた。医務室や職員宿泊室は男子たちの部屋がある側の一階である。食堂やラウンジも一階にあり、各種自動販はん売ばい機が並んでいた。

　ちなみに協賛生の宿泊所は、この建物と隣りん接せつしており、通路で行き来できる。

「あっ、そだ。指宿！」

　呼び止められて、階段の手前で振り向いた孝晴は、飛んできた菓か子しパンの袋ふくろとコーヒー牛乳のパックを、立て続けに受けとめた。

「……っと。なんだ？」

「そこの自販機で買っといたんだ。おゆはん食べてないから、腹がペコちゃんでしょ？」

「あ、悪わりぃな」

「いーって。あ、それとさ、これからアタシらお風ふ呂ろなんだ。……のぞくなよ？」

　両手で胸を隠かくす仕草をして、瑠佳は悩なやましげに細い腰をひねった。

「ざけんな！　金くれるってんなら、見にいってやらねーこともねぇけどな」

「あっそーですか。ま、協賛生はべつの浴場だからね。小鳥遊いないんじゃ、見る価値ないんだよねー、アンタ的には」

「殺すぞ！……いや、晩飯の恩に免めんじて、今日は見み逃のがしてやる。行け。俺の気が変わらんうちにな」

　投げつけようと振りかぶったコーヒー牛乳を、孝晴はもったいつけて降ろした。瑠佳が猫ねこみたいに目を細めて、けたけた笑う。

「アハハ、ほんじゃーね。オヤスミ」

　背中を向けて、瑠佳は右手を高くかかげてみせた。握にぎっているビニール袋の中身は、彼女とアスリンのぶんの夕食だろう。

　孝晴も口もとに笑いを残したまま、部屋がある二階へと向かった。




　ゾンビはゾンビを襲おそわない。

　などと昔は考えられていた。知能が劣れつ化かし、人間を喰くい殺すロメロ型のゾンビですら、共食いはほとんど確かく認にんされていなかったからだ。

　しかし近年になってゾンビにも新種が多く発見されるに及および、その定説もくつがえされた。ゾンビでも種類が異なれば、チンパンジーが近い種のボノボを襲い、人間が人種を理由に争うように、捕ほ食しよくの対象になりうるのだった。

　キャンプ場で猛もう威いを振るったトライオキシン系の部位限定型ゾンビは、候補生のみならず、協賛生たちにも被害をもたらしていた。ゾンビに痛覚がないとはいっても、異物が組織に同化してなんの影えい響きようもないという道理はない。むしろ、人間のような免めん疫えき機能や新しん陳ちん代たい謝しやがないぶん、回復には特別な施せ術じゆつと時間がかかるのだと庄司は説明した。

　元捕ほ虜りよ収容所の地下室という陰いん惨さんな中でもとりわけ陰惨な場所に、協賛生専用の治ち療りよう施し設せつはある。いや、入り口の表示板を見れば、そこは〝実験室〟なのだった。

　一年星組と月組の協賛生のうち数人をのぞくほぼ全員が、悲鳴さえ漏もらさぬ地下実験室で、いかなる医療行こう為いを受けているかは露つゆ知しらず、同じ頃ころ、地上では、治療の必要ない協賛生たちに入浴の時間が与あたえられていた。

「温泉ですよ、穂稀さん！」

「うるさいわね。それはもう何度も聞きました」

　部屋を出て、廊下を行く間も、脱だつ衣い所に入ってからも、眞子はずっと同じことばかり口にしている。

　戦時中は収容所、戦前には精神病院という薄うす暗ぐらい過去を持つこの合宿所に、ただひとつ売り文句があるとすれば、それは「天然温泉あります」だ。

　屋内運動場にはシャワー室（毒ガスは出ない）が完備されているが、それとはべつにちゃんとした浴場があり、地下から自然に湧ゆう出しゆつした温泉を引いているのだ。合宿のしおりにも書かれていたことで、眞子はこれを楽しみにしていた。

「わたし、温泉ってはじめてなんですよー。中で孝晴くんと会えますかね？」

「会えるわけないでしょ！」

「………？　どうしてですか？」

「どうしてって……忘れていたわ。あなた、阿あ呆ほうだったのよね。──ちょっと、あなた。何です、その格好は」

「は？　水着ですけど」

　脱ぬいだジャージと体操着を丁てい寧ねいに畳たたんで棚たなのカゴに入れ、ぺたぺたとコンクリート剝むきだしの床ゆかを踏ふんで浴室へと向かう眞子は、その細身の肢し体たいを地味なスクール水着に包んでいる。

「って、穂稀さんこそ、なんで裸はだかなんですか!?」

「あのね……」

　当たり前のことだが、穂稀はその均整のとれた体に一糸をもまとっていない。大きめのタオルで前を隠してはいるものの、現在は室内に彼女と眞子のふたりしか姿がないため、器用に片手で編んだ髪かみをほどく仕草にも警けい戒かい感かんはない。

「混浴でもないのに、お風呂に入るのに水着なんて無ぶ粋すいもはなはだしいわ。それに体を洗うとき、どうするつもりよ？」

「は、裸で、ですか。欧おう州しゆうの浴泉場スパだと蒸し風呂サウナ以外はだいたい水着つけるんですけど……な、なるほど……孝晴くんと会えないって、そういう意味で……」

　さっきの自分の発言を思い出して赤くなりつつ、眞子は急いで水着を脱いだ。足首にひっかかった水着で転びそうになりながら穂稀を追う。

　曇くもりガラスのドアの向こうからは、人の声や湯を流す音は聞こえない。

「貸し切りね。治療中の人たちには悪いけれど、ゆっくりできて助かるわ。これで、あなたがいなかったら最高なんですけれど」

　言葉ほど穂稀の機き嫌げんは悪くないようだ。ちょっと声がはずんでさえいる。

　だが、それもドアを開けるまでであった。

　がらっ、と横に動いたドアの向こうは、日の出富士の壁かべ絵えが出で迎むかえる大浴場でもなければ、絶景を見下ろす露ろ天てん風呂でもなかった。もちろん、五ご右衛え門もん風呂でも砂風呂でもない。

　タイル貼ばりの床と壁に、ブリキのシャワー。正面にある浴よく槽そうからは、奇き妙みような刺し激げき臭しゆう。

　ぼろぼろに腐ふ食しよくした壁の表示板には、消毒槽、とある。

「………」

「あの、温泉……」

　この施設に天然温泉の露天風呂は、確かに実在する。だが、それは教職員や候補生のためのものであり、協賛生はこの消毒槽に身を沈しずめ、一日の汚よごれを落とすのが常なのであった。ちなみに、備えつけの防ぼう腐ふ剤ざいやオキシドールは使い放題と太っ腹である。

　もちろん、その配はい慮りよに喜ぶこともなく、眞子と穂稀は案山子かかしのように立ちつくす。あたたかいお湯ではなく、寒々とした沈ちん黙もくがふたりを押しつつんだ。
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